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は し が き  

 

私 は こ の 卒 論 の テ ー マ に 「 環 境 」 を 選 ん

だ 。 多 く の 選 択 肢 の 中 か ら 何 故 こ の テ ー マ を

選 ん だ の か 。 一 つ の 理 由 は 、 3 年 次 の 学 園 祭

で の 発 表 の テ ー マ が 環 境 で あ り 、 さ ら に 深 く

掘 り 下 げ て み た い と 思 っ た か ら で あ る 。 も う

一 つ は 、 私 の 生 ま れ 育 っ た 環 境 に そ の 理 由 が

あ る と 思 う 。 私 は 出 身 が 鹿 児 島 と い う 自 然 の

豊 か な 土 地 で 、 い つ で も 視 界 に 飛 び 込 ん で く

る 雄 大 な 桜 島 の 姿 を 眺 め な が ら 、 緑 豊 か な 城

山 の 山 々 を 走 り 回 っ て 幼 少 か ら 高 校 時 代 ま で

を 過 ご し た 。 高 校 を 卒 業 し て 世 界 的 に も 大 都

市 で あ る 東 京 に 出 て 、 そ の 環 境 の 違 い に 驚 い

た 。 一 見 、 近 代 的 な 高 層 ビ ル が 建 ち 並 び 、 イ

ル ミ ネ ー シ ョ ン が 輝 き 、 道 路 は 整 備 さ れ 、 見

た 目 に は 美 し い 景 色 が 広 が る 。 し か し 、 空 が

澄 ん で い な い 。 星 が 綺 麗 に 見 え な い 。 水 が お

い し く な い 。 い た る 所 で 自 然 環 境 の 違 い を 目

の 当 た り に し た 。 国 内 、 海 外 か ら 人 が 集 ま

り 、 便 利 さ が 追 求 さ れ る 先 進 国 ・ 日 本 の 首 都

で あ る の だ か ら 、 仕 方 な い 面 も あ る の か も し

れ な い 。 だ が 、 多 く の 人 が 集 ま る だ け に 少 し

立 ち 止 ま っ て 、 環 境 の こ と を 考 え て み る 必 要

が あ る の で は な い か 。 常 々 そ う 感 じ て き た 。

環 境 を 汚 し 破 壊 す る こ と は 簡 単 だ が 、 修 復 す

る の に は 何 倍 も の 時 間 が か か る 。 修 復 で き な

い 部 分 も あ る だ ろ う 。 私 は 幼 少 期 に 自 分 が 触

れ た よ う な 自 然 の 美 し さ を 少 し で も 残 し て 後

世 の 人 に も 感 じ て ほ し い の だ 。 大 学 通 り の 四



季 に よ っ て 装 い を 変 え て い く 並 木 道 を 歩 く こ

と が 好 き で あ っ た し 、 海 外 旅 行 に 出 か け て は

美 し い 景 色 に 息 を 呑 ん だ 。 美 し い 自 然 環 境 は

純 粋 に 大 好 き で あ る こ と 。 こ れ が 、 環 境 に つ

い て 書 こ う と 思 っ た も う 一 つ の 理 由 だ と 思

う 。 よ く よ く 考 え て み れ ば 、 学 園 祭 の テ ー マ

も 私 の 提 案 だ っ た 。 

そ れ で は 、 何 故 「 環 境 情 報 の 開 示 」 か 。 企

業 の 透 明 性 、 ま た 、 情 報 開 示 と い う こ と が さ

か ん に 言 わ れ る よ う に な っ た 今 日 、 企 業 の 開

示 制 度 は 急 速 に 充 実 し て き た が 、 日 本 の 企 業

は ま だ ま だ 不 透 明 だ と 指 摘 さ れ る こ と が 多

い 。 企 業 の 環 境 に 関 す る 情 報 を 広 く 社 会 に 対

し て 開 示 す る こ と は 、 合 理 的 な 市 場 の 判 断 を

可 能 に し 、 企 業 の 環 境 活 動 を 促 進 す る 手 段 と

し て 非 常 に 有 効 で あ る と 思 う 。 ま た 、 企 業 側

と し て は 、 情 報 の 提 供 先 が か つ て の 政 府 ・ 自

治 体 か ら 、 現 在 で は 市 場 や 社 会 一 般 ま で も が

含 ま れ 、 企 業 戦 略 と し て 対 応 さ れ ね ば な ら な

い 課 題 と な り つ つ あ る 。 企 業 と 社 会 の 、 さ ら

に 言 え ば 、 企 業 と 地 球 の 今 後 に か か わ っ て く

る 重 要 な 問 題 で あ る と 思 い 、 こ の 「 環 境 情 報

の 開 示 」 と い う テ ー マ を 掲 げ る こ と に し た 。

果 た し て 「 環 境 情 報 の 開 示 」 に よ っ て 企 業 と

社 会 は よ り よ い 関 係 を 築 い て い け る の か と い

う 疑 問 を 持 ち な が ら 。 

こ の 論 文 を 何 十 年 か 後 に 読 み 返 し た 時 に 、

「 あ の 頃 の 環 境 は ひ ど か っ た ん だ な 」 「 情 報

開 示 の シ ス テ ム は 今 と は 全 然 違 っ た ん だ な 」

と 思 え る 社 会 の 到 来 と 素 晴 ら し い 自 然 環 境 の



あ る 未 来 を 切 に 望 む 。 

 

最 後 に こ の 卒 業 論 文 を 書 き 進 め 、 ま と め る

に あ た っ て 指 導 し て く だ さ っ た 谷 本 先 生 や 院

生 の 方 々 、 と も に ゼ ミ で の 2 年 間 を 過 ご し 頑

張 っ て 来 た ゼ ミ テ ン 、 多 く の 人 に 感 謝 の 意 を

表 し た い 。 大 し て 勉 強 を し な か っ た 大 学 時 代

で は あ っ た が 、 ゼ ミ の お か げ で 気 持 ち に 張 り

が で き 充 実 し た 時 を 過 ご せ た よ う に 思 う 。 確

か に 忙 し く 辛 い こ と も あ っ た が 今 と な っ て は

懐 か し い 思 い 出 だ 。 谷 本 先 生 が お っ し ゃ っ て

い た 「 大 き な も の の 見 方 ・ 考 え 方 」 が 少 し は

で き る よ う に な っ て い れ ば い い の だ が 。 

 

            2003 年 12 月 16 日  

               鶴 田 正 和  
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第 1 章  環 境 情 報 開 示 論  

  

我 が 国 お よ び 世 界 の 環 境 問 題 は 近 年 大 き く

変 化 し て き て い る 。 80 年 代 以 降 、 地 球 温 暖

化 、 酸 性 雨 、 オ ゾ ン 層 の 破 壊 な ど 地 球 規 模 で

環 境 問 題 が 深 刻 化 し 、 今 や 国 家 、 地 方 自 治

体 、 企 業 、 個 人 、 ま た 、 そ の 枠 を 越 え て 全 世

界 で そ れ ぞ れ の 主 体 が 環 境 へ の 対 応 を 考 え て

い く 必 要 が あ る 。 

そ れ に 加 え て 、 近 年 、 多 発 す る 企 業 の 不 祥

事 に 伴 い 企 業 経 営 に 透 明 性 、 情 報 開 示 の 必 要

性 が 求 め ら れ る よ う に な っ て き た 。 ま た 、 企

業 経 営 に 厳 し い 目 を 向 け る ス テ ー ク ホ ル ダ ー

の 存 在 に も 企 業 は 配 慮 せ ざ る を 得 な く な っ て

き て い る 。 そ こ で 、 企 業 に は ス テ ー ク ホ ル ダ

ー と の 双 方 向 の 情 報 交 換 が 望 ま れ て い る 。 こ

の 第 １ 章 で は 、 ま ず 、 環 境 情 報 と は 何 か 、 環

境 情 報 の 開 示 は な ぜ 必 要 に な っ て き た か に つ

い て 、 環 境 問 題 へ の こ れ ま で の 取 り 組 み も 合

わ せ て 論 じ て み た い 。 

 

第 １ 節  環 境 情 報 と は  

環 境 情 報 と は 、 読 ん で 字 の ご と く 環 境 に 関

す る 情 報 の こ と を 言 う が 、 こ の 卒 業 論 文 で は

企 業 が 発 信 す る 環 境 に 関 す る 情 報 と 定 義 し た

い 。 で は 、 そ の 内 容 を 見 て い こ う 。 環 境 情 報

の 内 容 は 多 様 に 分 類 可 能 で あ る が 、 企 業 が 戦

略 的 に 対 応 で き る 単 位 を ベ ー ス と し て 考 え る



と 、 主 に 次 の ３ つ に 分 け る こ と が で き る (1) 。

① 企 業 及 び 事 業 所 情 報 ： 企 業 全 体 及 び 各 事 業

所 に お け る 環 境 関 連 活 動 に 関 す る 全 般 的 な 情

報 を 指 す 。 主 に 、 環 境 方 針 ・ 目 的 ・ 目 標 な ど

の 環 境 計 画 、 そ れ を 実 行 す る た め の 環 境 マ ネ

ジ メ ン ト シ ス テ ム 、 お よ び そ の 成 果 で あ る 環

境 パ フ ォ ー マ ン ス の ３ つ で 構 成 さ れ 、 発 信 す

る 媒 体 と し て は 環 境 報 告 書 が 有 効 で あ る 。 ②

製 品 ・ サ ー ビ ス 情 報 ： 製 品 や サ ー ビ ス が 持 つ

環 境 へ の 影 響 を 情 報 と し て 示 す も の で あ る 。

顧 客 や 消 費 者 の 環 境 意 識 の 高 ま り に つ れ て 必

要 性 が 増 加 し て い る 。 媒 体 と し て は エ コ ラ ベ

ル （ 主 に 製 品 の パ ッ ケ ー ジ 上 で 示 さ れ て い

る ） が 有 効 で あ る 。 以 上 、 Ⅰ 、 Ⅱ は 自 発 的 、

ま た は 、 任 意 の 基 準 に 従 っ て 発 展 し て き た 。

③ 環 境 汚 染 物 質 情 報 ： こ れ は 行 政 機 関 に よ っ

て 規 制 の 対 象 と さ れ 、 報 告 義 務 が 課 せ ら れ て

い る 場 合 も 多 い 。 基 本 的 に は 一 般 社 会 に 対 す

る 公 開 を 意 図 し た も の で は な い 。 尚 、 環 境 省

の 調 査 (2) に よ る 「 公 開 し て い る 環 境 情 報 の 内

容 」 に よ れ ば 、 「 環 境 に 関 す る 経 営 方 針 」 が

85.4 ％ 、 「 環 境 に 関 す る 取 り 組 み の 状 況 」 が

60.4 ％ 、 「 環 境 に 関 す る 目 標 」 が 57.7 ％ と な

っ て い て 、 「 化 学 物 質 使 用 量 」 は 24.4 ％ と 少

な い 。 （ 図 表 １ － １ ） 

想 定 さ れ る 利 用 者 と し て は 、 従 業 員 や 経 営

者 な ど の 企 業 内 部 者 、 顧 客 や 消 費 者 、 株 主 や

                                                 
(1) 国 部 ・ 角 田 [13] ２ ペ ー ジ  

(2)   http://www.env.go.jp/policy/j-hiroba/kigyo/h14/gaiyo.pdf 



投 資 家 、 行 政 機 関 、 地 域 住 民 や 一 般 市 民 、 同

業 他 社 、 将 来 の 就 業 者 と し て の 学 生 、 環 境 問

題 の 専 門 家 な ど の 幅 広 い ス テ イ ク ホ ル ダ ー で

あ る 。 こ の 様 な 多 様 な ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら

の 支 持 を 得 る た め の 企 業 戦 略 、 ま た 、 支 持 を

失 わ な い た め の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト が 必 要 で

あ る 。 

 ち な み に 、 環 境 省 (3) に よ れ ば 環 境 に 関 す る

デ ー タ 、 取 り 組 み 等 の 環 境 情 報 の 公 開 状 況 に

つ い て は 、 「 一 般 に 公 開 し て い る 」 と 回 答 し

た 企 業 等 の 割 合 が 35.9 ％ 、 「 一 部 の 人 に 公 開

し て い る 」 と の 回 答 が 16.9 ％ と 、 そ の 割 合 は

年 々 増 加 し て い る 。 

 

 

図 表 １ － １  （ 環 境 省 「 環 境 に や さ し い 企 業

行 動 調 査 結 果  平 成 １ ４ 年 度 」 よ り ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 
(3)  (2) に 同 じ 。  



 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 節  環 境 問 題 の こ れ ま で  

経 済 の 発 展 に 伴 う 都 市 化 ・ 工 業 化 は 硫 黄 酸

化 物 な ど に よ る 大 気 汚 染 や 水 質 汚 濁 、 地 盤 沈

下 、 騒 音 、 振 動 、 悪 臭 、 土 壌 汚 染 な ど 公 害 を

も た ら し た が 、 こ の 様 な 公 害 は 原 因 を 除 去 ま

た は 減 少 さ せ る こ と に よ り 対 処 で き た 。 と こ

ろ が 、 こ う し た 硫 黄 酸 化 物 や 窒 素 酸 化 物 は 長

時 間 を か け て 大 気 中 に 蓄 積 し 、 長 距 離 を 移 動

す る 間 に 形 を 変 え 、 自 然 を 破 壊 し て い る 。 地

球 環 境 問 題 の 顕 在 化 で あ る 。 地 球 環 境 問 題 と

し て は 酸 性 雨 、 オ ゾ ン 層 の 破 壊 、 地 球 温 暖

化 、 森 林 減 少 と 砂 漠 化 な ど が 挙 げ ら れ る 。 

こ れ ら 地 球 環 境 問 題 の 特 質 (4) を 以 下 に 挙 げ

る と 、 ① 対 象 が 地 球 公 共 財 で あ り 代 替 が 効 か

な い 。 ② 因 果 関 係 が 明 確 で な く 、 問 題 が 発 生

し た 場 合 の 被 害 は 甚 大 で あ り 修 復 は 難 し い 。

③ 原 因 と な る 経 済 主 体 が 無 数 で し か も 広 範 に

存 在 し 、 し か も 、 誰 も が 加 害 者 で あ る と 同 時

に 被 害 者 で も あ る 。 ④ 現 世 代 の 経 済 活 動 の 結

果 、 将 来 の 世 代 が 被 害 を 被 る 。 ⑤ 環 境 保 全 に

高 い 優 先 度 を 与 え る こ と が で き る 先 進 国 と 、

                                                 
(4) 住 友 海 上 [24] ８ ペ ー ジ  



開 発 ・ 成 長 が 最 重 要 課 題 で あ る 発 展 途 上 国 と

で 事 情 の 違 い が あ る 。 

ま た 、 公 害 と の 対 策 の 違 い も あ る 。 特 定 の

発 生 源 に 原 因 を 見 出 し て 、 被 害 の 発 生 に 至 る

ま で の 因 果 関 係 を た ど っ て い く こ と が 難 し

い 。 さ ら に 、 被 害 が 地 球 規 模 に 広 が っ て お

り 、 一 つ の 国 の レ ベ ル で の 対 処 で は 意 味 が な

い 。 こ れ は 、 即 ち 、 国 際 的 な 協 力 が 不 可 欠 で

あ る こ と を 意 味 す る 。 ど の 企 業 、 ど の 国 が ど

れ だ け 排 出 し て い る か で は な く 、 む し ろ 、 世

界 の 総 排 出 量 が 問 題 と な っ て く る 。 公 害 問 題

ほ ど の 緊 急 性 は な い が 、 こ の ま ま 徐 々 に 地 球

全 体 が 蝕 ま れ て い け ば 、 将 来 の 世 代 の 生 存 が

危 ぶ ま れ る こ と も 事 実 で あ る 。 今 後 、 環 境 法

令 や 行 政 の 再 構 築 は 絶 対 的 に 必 要 と な っ て く

る で あ ろ う 。 

 

第 ３ 節  環 境 問 題 へ の 世 界 の 動 向  

こ の 第 ３ 節 で は 、 環 境 問 題 に 対 す る こ れ ま

で の 世 界 の 動 向 (5) を 見 て い こ う と 思 う 。 

 世 界 で 最 初 に 環 境 問 題 が 「 問 題 」 と し て

人 々 の 意 識 に あ が っ た の は 、 1960 年 代 の こ と

で あ っ た 。 1960 年 に レ ー チ ェ ル ・ カ ー ソ ン に

よ っ て 、 農 薬 問 題 に 警 告 を 発 し DDT な ど の 危

険 性 を 暴 露 し た 『 沈 黙 の 春 』 が 出 版 さ れ た 。

こ の 本 に よ る 問 題 提 起 が 、 今 日 の 環 境 問 題 が

社 会 の 大 き な 関 心 事 と な る き っ か け と な っ

                                                 
(5) 住 友 海 上 [24] ２ １ ペ ー ジ 、 吉 川 [29] ３ ペ ー
ジ  



た 。 ６ ８ 年 に は カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 で 大 学 紛

争 の 一 つ の 形 と し て エ コ ロ ジ ー 運 動 も 起 こ っ

た 。 

次 い で 、 1970 年 に 「 ア ー ス デ ー 」 と い う 環

境 を 守 る 市 民 運 動 が ア メ リ カ で 発 足 し た 。 そ

し て 、 当 時 の 大 統 領 ニ ク ソ ン は 、 人 間 と 環 境

と の 関 係 に つ い て の 新 し い 理 解 と 認 識 の 必 要

性 を 述 べ て 環 境 保 護 局 を 発 足 し た 。 1972 年 に

は 、 ス ト ッ ク ホ ル ム で 第 １ 回 国 連 人 間 環 境 会

議 が 開 催 さ れ 、 中 心 議 題 と し て 「 人 間 居 住 環

境 の 計 画 と 管 理 」 「 総 合 的 天 然 資 源 管 理 」

「 グ ロ ー バ ル な 環 境 汚 染 と 公 害 」 「 環 境 問 題

の 教 育 、 情 報 、 社 会 ・ 文 化 的 側 面 」 「 開 発 と

教 育 」 「 各 種 行 動 計 画 の 国 際 機 構 」 の ６ 分 野

が あ が っ た 。 キ ャ ッ チ フ レ ー ズ の ‘ か け が え

の な い 地 球 ’ （ only one earth ） は 有 名 で あ る 。 こ

の 時 ロ ー マ ク ラ ブ は 『 成 長 の 限 界 』 と い う 報

告 書 を 発 表 し た 。 こ の 報 告 書 は 環 境 汚 染 を 吸

収 す る 地 球 の 能 力 の 限 界 を 報 じ 、 人 口 、 資

源 、 エ ネ ル ギ ー な ど の 分 析 結 果 に 基 づ き 、 経

済 成 長 や 人 口 増 加 率 を 減 少 さ せ な け れ ば 遠 か

ら ず 人 類 は 破 局 を 迎 え る と 警 鐘 を 鳴 ら し た の

で あ る が 、 こ れ は 、 地 球 環 境 問 題 が 国 際 的 に

意 識 さ れ る 契 機 と な っ た 。 75 年 、 78 年 、 79 年

に は そ れ ぞ れ ロ ン ド ン 海 洋 投 棄 条 約 、 MARPOL

条 約 議 定 書 、 第 １ 回 世 界 気 候 会 議 が 決 議 、 開

催 さ れ た 。 こ の 様 に し て 、 次 第 に 地 球 環 境 問

題 に 関 す る 取 組 み は 進 展 し て く る 。 1980 年 に

は 、 カ ー タ ー 大 統 領 が 報 告 書 「 西 暦 2000 年 の

地 球 」 を 発 表 し 、 地 球 環 境 問 題 が 国 際 社 会 で



本 格 的 に 認 知 さ れ た 。 82 年 に は 、 ナ イ ロ ビ 会

議 が 開 催 。 「 ナ イ ロ ビ 宣 言 」 で は 地 球 環 境 保

全 の た め に 人 類 が 果 た す べ き 責 任 が 謳 わ れ

た 。 そ し て 、 85 年 に は OECD が 設 立 さ れ 、 87 年

「 環 境 と 開 発 に 関 す る 世 界 委 員 会 （ WCED ） が

『 我 ら 共 通 の 未 来 』 を 発 表 し た 。 こ の 発 表 に

よ り 、 地 球 環 境 問 題 に つ い て の 関 心 は 世 界 中

で さ ら に 高 ま る こ と と な っ た 。 「 持 続 可 能 な

開 発 」 の 考 え を 明 確 化 し た と い う 点 で も 重 要

で あ っ た 。 90 年 代 に 入 り 、 92 年 に は 地 球 サ ミ

ッ ト （ 環 境 と 開 発 に 関 す る 国 連 会 議 /UNCED ）

が 開 催 さ れ た 。 こ の 会 議 に は 180 以 上 の 国 と 地

域 が 参 加 し 、 100 名 を 超 え る 元 首 ・ 首 脳 が 出 席

し た 。 リ オ 宣 言 と し て 有 名 な 「 環 境 と 開 発 に

関 す る リ オ 宣 言 」 が 、 環 境 保 全 と 経 済 発 展 の

調 和 に 関 す る 国 際 的 原 則 と し て 採 択 さ れ た 。

さ ら に 、 世 界 レ ベ ル の 行 動 計 画 と し て 「 ア ジ

ェ ン ダ ２ １ 」 も 採 択 さ れ た 。 こ の 中 で 、 「 株

主 、 債 権 者 、 従 業 員 、 政 府 当 局 、 消 費 者 、 公

衆 に 対 し 、 透 明 性 の あ る 報 告 で 、 環 境 に 関 す

る 情 報 を 提 供 す る こ と 。 」 と さ れ て い る が 、

こ れ は 環 境 情 報 に 対 す る 提 言 と 考 え る こ と が

で き る 。 こ の 様 に 時 代 の 進 展 と 環 境 問 題 の 深

刻 化 に 伴 い 、 世 界 規 模 の 会 議 や 条 約 で 環 境 問

題 が 考 え ら れ 討 論 さ れ て き た 。 

最 近 で は 相 次 ぐ 企 業 の 環 境 に 関 す る 不 祥 事

が 注 目 を 浴 び て い る 。 1995 年 、 ナ イ ジ ェ リ ア

政 府 に よ る 人 権 ・ 環 境 保 護 活 動 家 の 処 刑 を き

っ か け と し て 、 ナ イ ジ ェ リ ア で 液 化 天 然 ガ ス

プ ラ ン ト 開 発 計 画 を 進 め る ロ イ ヤ ル ・ ダ ッ



チ ・ シ ェ ル 社 に 世 界 的 批 判 が 集 ま っ た 。 同 じ

年 、 北 海 油 田 で 老 朽 化 し た 石 油 貯 蔵 施 設 の 海

洋 投 棄 を め ぐ っ て 同 社 は 環 境 団 体 と 衝 突 し

た 。 し か し 、 1997 年 、 開 発 事 業 の 透 明 性 を 高

め る た め 、 NGO な ど 外 部 か ら の 調 査 を 受 け 入

れ 、 調 査 結 果 を 公 表 し て い く と い う 計 画 を 打

ち 出 し た (6) 。 環 境 と は 離 れ る が 、 2001 年 10

月 、 ア メ リ カ で は エ ネ ル ギ ー 関 連 会 社 大 手 の

エ ン ロ ン 社 が 不 正 会 計 と 経 営 体 質 問 題 で 倒 産

に 追 い や ら れ た 。 他 に も ワ ー ル ド コ ム の 粉 飾

決 算 な ど も 世 間 を 騒 が せ た 。 以 上 見 た よ う に

社 会 、 消 費 者 の 企 業 活 動 へ の 注 目 は 高 ま っ て

い る 。 特 に 、 環 境 に 関 す る 不 祥 事 は 影 響 が 及

ぶ 範 囲 が 広 い た め 、 そ の 反 応 も 厳 し い も の と

な る 。 そ し て 、 こ の 様 な 不 祥 事 は 即 座 に 企 業

の 命 に か か わ っ て く る こ と も 事 実 な の で あ

る 。 

 

第 ４ 節  企 業 の 社 会 的 責 任 と 活 動 の 開 示  

 

 最 初 に 、 企 業 の 社 会 的 責 任 で あ る (7) 。 企 業

は 法 律 や 最 低 限 の 倫 理 を 守 る だ け で な く 、 地

域 社 会 の メ ン バ ー と し て 積 極 的 に 社 会 に 貢 献

す る べ き で あ る と い う 考 え が あ る 。 そ れ で

は 、 企 業 に と っ て 利 潤 追 求 以 外 の 活 動 が ど う

し て 必 要 な の だ ろ う か 。 様 々 な 説 や 主 張 が 存

在 す る が 、 私 は 、 企 業 は 政 府 、 市 民 な ど 多 く

                                                 
(6) 住 友 海 上 [23] １ ６ １ ペ ー ジ  
(7) 住 友 海 上 [23] １ ５ ９ ペ ー ジ  



の 主 体 と 社 会 を 構 成 す る パ ー ト ナ ー と し て 、

相 応 の 役 割 を 果 た す べ き で あ る と い う 意 見 で

あ る 。 企 業 の 利 潤 は 、 社 会 的 貢 献 と し て 出 費

す べ き で は な く 、 株 主 に 配 当 す る べ き で 、 企

業 は 利 潤 の 追 求 を す れ ば よ い と い う 反 対 論 も

勿 論 存 在 す る 。 し か し 、 そ の 様 な 立 場 で も 活

動 を 開 示 し な い と い う わ け に は い か な い 。 企

業 は 現 代 社 会 で 重 要 な 役 割 を 担 っ て お り 、 社

会 に 対 す る 影 響 も 大 き い 。 企 業 の 行 動 が 独 断

的 な も の に 陥 る こ と を 防 止 す る た め に は 、 企

業 活 動 を 透 明 に し て 、 社 会 の 声 に 耳 を 傾 け る

こ と が 必 要 で あ る 。 積 極 的 な 社 会 的 貢 献 を 肯

定 す る に し て も 否 定 す る に し て も 、 企 業 の 活

動 を 開 示 す る こ と 自 体 、 企 業 の 最 低 限 の 社 会

的 責 任 を 果 た す こ と で あ る と 言 え る で あ ろ

う 。 で は 、 次 の 節 で 詳 し く 開 示 が 必 要 に な っ

て き た 理 由 を 見 て い こ う 。 

 

第 ５ 節  環 境 情 報 の 開 示 が 必 要 に な っ て き た

理 由  

 環 境 情 報 の 開 示 の 法 規 制 は 、 デ ン マ ー ク な

ど 始 ま っ て い る 国 も 少 な い な が ら 存 在 す る

が ， 現 在 の 日 本 社 会 で は 規 制 は さ れ て い な

い 。 そ れ で は 、 何 故 開 示 は 必 要 に な っ て き た

の だ ろ う か 。 こ こ で は 私 が 勉 強 し て い る 中 で

考 察 し た 三 つ の 理 由 を 挙 げ た い 。 

ま ず 、 一 つ 目 は 環 境 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ と

し て の 情 報 開 示 義 務 で あ る 。 自 然 環 境 が 地 球

上 の 市 民 全 て の 共 有 財 で あ る と す れ ば 、 企 業

は 資 源 を 消 費 し 、 環 境 汚 染 物 質 を 排 出 す る こ



と で 、 共 有 財 産 を 消 費 し て い る こ と に な る 。

そ こ で 、 企 業 側 は 市 民 に 対 し て 環 境 に 関 し て

説 明 す る 義 務 を 負 い 、 市 民 は 企 業 に 対 し て 情

報 を 求 め る 権 利 を 有 す る 。 社 会 的 に 認 知 さ れ

る よ う に な っ た 環 境 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 履

行 し な い こ と は 、 企 業 の 社 会 的 な 正 当 性 を 脅

か す 危 険 性 を 孕 ん で い る と 思 う 。 ま た 、 環 境

問 題 は 環 境 汚 染 者 が そ の コ ス ト を 社 会 に 転 嫁

し て い る こ と に 起 因 し て い る 。 そ の た め 、 社

会 が 環 境 破 壊 と し て 負 担 し て い る コ ス ト を 企

業 に 内 部 化 す る 必 要 が あ り 、 内 部 化 さ れ た コ

ス ト は 企 業 を 通 じ て 最 終 的 に は 顧 客 や 消 費 者

あ る い は 株 主 な ど に よ っ て 負 担 さ れ る 。 企 業

経 営 者 は 環 境 コ ス ト の 最 終 的 な 負 担 者 に 対 し

て 説 明 す る 債 務 を 負 う こ と に な る の で あ る 。

環 境 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 正 し く 認 識 し 行 動

す る 企 業 が 、 長 期 的 に は 高 い 社 会 的 支 持 を 得

ら れ る こ と と な る だ ろ う 。 

二 つ 目 と し て 、 利 用 者 の ニ ー ズ に 対 応 す る

た め と い う 理 由 が 考 え う る 。 利 用 者 の ニ ー ズ

は 環 境 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 履 行 し て い く た

め に も 重 要 な 指 針 で あ る 。 ま た 、 さ ら に は 企

業 の 社 会 戦 略 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー マ ネ ジ メ ン

ト の 手 段 と し て も 開 示 は 必 要 で あ る 。 単 な る

企 業 イ メ ー ジ に と ど ま ら ず 、 製 品 ・ サ ー ビ ス

市 場 で の 購 買 活 動 、 証 券 の 売 買 、 就 職 先 企 業

の 選 別 な ど 、 各 ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 意 思 決 定

に か な り の 影 響 を 及 ぼ す こ と が 考 え ら れ る 。

利 用 者 ニ ー ズ へ の 適 合 性 や 提 供 さ れ る 情 報 の

信 頼 性 と と も に 、 誠 実 な 開 示 姿 勢 が 大 事 で あ



る 。 例 え ば 、 ネ ガ テ ィ ブ 情 報 で も 誠 実 に 開 示

す れ ば 長 期 的 な 信 頼 の 獲 得 に つ な が る の で あ

る 。 こ れ は 、 企 業 の 不 祥 事 が 問 題 に な っ て い

る 現 在 の 、 特 に 日 本 企 業 の 問 題 点 で も あ る 。 

三 つ 目 は 地 球 環 境 を 守 る た め の 行 動 指 針 と

し て の 理 由 で あ る 。 地 球 環 境 を 守 る た め に

は 、 直 接 的 な 法 規 制 の み な ら ず 、 市 場 や 社 会

を 通 じ た 自 発 的 な 活 動 が 不 可 欠 で あ る 。 そ の

た め の 行 動 指 針 と し て の 環 境 情 報 の 必 要 性 は

重 要 で あ る 。 今 後 、 社 会 的 イ ン フ ラ と し て の

基 盤 整 備 を し て い か な け れ ば な ら な い 。 ま

た 、 拡 大 し た 環 境 情 報 を 、 利 用 者 目 的 の 観 点

か ら 評 価 し 、 そ の 結 果 を 企 業 へ 戻 す こ と も 必

要 で あ り 、 そ の た め に は 、 環 境 情 報 を 利 用 し

た 企 業 評 価 の 方 法 が 一 つ の 社 会 的 な 枠 組 み と

し て 構 築 さ れ る 必 要 も あ る 。 



第 ３ 章  環 境 報 告 書  

 

こ の 章 で は 、 環 境 報 告 書 を 取 り 巻 く 国 内 外

の 制 度 や 機 関 に つ い て 、 環 境 報 告 書 か ら 持 続

可 能 性 報 告 書 へ の 流 れ に 触 れ な が ら 調 べ 、 考

察 し て み た 。 

 

第 １ 節  環 境 報 告 書 の 現 状  

 環 境 報 告 書 が 導 入 さ れ た 契 機 (1) で あ る が 、

1991 年 ４ 月 、 ICC の 環 境 委 員 会 で 産 業 界 の 環

境 憲 章 の 策 定 作 業 が 進 め ら れ 、 オ ラ ン ダ の ロ

ッ テ ル ダ ム で 開 か れ た 国 際 会 議 で 憲 章 が 採 択

さ れ た 。 「 持 続 的 発 展 の た め の 産 業 界 憲 章 －

環 境 マ ネ ジ メ ン ト の 原 則 」 と 呼 ば れ る こ の 憲

章 は 、 環 境 マ ネ ジ メ ン ト の 基 本 原 則 と し て 16

項 目 を 列 挙 し た 。 そ し て 、 16 番 目 の 原 則 と し

て 、 次 の こ と が 謳 わ れ て い る 。 「 環 境 対 策 面

で の 遂 行 状 況 を 測 定 す る こ と 。 会 社 の 規 定 、

法 的 規 則 な ら び に 本 原 則 の 遵 守 状 況 に つ き 定

期 的 に 環 境 面 の 監 査 の 評 価 を 行 う こ と 。 取 締

役 会 、 株 主 、 従 業 員 、 当 局 な ら び に 一 般 の

人 々 に 適 切 な 情 報 を 定 期 的 に 提 供 す る こ

と 。 」 ま た 、 同 じ 1991 年 ４ 月 に 、 経 団 連 も 日

本 の 産 業 界 の 提 言 を と り ま と め て 「 経 団 連 地

球 環 境 憲 章 」 を 発 表 し た が 、 そ の 中 で も 、

「 事 業 活 動 上 の 環 境 保 全 、 生 態 系 の 維 持 、 安

全 衛 生 措 置 に つ い て 、 積 極 的 に 広 報 ・ 啓 蒙 活

動 を 行 う 」 と 言 っ て い る 。 一 方 、 1993 年 に 環

                                                 
(1) 住 友 海 上 [23] １ ７ ９ ペ ー ジ  



境 庁 か ら 公 表 さ れ た 「 環 境 に や さ し い 企 業 行

動 指 針 」 で は 、 情 報 提 供 に 関 し て 環 境 報 告 書

の 作 成 ・ 公 表 を 求 め た 。 こ れ ら の 動 き が 契 機

に な っ た と 思 わ れ る 。 開 示 媒 体 で あ る が 、 紙

媒 体 だ け で な く 、 ホ ー ム ペ ー ジ な ど 、 電 子 媒

体 を 利 用 し た 環 境 情 報 の 開 示 も 盛 ん に な り つ

つ あ る 。 だ が 、 現 在 の と こ ろ 紙 の 環 境 報 告 書

と 同 内 容 を 掲 載 し て い る 場 合 が 多 い 。 電 子 媒

体 は 情 報 の 更 新 頻 度 や 情 報 量 の 点 で 、 紙 媒 体

以 上 に 自 由 度 が 高 い た め 、 紙 媒 体 と は 異 な る

利 用 の 可 能 性 が あ る 。 電 子 媒 体 の 活 用 は 今 後

の 検 討 課 題 の 一 つ で あ ろ う (2) 。 こ の 節 で は 、

紙 媒 体 の 環 境 報 告 書 の 現 状 に 関 し て 見 て い き

た い 。 環 境 省 の 「 環 境 に や さ し い 企 業 行 動 調

査  平 成 14 年 度 」 に よ れ ば 、 環 境 報 告 書 作 成

企 業 数 は 650 社 で あ っ た 。 「 来 年 度 作 成 予 定 」

と 回 答 し た 251 社 を 加 え る と 、 平 成 15 年 度 に お

け る 環 境 法 告 書 作 成 企 業 数 は 約 900 社 に な る と

推 測 で き る (3) 。 （ 図 表 ３ － １ ） 

 

図 表 ３ － １  （ 環 境 省 「 環 境 に や さ し い 企 業

行 動 調 査 結 果  平 成 １ ４ 年 度 」 よ り ）   

 

 

 

 

 

                                                 
(2) 国 部 ・ 角 田 [13] ３ ２ ペ ー ジ  

(3)  http://www.env.go.jp/policy/j-hiroba/kigyo/index.html 



 

 

 

 

 

そ し て 、 環 境 報 告 書 の 記 載 内 容 は 、 業 種 、

企 業 ご と に よ っ て 違 い は 見 ら れ る も の の 、 以

下 の よ う に な っ て い る 。 ① 環 境 目 標 と そ の 成

果 の フ ォ ロ ー ア ッ プ 、 ② エ ネ ル ギ ー 使 用 量 の

推 移 と 地 球 温 暖 化 防 止 活 動 の 取 り 組 み 状 況 、

③ ISO14001 の 認 証 取 得 状 況 、 ④ 環 境 配 慮 型 製 品

の 開 発 ・ 設 計 と そ の 費 用 額 、 ⑤ 廃 棄 物 の 削 減

状 況 と 再 資 源 化 ・ 再 利 用 化 、 ⑥ 環 境 教 育 ・ 啓

発 、 ⑦ 事 故 情 報 、 ⑧ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 社

会 貢 献 活 動 、 ⑨ 国 際 協 力 等 で あ る が 、 最 近 で

は 「 環 境 会 計 」 を 作 成 ・ 開 示 す る 先 進 企 業 も

増 加 し て き て い る (4) 。 

 

第 ２ 節  国 内 外 の 制 度 ・ 機 関  

 環 境 報 告 書 の 作 成 ・ 発 展 を 促 す こ と を 目 的

に 、 何 ら か の 評 価 基 準 を 決 め て 環 境 報 告 書 を

採 点 し て ラ ン キ ン グ を 行 っ た り 、 優 れ た 環 境

報 告 書 を 表 彰 す る 表 彰 制 度 を 行 う 団 体 も 増 え

て い る 。 

（ １ ） 環 境 報 告 書 表 彰 制 度  

 ま ず は 、 国 内 の 表 彰 制 度 を 見 て い こ う 。 こ

こ で は 、 代 表 的 な ２ つ の 表 彰 制 度 を 紹 介 し よ

う と 思 う 。 

                                                 
(4) 吉 川 [31] ９ ３ ペ ー ジ  



一 つ 目 は 、 環 境 報 告 書 ネ ッ ト ワ ー ク が 主 催

し 、 環 境 省 が 後 援 す る 「 環 境 レ ポ ー ト 大 賞 」

で あ る 。 優 れ た 環 境 報 告 等 を 表 彰 す る こ と に

よ り 、 環 境 情 報 の 開 示 と 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン を 促 進 し 、 事 業 者 の 自 主 的 な 環 境 保 全 の

取 り 組 み を 促 進 す る こ と を 目 的 と し て 平 成 ９

年 度 か ら 実 施 さ れ て い る 。 従 来 の 「 環 境 ア ク

シ ョ ン プ ラ ン 大 賞 」 （ 第 ２ 回 ま で ） を 継 承 す

る も の で あ る 。 平 成 14 年 の 第 ６ 回 に は 293 点 が

応 募 さ れ た (5) 。 こ の 、 表 彰 制 度 の 選 考 基 準 と

し て は 、 環 境 省 の ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ て い る

こ と 、 基 本 的 要 件 が 明 記 さ れ て い る こ と 、 環

境 報 告 書 に 必 要 と さ れ る 項 目 が 盛 り 込 ま れ て

い る こ と 、 活 動 に 関 わ る 重 要 な 環 境 側 面 の 状

況 （ ネ ガ テ ィ ブ 情 報 、 環 境 会 計 な ど ） が 適 切

に 記 述 さ れ て い る こ と 、 経 営 層 の コ ミ ッ ト メ

ン ト や 適 切 な 目 標 の 設 定 ・ 管 理 な ど の 記 載 の

有 無 、 分 か り や す い 表 現 や 信 頼 性 を 高 め る 工

夫 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し て の 有 効

性 を 高 め る 工 夫 、 事 業 活 動 の 上 ・ 下 流 ま で を

含 め た 環 境 配 慮 、 独 自 の 創 意 工 夫 や 先 導 的 な

試 み な ど 多 面 的 で あ る 。 第 ６ 回 受 賞 企 業 に つ

い て （ 平 成 14 年 ） そ の 受 賞 理 由 と 私 の 感 想 に

つ い て も 述 べ て お き た い 。 大 賞 に 選 ば れ た の

は 、 松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 で あ っ た 。 表 紙 か

ら 持 続 可 能 性 を 意 識 す る コ メ ン ト が 記 載 さ

れ 、 環 境 、 経 済 性 、 社 会 性 に 分 け ら れ て 構 成

さ れ て い た 。 全 体 像 が わ か り や す く 、 個 別 の

                                                 
(5) http://www.env.go.jp/press/file_view.pho3?serial=4168&hou_id=3814 



デ ー タ も 開 示 し て い て 、 ニ ー ズ に あ わ せ て 読

め る こ と が 特 徴 で あ ろ う 。 約 10 年 先 を 見 据 え

た 環 境 ビ ジ ョ ン 及 び グ リ ー ン プ ラ ン 2010 を 、

松 下 電 器 グ ル ー プ 全 体 で 推 進 し て い る 。 経 営

の 理 念 で 会 社 の 事 業 と 社 会 と の か か わ り を は

っ き り 認 識 し て お り 、 そ れ を 実 践 し て い る こ

と が 理 解 で き る 報 告 書 で あ っ た 。 ナ チ ュ ラ

ル ・ ス テ ッ プ の 第 ３ 者 意 見 書 を つ け て い る 点

も 画 期 的 で あ る 。 事 業 と 社 会 の か か わ り の コ

ン セ プ ト が 明 確 で 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 お 客

様 と の か か わ り 、 人 事 の 考 え 方 や 人 事 制 度 、

及 び 安 全 ・ 衛 生 ・ 健 康 の 記 載 内 容 も 充 実 し て

い た 。 

次 は 、 グ リ ー ン ・ リ ポ ー テ ィ ン グ ・ フ ォ ー

ラ ム と 東 洋 経 済 新 報 社 が 共 催 し て い る グ リ ー

ン ・ リ ポ ー テ ィ ン グ ・ ア ワ ー ド (6) で あ る 。 こ

の 表 彰 制 度 は 日 本 に お け る 企 業 の 環 境 情 報 開

示 に 対 す る 認 識 を 高 め 、 質 量 と も に 向 上 す る

こ と を 願 っ て 平 成 10 年 に 創 設 さ れ た 。 こ の 制

度 に つ い て も 審 査 基 準 か ら 触 れ て い き た い 。

環 境 情 報 お よ び 環 境 保 全 活 動 に 関 す る 企 業 姿

勢 が 示 さ れ て い る こ と 、 環 境 報 告 書 と し て の

構 成 が 体 系 的 で 、 か つ 各 項 目 の 関 係 お よ び 重

要 度 が 明 確 で あ る こ と 、 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス

情 報 を 、 本 業 と の 関 わ り に お い て 包 括 的 か つ

明 瞭 な 形 で 開 示 し て い る こ と 、 環 境 パ フ ォ ー

マ ン ス に 対 す る 企 業 自 身 の 評 価 や 説 明 が 加 え

ら れ て い る こ と 、 情 報 の 信 頼 性 お よ び コ ミ ュ

                                                 
(6) http://info.toyokeizai.co.jp/award/kankyo/k_06/  



ニ ケ ー シ ョ ン 確 保 の た め に 努 力 し て い る こ と

と な っ て い る 。 平 成 15 年 の 第 ６ 回 受 賞 企 業 で

あ る が 、 最 優 秀 賞 は こ こ で も 必 要 な 項 目 を 全

て 網 羅 し た 「 完 成 度 の 高 さ 」 、 「 分 か り や す

さ 」 が 評 価 さ れ 松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 で あ っ

た 。 次 い で 、 優 秀 賞 に は 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 」 を 追 及 し た 「 独 自 性 」 に よ り ア サ ヒ ビ ー

ル グ ル ー プ と 実 績 デ ー タ を 経 年 変 化 で 掲 出 す

る 「 分 か り や す さ 」 に よ り ト ヨ タ 自 動 車 が 選

ば れ た 。 ち な み に 、 過 去 の 最 優 秀 賞 は 第 １ 回

（ ９ ８ 年 ） ： 日 本 IBM 、 第 ２ 回 （ ９ ９ 年 ） ：

ト ヨ タ 、 第 ３ 回 （ ０ ０ 年 ） ： リ コ ー グ ル ー

プ 、 第 ４ 回 （ ０ １ 年 ） ： セ イ コ ー エ プ ソ ン 第

５ 回 （ ０ ２ 年 ） ： 西 友 と な っ て い る 。 

次 に 、 海 外 の 表 彰 制 度 で あ る が 、 こ こ で は

欧 州 環 境 報 告 書 大 賞 を 紹 介 し た い (7) 。 設 立 は

1997 年 。 イ ギ リ ス 、 デ ン マ ー ク 、 オ ラ ン ダ の

会 計 士 協 会 が 出 資 し 、 環 境 報 告 書 の 存 在 を 広

め 、 質 の 向 上 を 図 る た め に 表 彰 制 度 を 開 始 し

た 。 現 在 、 欧 州 15 カ 国 の 会 計 士 団 体 が 参 加

し 、 ス ポ ン サ ー と な っ て い る 。 そ れ ぞ れ の 団

体 が 応 募 さ れ た 自 国 の 環 境 報 告 書 か ら 優 秀 な

も の を 選 出 す る 形 式 で 、 評 価 項 目 は コ ン テ ン

ツ が 50 ％ 、 報 告 原 則 が 50 ％ で あ る 。 こ れ ら の

項 目 は 増 加 す る 持 続 可 能 性 報 告 書 に 対 応 す る

べ く 、 環 境 面 以 外 の 項 目 を 増 強 し 、GRI の 持 続

可 能 性 ガ イ ド ラ イ ン の 内 容 を 反 映 し た 形 に 改

訂 さ れ た 。 コ ン テ ン ツ 部 門 で は 、 最 高 責 任 者

                                                 
(7) 国 部 ・ 角 田 [13] ２ ０ ペ ー ジ  



の 緒 言 （ ５ ％ ） 、 報 告 方 針 、 検 証 方 針 （ ５

％ ） 、 会 社 概 要 （ ５ ％ ） 、 ハ イ ラ イ ト と 主 要

指 標 （ ５ ％ ） 、 ビ ジ ョ ン と 戦 略 （ ５ ％ ） 、 方

針 、 組 織 、 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 、 ス テ ー ク

ホ ル ダ ー と の 関 係 （ 10 ％ ） 、 パ フ ォ ー マ ン ス

（ 15 ％ ） と な っ て お り 、 報 告 原 則 部 門 で は 、

情 報 の 適 切 性 （ ５ ％ ） 、 信 頼 性 （ ５ ％ ） 、 明

瞭 性 （ ５ ％ ） 、 比 較 可 能 性 （ ５ ％ ） 、 適 時 性

（ ５ ％ ） 、 網 羅 性 （ ５ ％ ） 、 検 証 可 能 性

（ 10 ％ ） 、 総 合 評 価 （ 10 ％ ） と な っ て い る 。

2002 年 度 の 受 賞 企 業 を ３ つ ほ ど 挙 げ て お き た

い (8) 。 

・ ノ ボ ･ ノ ル デ ィ ス ク （ Novo Nordisk ） ： 経 済 、

環 境 、 社 会 面 の 報 告 要 素 の バ ラ ン ス に お い

て 、 手 本 と な る 優 れ た 報 告 書 。 

・ ス カ ン ジ ナ ビ ア 航 空 （ SAS ） ： 企 業 の 全 体

像 が と ら え や す く 、 ネ ガ テ ィ ブ 情 報 も 正 直 に

報 告 。 競 合 他 社 と の 比 較 も 自 主 的 に 行 っ て い

る 。 

・ バ ル チ ラ （ Wartsila ） ： フ ィ ン ラ ン ド の 造

船 ・ プ ラ ン ト 会 社 。GRI に 沿 っ て 持 続 可 能 性 の

全 要 素 の 報 告 を 試 み て い る 。 

こ の 中 で も 1997 年 か ら 常 に 受 賞 し て い る ノ

ボ ・ ノ ル デ ィ ス ク 社 の 環 境 報 告 書 に 注 目 し て

お く 。 デ ン マ ー ク に 本 拠 を 置 き 、 日 本 を 含 む

世 界 61 ヶ 国 に 子 会 社 を 持 つ 、 従 業 員 約 14,000 人

の 医 薬 品 メ ー カ ー で あ る 。 評 価 点 の 一 つ に は

「 誠 実 性 に 関 す る 絶 対 的 な 誓 約 」 が あ る 。 ネ

                                                 
(8) http://www.ecology.or.jp/member/susbiz0206.html  



ガ テ ィ ブ 情 報 が ５ ペ ー ジ に 渡 っ て 記 載 さ れ 、

事 業 所 ご と の 違 反 件 数 も 明 記 さ れ て い る 。 さ

ら に は 、 流 出 事 故 件 数 、 近 隣 か ら の 苦 情 件 数

の 表 や 是 正 処 置 の 内 容 も あ り 、 全 社 レ ベ ル 、

各 事 業 所 レ ベ ル の 両 方 の 情 報 を カ バ ー し て い

る 点 も 評 価 さ れ た 。 末 尾 に 事 業 所 ご と の 過 去

３ 年 分 の デ ー タ を 付 け て い る 。 第 三 者 審 査 で

は 、 複 数 の 外 部 機 関 か ら 審 査 を 受 け る 。 ま

た 、 読 者 が 感 想 を 記 入 し て フ ァ ッ ク ス す る ペ

ー ジ も 設 け 、 「 双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 」 を 推 進 し て い る 。 

（ ２ ）  環 境 格 付 け  

近 年 に お け る 企 業 の グ ロ ー バ ル 化 と こ れ に

伴 う 国 境 を 越 え た 投 資 機 会 の 拡 大 に よ っ て エ

コ フ ァ ン ド が 伸 張 し て お り 、 環 境 格 付 け は エ

コ フ ァ ン ド へ の 導 入 指 標 と し て 機 能 し て い

る 。 ま た 、 環 境 感 度 の 高 い 企 業 を 中 心 に 、 取

引 先 か ら の 資 材 調 達 時 の 環 境 配 慮 を 判 断 材 料

と す る 、 い わ ゆ る グ リ ー ン 調 達 時 の 指 標 と し

て の 導 入 や 、 消 費 者 や 地 域 社 会 が 企 業 の 環 境

汚 染 物 質 の 排 出 状 況 を 把 握 し た り 、 グ リ ー ン

購 入 の 判 断 材 料 と し て 格 付 け を 利 用 す る ケ ー

ス が 増 え て い る 。 

そ れ で は 、 ま ず 、 国 内 の 環 境 格 付 け に つ い

て 見 て い く 。 株 式 会 社 ト ー マ ツ 審 査 評 価 機 構  

の 環 境 格 付 け で あ る が (9) 、 環 境 格 付 け 規 準 お

よ び 詳 細 格 付 け 結 果 公 表 は 国 内 で は こ こ だ け

で あ る 。 2002 年 ９ 月 に サ ス テ ィ ナ ビ リ テ ィ ー

                                                 
(9) http://www.teco.tohmatsu.co.jp/lank.html  



ス コ ア カ ー ド を 発 表 し て い る が 、 今 後 持 続 可

能 性 報 告 書 を 出 す 企 業 が 多 く な れ ば 、 環 境 格

付 け を 拡 張 し た 、 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 格 付 け の

発 表 も 検 討 し て い る 。 ス コ ア カ ー ド は 、 ６ つ

の 大 項 目 と 、 30 の 小 項 目 か ら な る 。 特 に 、 報

告 書 を 発 行 す る 企 業 が 、 読 者 と ど の 程 度 有 効

な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 っ て い る か を 評 価

の 重 点 に 置 い て い る 。GRI に 準 拠 し て い る た め

国 際 的 な ガ イ ド ラ イ ン の 日 本 定 着 に 役 立 つ の

で は な い だ ろ う か 。 評 価 の 基 準 で あ る が 、 Ⅰ

有 効 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 Ⅱ 妥 当 性 の 特

性 、 Ⅲ コ ミ ッ ト メ ン ト の 表 明 と マ ネ ジ メ ン ト

特 性 の 明 示 、 Ⅳ 持 続 可 能 な 発 展 を め ぐ る 課 題

と の 取 り 組 み 、 Ⅴ パ フ ォ ー マ ン ス の 定 量 化 、

Ⅵ 信 頼 性 の 実 現 の ６ つ で あ る 。 2002 年 度 の 環

境 格 付 け よ り 環 境 格 付 け 項 目 と し て は 、 環 境

報 告 書 の 発 行 、 ス コ ア カ ー ド 、 取 り 組 み 範

囲 、 温 室 効 果 ガ ス 削 減 、 土 壌 汚 染 へ の 取 り 組

み 、 取 り 組 み 内 容 の 信 頼 性 ・ 透 明 性 、 ISO14001

認 証 取 得 で あ る 。 2002 年 度 の 総 合 評 価 と し て

AAA が 与 え ら れ て い る 企 業 を 以 下 に 挙 げ て お

い た 。 

  ト ヨ タ 、 リ コ ー 、 ソ ニ ー 、 富 士 ゼ ロ ッ ク

ス 、 松 下 、 東 京 ガ ス 、 凸 版 印 刷 、 積 水 化

学 、 コ ク ヨ 、 富 士 フ ィ ル ム 、 豊 田 自 動 織

機 、 キ リ ン 、 大 日 本 印 刷 、 富 士 通 、 日 本

電 気 、 サ ン ト リ ー  

 次 に 、 海 外 の 環 境 格 付 け で あ る 。 現 在 、 米

国 、 欧 州 、 日 本 の 1200 社 以 上 の 格 付 け を 行

い 、 米 国 、 欧 州 の 金 融 機 関 、 Fortune100 等 の 企 業



に 対 し て 情 報 提 供 を 行 っ て い る イ ノ ベ ス ト 社

は 有 名 だ (10) 。 特 徴 は 、 米 国 、 欧 州 、 日 本 の 企

業 を 産 業 別 に 同 一 基 準 で 評 価 す る 点 で あ る 。

様 々 な 環 境 問 題 に 対 し て 業 界 毎 の 特 色 を 考 慮

し て 格 付 け を 行 っ て い る た め 、 各 企 業 の 業 界

内 に お け る 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス の ラ ン キ ン グ

が 把 握 で き る 。 ま た 、 日 本 企 業 の 環 境 へ の 取

り 組 み に 対 し て 、 同 じ 産 業 に 属 す る 米 国 、 欧

州 企 業 と の 比 較 が 容 易 に で き 、 グ ロ ー バ ル な

視 点 で の 位 置 付 け を 把 握 す る こ と が で き る 点

も 重 要 で あ る 。 ［ １ ］ 環 境 戦 略 ・ 体 制 ［ ２ ］

産 業 別 環 境 リ ス ク ［ ３ ］ 環 境 ビ ジ ネ ス ・ 利 潤

機 会 の ３ つ の 視 点 か ら 約 60 項 目 に 関 し て 各 企

業 か ら の 情 報 収 集 を 行 い 、 全 60 項 目 の 評 価 点

を 集 計 し て 業 界 内 に お け る 相 対 評 価 と し て

AAA-CCC ま で の ７ 段 階 評 価 で 表 わ し て い る 。 

 も う 一 つ 挙 げ る と す れ ば 、 サ ス テ ィ ナ ビ リ

テ ィ 社 、 UNEP の 環 境 格 付 け で あ る (11) 。 1993 年

よ り 「 Engaging Stakeholders 」 を 実 施 し 、 2002 年 よ り

「 Trust Us 」 が 開 始 さ れ た 。 世 界 中 の 報 告 書 の

中 か ら 100 社 が ス ク リ ー ニ ン グ さ れ 、 そ の 中 の

50 社 に 対 し て 詳 細 な ベ ン チ マ ー ク を 示 し て い

る 。 上 位 は ヨ ー ロ ッ パ 企 業 が 独 占 し て い る

が 、 日 本 企 業 で は 17 位 に リ コ ー 、 18 位 に キ リ

ン ビ ー ル が ラ ン ク イ ン し て い る 。 調 査 に よ れ

ば ６ 割 が GRI の ガ イ ド ラ イ ン を ベ ー ス に し て い

た 。 ま た 、 ペ ー ジ 数 が 大 幅 に 増 加 し 、 平 均 ペ

                                                 
(10) http://www.innovestgroup.com  
(11) http://www.ecology.or.jp/member/susbiz/0301.html  



ー ジ 数 は 86 ペ ー ジ と な っ て い る 。 

格 付 け の 今 後 の 課 題 を こ こ で 考 え て み る 。 

ま ず 、 客 観 的 な 定 量 デ ー タ に 基 づ く 評 価 基 準

や 手 法 が 未 だ 不 十 分 で 定 性 的 評 価 の 域 を 脱 し

き れ て い な い と 思 う 。 こ れ ま で の 各 種 格 付 け

で は エ レ ク ト ロ ニ ク ス 、 自 動 車 な ど の 組 み 立

て 関 連 メ ー カ ー が 上 位 に ラ ン ク さ れ 、 化 学 品

な ど 原 材 料 メ ー カ ー の 評 価 は 必 ず し も 高 く な

い な ど 、 評 価 基 準 が 組 み 立 て メ ー カ ー に 有 利

に な っ て い る 。 原 料 グ ル ー プ は 存 在 自 体 で 環

境 に ダ メ ー ジ が 与 え ら れ て し ま う た め 、 産 業

別 の 評 価 ・ 格 付 け が 求 め ら れ る 。 も う 一 つ 、

格 付 け を 実 施 す る 側 と 評 価 を 受 け る 側 の 両 者

の み な ら ず 、 消 費 者 や 地 域 社 会 と い っ た 様 々

な ス テ ー ク ホ ル ダ ー に お い て も 理 解 と 支 持 を

得 ら れ る 公 平 か つ 公 正 な 評 価 基 準 と 評 価 手 法

の 確 立 が 必 要 で は な い か と 思 う 。 

 な お 、 環 境 省 の 調 査 (12) に よ れ ば 、 環 境 格 付

け は 「 必 要 」 と 回 答 し た 企 業 の 割 合 は 62.6 ％

と な っ て お り 、 「 諸 外 国 で は 環 境 面 等 で の 企

業 選 別 が 行 わ れ て い る の で 日 本 で も 必 要 」 、

「 企 業 ブ ラ ン ド が 確 立 し う る の で 必 要 」 と 考

え て い る 企 業 の 割 合 も 高 い 。 

（ ３ ）  環 境 NGO ・ NPO  

ま ず 、 最 初 に NGO ・ NPO と は 何 か に つ い て

定 義 す る と NGO （ Non-governmental Organization ） は 、

非 政 府 組 織 を 意 味 し 、 国 連 憲 章 71 条 の 中 で 使

わ れ て い る 用 語 が も と で あ る 。 一 方 、 NPO

                                                 
(12) http://www.env.go.jp/policy/j-hiroba/kigyo/index.html  



（ Non-profit Organization ） は 、 活 動 を 通 じ て 得 た 利

益 を 関 係 者 に 分 配 し な い と こ ろ に 特 色 が あ

る 。 即 ち 、 収 益 事 業 で 得 た 利 益 を 社 会 還 元 事

業 の た め に 使 う 団 体 で あ る 。 

そ れ で は 、 環 境 の 分 野 で こ の 様 な 組 織 、 特

に NGO が 注 目 さ れ る よ う に な っ た の は 何 故 だ

ろ う 。 NGO は そ れ ぞ れ の 分 野 に お け る 専 門 性

や 行 動 力 を 生 か し 環 境 を 改 善 す る た め の さ ま

ざ ま な 実 践 活 動 を 行 っ て お り 、 さ ら に 具 体 的

な 政 策 提 言 を し て 政 府 に 対 し て そ の 実 現 を 働

き か け た り 、 国 際 的 に も ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成

し 、 国 益 を 超 え た 立 場 か ら 地 球 環 境 問 題 に 対

す る 国 際 交 渉 に 影 響 を 与 え る ま で に 至 っ て い

る 。 特 に 、 最 近 の 国 連 主 催 の 地 球 的 問 題 に 関

す る 国 際 会 議 に お い て は 、 政 府 間 の 会 議 と 平

行 し て NGO も 独 自 の 会 議 を 開 催 し 、 問 題 ご と

に 焦 点 を 合 わ せ て 行 動 を と っ て い る 。 環 境

NGO は 、 地 球 規 模 と い う 空 間 広 が り と 将 来 世

代 へ の 影 響 と い う 時 間 的 広 が り を 持 つ 環 境 問

題 に つ い て 、 専 門 性 を 持 ち つ つ し か も 特 定 の

利 害 に 拘 束 さ れ る こ と な く 、 地 球 全 体 の 利 益

の 立 場 か ら 、 ま た 、 将 来 世 代 を 代 弁 す る 立 場

か ら 発 言 し 行 動 で き る の だ 。 そ れ に よ っ て こ

れ ま で の 地 域 や 国 家 を 超 え た 協 力 関 係 を 構 築

し 、 連 携 を 深 め る こ と に よ っ て 影 響 力 を 強

め 、 国 際 舞 台 で も そ の 役 割 が 積 極 的 に 認 め ら

れ る に 至 っ て い る (13) 。 環 境 NGO 総 覧 に よ れ ば

日 本 に は 民 間 団 体 で 約 4500 団 体 が 存 在 し て い

                                                 
(13) 内 藤 ・ 加 藤 [16] １ ５ ２ ペ ー ジ  



る 。 こ こ で は 、 世 界 的 に 有 名 な 団 体 を 取 り 上

げ て み る (14) 。 

＜ The Natural Step ＞  

ス ウ ェ ー デ ン の 小 児 癌 の 専 門 医 で あ っ た カ

ー ル ・ ヘ ン リ ク = ロ ベ ー ル 博 士 の 提 唱 に よ っ

て 1989 年 に 発 足 し 、 現 在 ９ カ 国 に 拠 点 を 置 く

国 際 的 環 境 NPO 。 「 持 続 可 能 な 社 会 が 満 た す

べ き ４ つ の シ ス テ ム 条 件 」 に よ っ て 、 企 業 、

自 治 体 、 個 人 が サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ を 目 指 す

た め の サ ポ ー ト を し て い る 。 ま た 、 多 業 種 に

わ た る 大 企 業 の コ ン サ ル テ ィ ン グ を 手 が け る

他 、 企 業 が サ ス テ イ ナ ブ ル に な る た め の ツ ー

ル を 開 発 す る 。 設 立 当 時 、 50 人 の 科 学 者 が 協

力 し 、 ス ウ ェ ー デ ン 国 王 が 後 援 者 と な り 、 大

企 業 が ス ポ ン サ ー と な っ て 環 境 冊 子 と テ ー プ

を 国 内 の 全 家 庭 と 学 校 に 送 付 す る と い う 偉 業

を な し と げ た 。 

＜ World Wild Fund for Nature (WWF) ＞  

パ ン ダ の マ ー ク で お な じ み の 世 界 最 大 の 自

然 保 護 団 体 で あ る 。 も と も と は 名 前 の 通 り 野

生 動 物 の 保 護 を 目 的 と し て 設 立 さ れ た 団 体 で

あ っ た が 、 現 在 で は 気 候 変 動 問 題 な ど に 関 し

て も キ ャ ン ペ ー ン を 繰 り 広 げ て い る 。 

＜ Sierra Club ＞  

1892 年 に 設 立 さ れ た ア メ リ カ の 自 然 保 護 団

体 の 草 分 け 的 存 在 。 サ ン フ ラ ン シ ス コ に 本 部

が あ る 。 

＜ GRI ＞  
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 前 章 で 取 り 上 げ た た め 、 こ こ で は 省 略 。 

＜ 環 境 報 告 書 ネ ッ ト ワ ー ク ＞  

1998 年 に 環 境 報 告 書 の 普 及 と 質 の 向 上 を 目

的 に 、 環 境 報 告 書 等 を 通 じ た 環 境 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 事 業 者 、

NGO 、 学 識 者 な ど に よ っ て 設 立 。 

そ の 他 に Greenpeace International 、 Corp Watch な ど の 団

体 も 有 名 で あ る 。 

NGO ・ NPO の 利 点 、 特 徴 は 何 で あ ろ う 。 一 つ

は 、 待 っ て は く れ な い 環 境 問 題 と 縦 割 り 行 政

の 限 界 で は な い だ ろ う か 。 エ ネ ル ギ ー は 通 産

省 、 交 通 関 係 は 運 輸 省 ・ 建 設 省 な ど の 不 便 を

解 消 で き る 。 さ ら に は 、 幅 広 い 情 報 に 基 づ く

建 設 的 な 提 案 や 調 整 能 力 、 長 期 的 な 視 点 で 各

界 に 働 き か け ら れ る 立 場 な ど も 大 き な 役 割 で

は な い だ ろ う か 。 

 

第 ３ 節  環 境 報 告 書 の 分 析  

（ １ ）  環 境 報 告 書 の 統 計 ・ 分 析  

実 際 の 環 境 報 告 書 の 現 状 を 把 握 す る と い う

意 味 で 、 各 社 の 報 告 書 を 調 査 し て み た 。 以 下

に 、 対 象 企 業 と 分 析 し た 項 目 を 挙 げ る 。 

○ 対 象 企 業 ： 第 ６ 回 環 境 レ ポ ー ト 大 賞 、 第 ６

回 グ リ ー ン レ ポ ー テ ィ ン グ ア ワ ォ ー ド 、 環 境

格 付 け （ 総 合 A 以 上 ） に お い て 名 前 の 挙 が っ

て い た 企 業 30 社 （ ＝ 松 下 電 器 、 三 菱 商 事 、 大

阪 ガ ス 、 積 水 化 学 、 大 成 建 設 、 大 日 本 印 刷 、

NEC 、 竹 中 工 務 店 、 中 部 電 力 、 コ ク ヨ 、 リ コ

ー 、 日 産 自 動 車 、 ア サ ヒ ビ ー ル 、 富 士 ゼ ロ ッ

ク ス 、 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 、 セ イ コ ー エ プ ソ



ン 、 キ ャ ノ ン 、 サ ン ト リ ー 、 西 友 、 ソ ニ ー 、

凸 版 印 刷 、 シ ャ ー プ 、 フ ァ ミ リ ー マ ー ト 、 日

本 IBM 、 キ リ ン ビ ー ル 、 ト ヨ タ 、 INAX 、 東 京

ガ ス 、 富 士 フ ィ ル ム 、 富 士 通 ） ⇒ 各 社 の 報 告

書 と ホ ー ム ペ ー ジ を 参 考 に し た 。 

○ 分 析 項 目  

・ 報 告 書 の 名 称 （ 環 境 報 告 書 で あ る か サ ス テ

ィ ナ ビ リ テ ィ レ ポ ー ト で あ る か ） 

８ 社 が 依 然 「 環 境 報 告 書 」 で あ っ た の に 対

し 、 残 り の 企 業 は 「 Sustainability Report 」 、 「 環

境 ・ 社 会 報 告 書 」 な ど 、 持 続 可 能 性 と い う も

の を 名 称 に 盛 り 込 ん で い た 。 

・ 報 告 書 の 媒 体 （ 冊 子 で あ る か Web 上 で あ る

か ） 

６ 社 だ け が Web で の み 情 報 を 開 示 。 残 り の 企

業 は 冊 子 、 Web 上 両 方 で 開 示 。 ま た 、 ダ イ ジ

ェ ス ト 版 や CD-ROM を 作 成 し て い る 企 業 も 半 数

近 く に 及 ん だ 。 

・ ガ イ ド ラ イ ン  

GRI 、 環 境 省 、 経 済 産 業 省 い ず れ か の ガ イ ド ラ

イ ン を 利 用 。 中 で も GRI の ガ イ ド ラ イ ン を 利 用

し て い る 企 業 は 20 社 。 環 境 省 は 13 社 。 大 企

業 、 国 際 的 企 業 で あ る ほ ど グ ロ ー バ ル ス タ ン

ダ ー ド に 従 う 傾 向 が 目 に 付 い た 。 ３ つ を 併 用

し て い る 企 業 も あ っ た 。 

・ 第 三 者 審 査  

環 境 省 の 「 環 境 報 告 の 促 進 方 策 に 関 す る 検 討

会 」 に よ れ ば (15) 、 第 三 者 審 査 の タ イ プ と し て
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は 、 （ １ ） 評 価 ・ 勧 告 タ イ プ と （ ２ ） 審 査 タ

イ プ が あ る 。 今 回 の 調 査 で は 前 者 の 方 が 目 立

っ た 。 ま た 、 環 境 監 査 機 関 、 NGO ・ NPO 、 消

費 者 団 体 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー に よ る ア ン ケ ー

ト な ど 審 査 も 多 様 な 団 体 に よ る 。 監 査 法 人 が

最 も 多 か っ た が 、 ２ つ 、 ３ つ … 多 く の 団 体 か

ら の レ ビ ュ ー を 載 せ て い る 企 業 や 、 逆 に 、 現

状 で は レ ビ ュ ー に よ っ て 信 頼 を 得 る こ と が で

き る 段 階 で は な い と し て 、 依 然 採 用 を 見 送 っ

て い る 企 業 も あ っ た 。 

こ こ で 、 改 め て 第 三 者 審 査 に つ い て 触 れ て

お き た い 。 環 境 報 告 書 は 企 業 が 任 意 で 作 成 す

る も の で あ る が 、 最 近 そ の 内 容 に つ い て 信 頼

性 を 付 与 す る た め に 第 三 者 が 審 査 を す る ケ ー

ス が 増 え て い る 。 も ち ろ ん 、 第 三 者 審 査 の 実

施 も 企 業 の 任 意 に よ る も の で あ る が 、 対 外 的

に 信 頼 性 の 高 い 報 告 書 を 作 成 す る ニ ー ズ が 高

ま り 、 こ の よ う な 動 き に つ な が っ て い る と 考

え ら れ る 。 環 境 報 告 書 の 第 三 者 審 査 に は 、 環

境 報 告 書 の 記 載 内 容 （ 情 報 ） の 信 頼 性 に つ い

て 審 査 し 審 査 報 告 を す る も の や 、 環 境 パ フ ォ

ー マ ン ス の 評 価 や 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム

の 有 効 性 に つ い て 第 三 者 が 意 見 を 表 明 す る も

の が あ る 。 審 査 実 施 機 関 は お も に 監 査 法 人 や

監 査 法 人 系 の コ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 で 、 企 業

の 環 境 報 告 書 を 審 査 し 、 そ の 結 果 を 報 告 し て

い る 。 監 査 法 人 が 審 査 に お い て 優 れ て い る の

は 、 会 計 監 査 で 培 っ た 審 査 の ノ ウ ハ ウ を 持 っ

て い る か ら だ 。 た だ 単 に 、 既 に 作 成 済 み の 環

境 報 告 書 を 分 析 す る の み な ら ず 、 環 境 報 告 書



の 原 始 デ ー タ ま で さ か の ぼ っ た 審 査 が 行 な わ

れ る 。 こ の よ う な こ と が 、 監 査 法 人 の 審 査 報

告 を 信 頼 性 の 高 い も の に し て い る 。  

・ マ イ ナ ス デ ー タ  

は っ き り と 確 認 す る こ と は 難 し い が 、 約 20 社

に マ イ ナ ス デ ー タ の 掲 載 を 見 る こ と が で き

た 。 

 今 年 度 か ら 名 称 と と も に 内 容 を 変 更 し た と

い う 企 業 が 多 く 、 「 環 境 報 告 書 」 か ら 「 サ ス

テ ィ ナ ビ リ テ ィ ・ レ ポ ー ト 」 へ の 過 渡 期 と 言

え る の で は な い だ ろ う か 。 内 容 の 増 加 と と も

に 情 報 の 取 捨 選 択 、 読 み 手 の 分 か り や す さ へ

の 追 及 が う か が え た 。 媒 体 に し て も 開 示 の 仕

方 に 工 夫 が 見 ら れ た 。 

（ ２ ）  業 界 別 の 分 析 (16)  

異 業 種 間 の 比 較 の 難 し さ を 考 慮 し 、 業 界 ご

と に 分 析 し て み た 。 業 界 の 特 徴 も 述 べ て お い

た 。  

ⅰ ． 電 気 機 械 業 界  

○ 対 象 企 業 ： NEC 、 松 下 電 器 、 キ ャ ノ ン  

○ 業 界 の 環 境 負 荷 ： エ ネ ル ギ ー の 消 費 に 伴 い

NOx ・ SOx ・CO ２ や 、 金 属 く ず ・ 廃 プ ラ ス チ

ッ ク ・ 廃 油 な ど の 廃 棄 物 が 排 出 さ れ る 。 製 品

使 用 段 階 の 環 境 負 担 と し て 、 待 機 中 の 電 力 消

費 。  

○ 環 境 対 策 ： リ サ イ ク ル 、 リ サ イ ク ル 可 能 な

原 材 料 の 利 用 、 製 品 の 使 用 エ ネ ル ギ ー の 削

                                                 
(16) 監 査 法 人 ト ー マ ツ [10] を 参 考 に 、 各 社 の 報
告 書 ホ ー ム ペ ー ジ か ら 自 分 で 考 察 を 試 み た 。  



減 、 オ ゾ ン 層 破 壊 物 質 対 策 、 環 境 監 査 な ど  

○ 環 境 事 業 ： 環 境 関 連 の 市 場 に 進 出 し て い る

企 業 も あ る 。  

・ NEC 『 環 境 ア ニ ュ ア ル レ ポ ー ト 』 ⇒ 報 告 書

全 体 と し て は 、 グ ラ フ や 写 真 の 他 に 、 図 示 に

よ っ て 理 解 度 が よ り 高 め ら れ て い る 。 ま た 、

NPO と の 共 同 の 報 告 書 づ く り に よ っ て 、 信 頼

度 が 高 ま っ て い る だ け で な く 、 社 外 の 様 々 な

ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 意 見 が 環 境 経 営 に 活 か さ

れ て い る こ と が う か が え る 。 海 外 の 生 産 拠 点

に お け る 環 境 報 告 の 充 実 が 必 要 で は な い だ ろ

う か 。 NPO マ ー ク は 読 み や す い 。  

・ 松 下 『 環 境 経 営 報 告 書 』 ⇒ 内 容 は 盛 り だ く

さ ん だ が 読 み や す い 。 全 体 像 も 分 か り や す い

し 、 個 別 の デ ー タ も 開 示 し て い て 、 ニ ー ズ に

合 わ せ て 読 め る の で は な い だ ろ う か 。 約 10 年

先 を 見 据 え た 環 境 ビ ジ ョ ン 及 び グ リ ー ン プ ラ

ン 2010 を 、 松 下 電 器 グ ル ー プ 全 体 で 推 進 。 ナ

チ ュ ラ ル ス テ ッ プ の 第 三 者 意 見 書 を つ け て い

る 。 事 業 と 社 会 の か か わ り の コ ン セ プ ト が 明

確 で 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 お 客 様 と の か か わ

り 、 人 事 の 考 え 方 や 人 事 制 度 、 及 び 安 全 ・ 衛

生 ・ 健 康 の 記 載 内 容 も 充 実 。  

・ キ ャ ノ ン 『 サ ス テ ィ ナ ビ リ テ ィ 報 告 書 』 ⇒

共 生 の 理 念 を 具 現 化 。 対 策 の 柱 が 省 資 源 と い

う 考 え 方 に 統 一 さ れ て い て 分 か り や す い 。 人

事 制 度 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 、 高 齢 者 及 び

障 害 の あ る ユ ー ザ ー へ の 取 り 組 み の 記 載 が 充

実 。 ま た 、 マ イ ナ ス デ ー タ も 多 く 記 載 。  

※ こ の 業 界 で は 、 環 境 へ の 負 荷 が 大 き い こ と



も あ り 、 既 に 多 く の 企 業 で 報 告 書 が 発 行 さ れ

て い る 。 ま た 、 そ の 他 の 環 境 へ の 先 進 的 な 取

り 組 み も 特 徴 で あ る 。 世 界 的 な 大 企 業 が 多 く

環 境 の デ ー タ を グ ロ ー バ ル に 集 め る こ と は 、

手 間 も コ ス ト も か か り 大 変 な こ と だ が 制 度 を

高 め て い く こ と は 今 後 の 課 題 と 言 え る の で は

な い だ ろ う か 。 読 者 層 も 多 岐 に 渡 り 、 そ の 絞

り 込 み と 、 い か に 分 か り 易 く 伝 え る か に 各 社

と も 苦 労 し て い る 。  

ⅱ ． 自 動 車 業 界  

○ 対 象 企 業 ： ト ヨ タ 、 日 産 、 ホ ン ダ  

○ 業 界 の 環 境 負 荷 ： NOx ・ SOx ・CO ２ や 排 水

お よ び 廃 棄 物 の 排 出 。 輸 送 時 の 排 ガ ス や エ ネ

ル ギ ー 消 費 の 負 荷 が 高 く 梱 包 材 等 の 廃 棄 物 の

排 出 量 も 多 い 。  

○ 環 境 対 策 ： 排 気 ガ ス 規 制 、 低 公 害 製 品 の 新

規 開 発 、 特 定 フ ロ ン 対 策 、 リ サ イ ク ル シ ス テ

ム の 構 築 な ど  

○ 環 境 事 業 ： 環 境 整 備 に 使 用 す る 車 両 の 開 発

お よ び 製 造 な ど  

・ ト ヨ タ 『 Environmental ＆ Social Report 』 ⇒ 目 次 と

は 別 に 、 環 境 取 り 組 み ハ イ ラ イ ト が あ り 、 報

告 書 全 体 の 概 要 が 分 か る 。 用 語 や そ の 他 説 明

事 項 に つ い て 該 当 ペ ー ジ や URL が 示 さ れ て い

る 。 ク ル マ の ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 で 環 境 負 荷

物 質 低 減 に 向 け た 責 任 と 対 応 が 表 れ て い る 。

厚 さ に も か か わ ら ず 読 み や す く 、 グ ロ ー バ ル

な 環 境 デ ー タ も 記 載 。  

・ 日 産 『 環 境 ・ 社 会 報 告 書 』 ⇒ 報 告 書 の タ イ

ト ル を 改 め 、 持 続 可 能 性 報 告 を 目 指 し 、 幅 広



い 情 報 開 示 に 向 け 努 力 し て い る 。 ダ イ ジ ェ ス

ト 版 に は 、 各 工 場 の 環 境 レ ポ ー ト が １ 枚 あ り

よ く ま と ま っ て い る 。 会 社 の 環 境 へ の 取 り 組

み の 姿 勢 が 伝 わ っ て く る 報 告 書 と い う 印 象 を

受 け る 。  

・ ホ ン ダ 『 Honda Ecology 』 『 Honda 環 境 年 次 レ ポ

ー ト 』 ⇒ 3 年 ご と に 発 行 の 「 Honda Ecology 」 と

毎 年 発 行 の 「 環 境 年 次 レ ポ ー ト 」 が あ る 。 特

異 な 形 態 を と っ て い る た め 比 較 は 難 し い 。 内

容 自 体 は 国 内 外 の 事 業 所 の 詳 細 な デ ー タ 、 行

動 計 画 と 達 成 状 況 、 用 語 解 説 な ど 充 実 し て い

る 。 製 品 の ラ イ フ サ イ ク ル を 追 っ た 説 明 は 分

か り や す い 。 第 三 者 レ ビ ュ ー の 記 載 は な か っ

た 。  

※ 安 全 性 ・ リ サ イ ク ル 性 の 説 明 、 製 造 段 階 と

物 流 段 階 で の 環 境 負 荷 低 減 な ど 分 か り 易 く ま

と め ら れ て い た 。 グ ロ ー バ ル な 業 界 だ け に 海

外 の デ ー タ も 充 実 。 電 気 自 動 車 な ど 環 境 配 慮

製 品 の 開 発 に も 各 社 が 力 を 入 れ て い る 。  

ⅲ ． 電 機 ・ ガ ス 業 界  

○ 対 象 企 業 ： 大 阪 ガ ス 、 中 部 電 力 、 東 京 電 力  

○ 業 界 の 環 境 負 荷 ： 発 電 の プ ロ セ ス で NOx 等

の 発 生 。 火 力 発 電 で は 排 熱 が 捨 て ら れ る 。 ガ

ス の 場 合 は 製 造 段 階 よ り 使 用 段 階 で 負 荷 が 生

じ る 。 

○ 環 境 対 策 ： 排 ガ ス 対 策 、 発 電 効 率 、 新 技

術 、 原 子 力 発 電 、 環 境 ア セ ス メ ン ト な ど  

・ 大 阪 ガ ス 『 環 境 ・ 社 会 行 動 レ ポ ー ト 』 ⇒ 全

体 的 に わ か り や す い 構 成 。 報 告 の ポ イ ン ト が

明 確 で 、 会 社 の 姿 勢 が よ く 伝 わ っ て く る 報 告



書 で あ る 。 環 境 負 荷 の 把 握 に つ い て も 網 羅

的 。 中 長 期 目 標 、 目 標 達 成 状 況 、 今 後 の 方 向

性 が 記 載 さ れ 、 現 状 と 今 後 の 方 向 が 明 確 に な

っ て い る 。 第 三 者 意 見 と 対 応 に つ い て も 豊 富

な 記 載 が あ る 。 

・ 中 部 電 力 『 地 球 環 境 年 表 』 ⇒ エ コ レ ポ ー ト

（ ダ イ ジ ェ ス ト 版 ） の 発 行 は 分 か り や す い 。

環 境 問 題 へ の 取 り 組 み を ２ １ の 個 別 の 「 目

標 」 と し て 記 載 。 様 々 な ス テ ー ク ホ ル ダ ー の

声 を 社 外 評 価 と し て い る 。 明 確 な 数 値 目 標 と

実 績 も 記 さ れ て い る 。 

・ 東 京 電 力 『 環 境 行 動 レ ポ ー ト 』 ⇒ 企 業 倫 理

遵 守 な ど 原 子 力 不 祥 事 の 再 発 防 止 対 策 の 取 り

組 み 状 況 に つ い て 、 特 集 を 設 け 報 告 し て い

る 。 不 祥 事 の 概 要 ま で 明 確 に 記 載 し て い る 点

は 評 価 で き る 。 そ れ に 対 し て の 対 策 と 社 会 へ

の 約 束 も 記 載 。 報 告 書 自 体 は 環 境 保 全 へ の 取

り 組 み 実 績 を 中 心 と し つ つ 、 経 済 効 率 、 社 会

的 責 任 に 関 す る 取 り 組 み 実 績 に つ い て も あ わ

せ て 報 告 。 

※ 読 者 の 読 み や す さ に 配 慮 し て い る 。 目 標 と

そ れ に 対 す る 実 績 も し っ か り 記 載 。 第 三 者 レ  

ビ ュ ー も 多 く の 声 を 取 り 上 げ て い る の は 面 白

い 。 環 境 に 関 す る 事 故 は 、 非 常 に 大 き な 影 響

を 与 え る こ と が 予 想 さ れ る た め 、 各 社 と も 目

標 や 対 策 が 明 確 で あ る 。 

ⅳ ． 金 融 （ 保 険 ） 業 界  

○ 対 象 企 業 ： 損 保 ジ ャ パ ン 、 日 本 生 命 、 東 京

海 上  



○ 業 界 の 環 境 負 荷 ： 特 に は な い が 、

資 金 提 供 者 と し て の 役 割 ゆ え に 重 要

な 責 任 を 担 っ て い る 。  

○ 環 境 対 策 ： 再 生 紙 の 活 用 や 資 源 の リ サ イ ク

ル な ど  

○ 環 境 事 業 ： 環 境 コ ン サ ル テ ィ ン グ 、 環 境 保

全 基 金 、 環 境 フ ァ ン ド 、 環 境 汚 染 賠 償 責 任 保

険 …  

・ 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 『 社 会 ・ 環 境 レ ポ ー ト 』

⇒ 金 融 機 関 の 環 境 報 告 書 は ど う し て も 内 容 が

乏 し く な り が ち で あ る が 、 日 常 的 に 取 り 組 ん

で い る 本 業 で の 環 境 活 動 を 詳 し く 記 述 し て い

る 。 「 社 会 ・ 環 境 レ ポ ー ト 」 と し た た め 環 境

側 面 は や は り 少 な い 。 持 続 可 能 な 社 会 構 築 に

は 金 融 業 の 頑 張 り も 必 要 が あ り 、 取 り 組 み と

報 告 が う ま く ま わ り 、 相 乗 効 果 を 発 揮 す る こ

と が 期 待 さ れ る 。  

・ 日 本 生 命 ⇒ 環 境 報 告 書 の 発 行 は し て い な

い 。 ホ ー ム ペ ー ジ に 環 境 憲 章 、 環 境 負 荷 低 減

へ の 取 り 組 み が 記 載 。 （ ※ 朝 日 、 明 治 、 安 田

も 発 行 な し ） 

・ 東 京 海 上 『 環 境 報 告 書 』 ⇒ 地 球 環 境 保 護 の

促 進 を 経 営 方 針 の 一 つ に 掲 げ て い る 。 環 境 関

連 保 険 商 品 、 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー の 効 率 的 利 用

な ど 環 境 事 業 を 推 進 。 や は り 他 業 界 と は 記 載

内 容 は 異 な る が 、 分 か り 易 く 簡 潔 に ま と め ら

れ て い る 。  



※ 製 品 を 製 造 す る わ け で も な く 、 大 量 に エ ネ

ル ギ ー を 使 う わ け で も な い の で 環 境 報 告 書 を  

発 行 す る 企 業 は 極 端 に 少 な い 。 有 名 大 企 業 で

も 発 行 し て い な い 場 合 も あ る 。 HP 上 で も 社 会

貢 献 に 関 す る 活 動 の 記 載 に 留 ま っ て い る 。  

発 行 し て い る 企 業 は 主 に リ サ イ ク ル ・ 省 資 源

な ど を 取 り 上 げ て い た 。  

ⅴ ． 建 設 業 界  

○ 対 象 企 業 ： 大 成 建 設 、 竹 中 工 務 店  

○ 業 界 の 環 境 負 荷 ： 環 境 問 題 は 重 要 な 課 題 。

こ れ ま で は 、 生 活 の 利 便 性 の 向 上 、 産 業 の 効

率 性 の 追 求 を 主 体 と し た 建 設 活 動 で あ っ た た

め 、 資 源 や エ ネ ル ギ ー を 大 量 に 消 費 し 、 廃 棄

物 を 大 量 に 発 生 さ せ て い た 。 

○ 環 境 対 策 ： 外 部 へ の 提 案 、 環 境 ア セ ス メ ン

ト 、 省 資 源 、 廃 棄 物 対 策 な ど  

○ 環 境 事 業 ： 都 市 ・ 地 域 開 発 に お け る 環 境 ア

セ ス メ ン ト 、 省 資 源 の た め の 技 術 開 発  

と 設 備 建 設 な ど  

・ 大 成 建 設 『 環 境 報 告 書 』 ⇒ 建 設 業 が 環 境 に

与 え る 負 荷 を 認 識 し た 上 で そ れ に 対 応 し よ う

と す る 姿 勢 が 経 営 者 の コ メ ン ト を 初 め 随 所 に

見 ら れ る 。 ま た 環 境 へ の 取 り 組 み を 計 画 ・ 設

計 、 施 工 、 運 用 、 解 体 の プ ロ セ ス 別 に 図 解 す

る な ど 読 み 手 を 意 識 し わ か り や す く 説 明 し て

い る 点 は 評 価 で き る 。 さ ら に 、 環 境 報 告 書 の

改 善 の た め に ス テ ー ク ホ ル ダ ー ミ ー テ ィ ン グ

を 行 う な ど 情 報 の 受 信 側 の 意 見 を 反 映 さ せ た

環 境 報 告 書 づ く り を 行 っ て い る 点 も 評 価 で き

る 。 



・ 竹 中 工 務 店 『 e レ ポ ー ト 』 ⇒ 「 e レ ポ ー

ト 」 と し て ホ ー ム ペ ー ジ 上 で し か 閲 覧 す る こ

と が で き な い の た め 、 紙 面 で の 発 行 が 望 ま れ

る 。 社 会 の 持 続 的 発 展 を 意 識 し 、 環 境 配 慮 型

の 建 築 に 力 を 入 れ て い る 。 行 動 計 画 を も と に

そ の 結 果 と 達 成 度 、 評 価 を 記 載 し て い る 点 、

行 動 計 画 を さ ら に 推 し 進 め 、 自 社 の ガ イ ド ラ

イ ン を 策 定 し て い る 点 は 評 価 で き る 。 

※ 環 境 へ の 負 荷 ・ 影 響 を 明 確 に 記 載 し 、 設

計 ・ 施 工 な ど の プ ロ セ ス ご と の 環 境 へ の 配

慮 、 成 果 な ど が 分 か り 易 く ま と め ら れ て い

た 。 環 境 へ の 負 荷 は 大 き い と 考 え ら れ る が 、

発 行 企 業 数 は そ れ ほ ど 多 く は な く 、 い ま だ 、

持 続 可 能 性 報 告 書 と い う 形 に は な っ て い な

い 。 今 後 の 進 展 と 業 界 の 環 境 へ の 意 識 の 深 ま

り を 期 待 し た い 。 

ⅵ ． 商 社 業 界  

○ 対 象 企 業 ： 三 菱 商 事 、 三 井 物 産  

○ 業 界 の 環 境 負 荷 ： 商 品 ・ サ ー ビ ス が 多 岐 に

渡 り 、 環 境 に 関 す る 問 題 と も 多 面 的 な 関 係 を

も つ 。 様 々 な 商 品 が 間 接 的 に 環 境 負 荷 を 伴 う

こ と も あ り う る し 、 自 然 環 境 に 負 荷 を 与 え る

よ う な 事 業 開 発 も あ る 。 

○ 環 境 対 策 ： 環 境 保 護 の 観 点 を 経 営 に 、 植 林

な ど  

○ 環 境 事 業 ： 環 境 問 題 に つ い て の 規 制 強 化 は

ビ ジ ネ ス 機 会 拡 大 の チ ャ ン ス に な り 得 る 。 

・ 三 菱 商 事 『 サ ス テ ィ ナ ビ リ テ ィ ー ・ レ ポ ー

ト 』 ⇒ 明 確 な 環 境 保 全 へ の 認 識 と 責 任 に つ い

て の 経 営 者 の メ ッ セ ー ジ 。 持 続 可 能 性 と い う



企 業 に 課 せ ら れ て い る 課 題 と 、 そ の 重 要 な 要

素 に つ い て コ ン セ プ ト ・ 経 営 方 針 と の 関 係 ・

結 果 と し て の 多 面 的 な パ フ ォ ー マ ン ス を コ ン

パ ク ト に 紹 介 し て い て 分 か り や す い 。 し か

し 、 環 境 側 面 で 見 る と 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス 情

報 内 容 が 紙 ・ ご み ・ 電 気 で は 少 し さ び し い の

で は な い だ ろ う か 。 

・ 三 井 物 産 『 環 境 レ ポ ー ト 』 ⇒ HP 上 で し か 閲

覧 で き な い 。 社 会 貢 献 活 動 の 記 載 は あ る が 、

「 環 境 報 告 書 」 の 枠 に 留 ま っ て い る 。 グ ル ー

プ ご と の 環 境 負 荷 の 説 明 は 分 か り 易 い 。 環 境

事 業 が 個 別 に 報 告 さ れ て い る 。 目 標 に 対 す る

達 成 度 ・ 成 果 の 記 述 が 見 受 け ら れ な い 。 

※ グ ロ ー バ ル に 活 動 し て お り 、 事 業 範 囲 も 非

常 に 広 範 に 渡 る た め 、 報 告 書 に ま と め る 作 業

は な か な か 困 難 な よ う で あ る 。 

（ ３ ）  環 境 報 告 書 の 問 題 点  

 こ れ ま で の 分 析 等 か ら 現 状 に お け る 環 境 報

告 書 の 問 題 点 を こ こ で 整 理 し て お き た い (17) 。

① 企 業 が 独 自 に 採 用 し た 環 境 対 策 に か か る 費

用 と そ の 効 果 を 金 額 で 示 す 環 境 会 計 は 進 ん で

い る も の の 、 確 立 し た 会 計 基 準 は な く 、 環 境

対 策 ・ 環 境 へ の 貢 献 度 は 客 観 的 に 評 価 す る こ

と が で き な い 。 ② 環 境 報 告 書 に よ る 開 示 制 度

は 、 統 一 化 の 動 き は あ る が 、 内 容 ・ 基 準 が 不

統 一 で 企 業 間 の 比 較 ・ 評 価 が 容 易 で な い 。 ③

企 業 の マ イ ナ ス 評 価 に 結 び つ く よ う な ネ ガ テ

ィ ブ 情 報 に あ ま り 触 れ ら れ て い な い た め 、 環

                                                 
(17) 吉 川 [31] ９ ３ ペ ー ジ  



境 汚 染 事 故 の 発 生 に 起 因 す る 財 政 負 担 の 潜 在

的 危 険 性 な ど に つ い て 知 る 機 会 が な い 。 

 こ の 様 に 、 結 局 、 環 境 報 告 書 の 記 載 事 項

は 、 個 々 に は 違 い が あ る も の の 、 全 体 と し

て 、 利 害 関 係 者 が 企 業 評 価 を 行 う に 必 要 な 環

境 情 報 が 乏 し く 、 今 後 に 様 々 な 課 題 を 残 し て

い る 。 だ が 、 上 で 見 た よ う に 第 三 者 認 証 は

徐 々 に 広 が っ て き て お り 、 開 示 内 容 の 信 頼

性 ・ 正 確 性 が 保 証 さ れ る よ う に な っ た 。 こ の

様 に 、 今 後 改 善 さ れ て い く こ と が 期 待 さ れ

る 。 開 示 内 容 の 共 通 化 、 ガ イ ド ラ イ ン の 制 定

に つ い て は 、 共 通 項 目 の 部 分 と 、 企 業 独 自 の

取 り 組 み を 評 価 す る よ う な 独 自 項 目 と に 分 類

し て の 情 報 整 理 が 必 要 に な っ て く る の で は な

い だ ろ う か 。 

（ ４ ）  ケ ー ス ・ ス タ デ ィ － NEC の 環 境 報 告

書 － (18)  

環 境 報 告 書 の 第 三 者 レ ビ ュ ー で NPO の 担 当

者 が 登 場 す る の は 多 く 見 ら れ た が 、 報 告 書 の

企 画 ・ 制 作 の 段 階 か ら 企 業 と NPO が 連 携 し て

い る 例 は 非 常 に 珍 し い と 思 う 。 報 告 書 自 体 は

非 常 に 読 み 手 の 立 場 に た っ て 、 読 み 易 さ を 心

掛 け て い る 印 象 が 残 っ た 。 

2003 年 度 版 NEC ア ニ ュ ア ル ・ レ ポ ー ト の 特

徴 は （ １ ） ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 対 す る 読 み 易

さ の 配 慮 。 さ ま ざ ま な ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 対

し て 読 み 易 さ を 配 慮 す る た め 、 過 去 の ア ン ケ

                                                 
(18) 岸 田 ・ 高 浦 [12] ８ ３ ペ ー ジ 、 日 本 電 気 株 式
会 社 [17]  



ー ト 結 果 な ど を も と に 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー ご

と に 関 心 の 高 い 項 目 を 選 定 し 、 ス テ ー ク ホ ル

ダ ー マ ー ク を 付 加 し て い る 。 （ ２ ） 紙 の 削

減 、 ホ ー ム ペ ー ジ の 充 実 。 冊 子 版 は 、 昨 年 の

60 ペ ー ジ か ら 10 ペ ー ジ 削 減 し 、 50 ペ ー ジ 構

成 。 一 冊 当 た り の 重 量 は 、 2001 年 度 版 の 約 半

分 ま で 削 減 。 （ ３ ） NPO と の 連 携 。 NPO 法 人

環 境 文 明 ２ １ と の 共 同 企 画 ・ 制 作 を 継 続 。 報

告 書 の 共 同 企 画 以 外 に 「 ス テ ー ク ホ ル ダ ー ミ

ー テ ィ ン グ 」 も 共 同 で 開 催 。 ス ウ ェ ー デ ン の

NPO 「 ナ チ ュ ラ ル ・ ス テ ッ プ 」 に よ る 「 持 続

可 能 性 分 析 」 を 実 施 。 で は 、 （ ３ ） に も あ る

よ う に 共 同 事 業 の 開 始 ・ き っ か け と は い か な

る も の だ っ た の だ ろ う か 。 1999 年 、 NEC の 環

境 管 理 部 長 が 環 境 文 明 の 加 藤 氏 の 「 欧 州 で は

企 業 が 環 境 報 告 書 を つ く る 際 、 NGO の 意 見 を

取 り 入 れ て い る 。 社 会 貢 献 と い う よ り 、 も っ

と 本 質 的 な と こ ろ で 企 業 が NPO と 結 び つ い て

い る 。 」 と い う 講 演 を 聞 い た こ と が き っ か け

で あ っ た そ う だ 。 こ の 共 同 事 業 の 目 標 設 定 ・

プ ロ セ ス で あ る が 、 NEC 側 は NPO の 意 見 を 市

民 の 意 見 と し て 受 け 止 め 、 「 よ り 訴 求 性 の あ

る レ ポ ー ト の 作 成 」 の た め に 必 要 な 専 門 性 を

環 境 文 明 に 求 め る こ と で あ り 、 一 方 、 環 境 文

明 側 は 、 NEC の 様 な 大 企 業 が 今 後 変 わ っ て く

れ る こ と を 期 待 し て い る 。 市 民 代 表 と し て の

日 ご ろ の 主 張 や 、 専 門 NPO と し て の ノ ウ ハ ウ

を 企 業 活 動 に 反 映 さ せ な が ら 実 現 さ せ る こ と

も 大 き な 目 的 で あ る 。 そ し て 、 NEC の 環 境 に

対 す る 観 点 は 、 事 業 活 動 を す る 上 で 環 境 へ の



負 荷 を 下 げ 、 最 小 の 資 源 で い か に ユ ー ザ ー に

対 し て 大 き な 付 加 価 値 を 提 供 で き る か で あ

る 。 ま た 、 社 会 に い ろ い ろ な 製 品 、 サ ー ビ ス

を 提 供 し て い く の は 何 の た め か を 追 究 す る こ

と で あ る 。 

共 同 事 業 が も た ら し た も の 、 イ ン パ ク ト は

何 だ っ た の で あ ろ う か 。 組 織 と し て 足 り な い

も の を お 互 い が 補 完 し 、 互 い の 組 織 が 成 長 し

た こ と 。 も の を 言 う 集 団 対 利 潤 を 追 求 す る 企

業 、 支 援 を 求 め る 対 求 め ら れ る 関 係 を 超 え た

関 係 を 構 築 し た こ と 。 読 み や す い 印 刷 物 へ の

工 夫 。 社 内 の 環 境 教 育 ツ ー ル と し て の 利 用 、

な ど で あ る 。 NEC は 、 環 境 報 告 書 の 透 明 性 を

高 め る こ と に よ っ て 、 報 告 書 作 り を 通 じ た 環

境 活 動 の あ り 方 の 見 直 し や 、 地 球 環 境 や 社 会

に 対 応 し た 事 業 戦 略 の 練 り 直 し 、 環 境 負 荷 低

減 目 標 の 前 倒 し 実 施 、 社 外 ニ ー ズ の 把 握 、 社

員 の 環 境 意 識 の 向 上 な ど に 繋 が っ た 。 一 方 、

環 境 文 明 21 は 、 目 的 と す る 「 企 業 社 会 を 変

え 、 持 続 可 能 な 循 環 社 会 を 構 築 す る 一 助 と す

る 」 こ と へ の 具 体 的 な 成 果 を 挙 げ る と と も

に 、 企 業 の 環 境 活 動 の 現 状 や 問 題 点 に つ い て

実 地 に 学 び 、 有 意 義 な 情 報 収 集 の 機 会 を 得 る

こ と が で き た 。 

 

第 ４ 節  環 境 報 告 書 に つ い て の ア ン ケ ー ト 

○ 主 旨 ： 各 企 業 の 環 境 、 報 告 書 に 対 す る 取 り

組 み へ の 考 え 、 共 通 す る 部 分 、 異 な る 部 分 や

問 題 点 を 知 る 。 



○ 依 頼 し た 企 業 ： 上 記 の 環 境 報 告 書 の 分 析 の

対 象 企 業 と 同 じ 。 そ の う ち 、 回 答 数 は １ ５ で

あ っ た 。 

○ 質 問 内 容 ： 

① 環 境 に 対 す る 取 り 組 み を 貴 社 で は ど の 様 に

位 置 付 け ら れ て い ま す か ？  

（ 例 え ば 、 利 益 な ど と 比 較 し て 。 ど の 程 度 コ

ス ト を か け る こ と が 可 能 か 。 ） 

② ISO の 認 証 取 得 に 関 し て 。 ISO 認 証 を 取 得 す る

企 業 は 日 本 が 1 番 多 い と 聞 き ま す 。 そ  

も そ も 、 取 得 す る 理 由 を お 聞 か せ 下 さ い 。 他

社 と の 競 争 力 や 会 社 の イ メ ー ジ は ど の 程  

度 関 係 し て い る の で し ょ う か ？  

③ NPO ・ NGO の 存 在 、 連 携 等 は ど の 様 な 意 味

を 持 っ て い る と お 考 え で し ょ う か ？  

☆ 貴 社 の 環 境 報 告 書 に 関 し て  

④ 特 に 読 ん で い た だ き た い 部 分 は ど こ で し ょ

う か ？  

⑤ 特 徴 は ど う い っ た 点 に あ る と 考 え て い ら っ

し ゃ い ま す か ？  

⑥ 作 成 す る に あ た っ て 、 苦 労 さ れ た 点 、 困 難

だ っ た 部 分 は ど こ で し ょ う か ？  

⑦ 貴 社 の 考 え て い る 環 境 報 告 書 の 問 題 点 は ど

う い っ た 点 で あ る と 捉 え て い ら っ し ゃ い  

ま す か ？  

☆ 一 般 的 に 言 わ れ て い る 環 境 報 告 書 の 問 題 点

に つ い て  

⑧ 企 業 間 で の 比 較 が 難 し い と よ く 言 わ れ ま す

が 、 こ の 点 に 関 し て は ど の よ う に お 考 え  

で す か ？  



⑨ ネ ガ テ ィ ブ 情 報 が 少 な い と い う 点 も 一 般 的

に よ く 指 摘 さ れ て い る と 思 い ま す 。 こ の  

点 に 関 し て は ど の よ う に お 考 え で す か ？  

以 下 に 目 立 っ た 回 答 を ま と め て 分 析 し て み

た 。 （ 全 て の 回 答 は 資 料 Ⅱ に ま と め た 。 ） 

 

① ・ Ｃ Ｏ ２ 削 減 な ど の 環 境 へ の 取 り 組 み は 、

そ の 活 動 自 体 が コ ス ト 削 減 に つ な が る も

の が 多 く 、 両 面 を 考 え て 推 進 。 

・ 企 業 の 責 務 。 経 営 全 体 の 構 造 の 中 に 組 み

込 ん で 環 境 へ の 配 慮 を 戦 略 的 に 捉 え て い

く 必 要 が あ る  

・ 環 境 経 営 の 立 場 か ら 、 環 境 を 重 要 課 題 と

位 置 付 け 、 環 境 方 針 に 沿 っ た 環 境 保 全 活

動 を 積 極 的 に 行 っ て い る 。 

・ 環 境 保 全 は 企 業 の 社 会 的 責 任 。 省 資 源 、

省 エ ネ 、 リ サ イ ク ル 等 は コ ス ト 削 減 に も

直 結 す る こ と か ら 財 務 ・ 品 質 と 同 様 に 重

要 な フ ァ ク タ ー と し て 位 置 付 け て い る 。 

○ 各 社 と も 環 境 を 重 要 な 経 営 戦 略 、 課 題 、 ま

た 、 社 会 的 な 責 任 と 認 識 し て い る 。 ま た 、 コ

ス ト 削 減 や 省 資 源 等 に も つ な が り 、 財 務 ・ 収

益 面 と 結 び つ く 意 味 で 絶 対 的 に 必 要 で あ る と

考 え て い る よ う だ 。 

② ・ 以 前 （ 90 年 代 ） ほ ど 取 得 の メ リ ッ ト は 感

じ ら れ な く な っ て き て い る こ と は 事 実 。

環 境 経 営 推 進 の た め の ツ ー ル の ひ と つ と

い う 位 置 付 け 。 取 得 す る こ と よ り も 、 形

骸 化 さ せ ず に 維 持 し て い く こ と の ほ う が

重 要 で あ る 。 



・ グ ル ー プ 全 体 が 同 じ 考 え 方 、 仕 組 み で 環

境 活 動 を 推 進 す る た め の 基 盤 。 

・ 環 境 管 理 の 効 率 化 。 対 外 的 な 説 明 責 任 を

果 た す ツ － ル と し て の 役 割 。 

・ 企 業 間 の ビ ジ ネ ス や 行 政 か ら の 要 請 に 対

し て 支 障 を き た さ な い 活 動 を 行 う 手 段 。 

・ 持 続 可 能 な 発 展 の た め に お 客 様 や 地 域 社

会 か ら 「 信 頼 」 を 得 る た め 。 

○ 以 前 ほ ど 取 得 す る こ と に よ る 他 社 と の 競 争

力 な ど の メ リ ッ ト は 少 な い 。 環 境 経 営 を 推 進

す る た め 、 継 続 的 改 善 の た め に 有 効 で あ る 。 

③ ・ 企 業 は ２ ～ ３ 年 で 環 境 の 担 当 が 替 わ っ て

し ま う の で 、 専 門 家 が 育 ち に く く 連 携 は

必 要 。 社 外 の 眼 を 取 り 入 れ る こ と は 、 活

動 が 一 人 よ が り に な ら な い よ う に す る た

め に 不 可 欠 。 

・ 環 境 保 全 活 動 、 社 会 貢 献 活 動 の ノ ウ ハ ウ

を 提 供 し て も ら え る 。 

・ 環 境 活 動 の 取 り 組 み 内 容 の 方 向 性 の 確

認 。 

・ 独 自 の 視 点 、 情 報 、 知 識 を 持 っ て い る の

で 、 学 ぶ 所 が 多 く あ り 、 双 方 で 良 い 結 果

を 得 る 関 係 を 構 築 し た い と 考 え て い る 。 

・ ト ッ プ 層 へ 市 場 の 意 見 を ダ イ レ ク ト に 伝

え て も ら え る 、 活 動 を フ ィ ー ド バ ッ ク で

き る 。 

・ 現 在 の と こ ろ NPO ・ NGO と の 連 携 は と っ

て お ら ず 、 検 討 中 の 事 項 。 

○ 社 外 か ら の 意 見 は 一 人 よ が り の 活 動 に な ら

な い た め に 必 要 。 お 互 い の 利 点 、 長 所 を 生 か



し て 、 双 方 が よ い 結 果 を 得 ら れ る 関 係 が 望 ま

し い 。 

④ ・ 消 費 者 に ど ん な 取 り 組 み を し て い る か を

知 っ て も ら い た い 。 

・ ト ッ プ メ ッ セ ー ジ 、 ハ イ ラ イ ト 。 

・ バ ラ ン ス の よ い 経 営 を 目 指 し て い る 総 合

的 な 視 点 。 

・ 活 動 の 結 果 だ け で な く プ ロ セ ス を 感 じ 取

っ て 欲 し い 。 

⑤ ・ 読 み や す さ 、 わ か り や す さ の 追 求 。 

・ 環 境 経 営 、 グ ロ ー バ ル な 活 動 と 報 告 、 環

境 会 計 。 

・ 社 員 参 加 型 の 紙 面 づ く り 。 

・ 環 境 マ ネ ジ メ ン ト や 環 境 教 育 、 学 習 会 等

の 啓 発 活 動 等 、 ソ フ ト 面 で の 報 告 が 多 い

の が 特 徴 。 

・ 「 CSR レ ポ ー ト 」 と 改 め 、 CSR の 基 軸 と

な る コ ン プ ラ イ ア ン ス 機 能 の 強 化 に 関 す

る 記 述 を 追 加 。 

・ Ｗ Ｅ Ｂ 、 タ ブ ロ イ ド 、 冊 子 と い う ３ つ の

媒 体 で 作 成 し て い る こ と 。 ス テ ー ク ホ ル

ダ ー 別 に お 勧 め ペ ー ジ を 誘 導 し て い る と

こ ろ 。 

・ 社 員 の 声 や 地 域 の 方 の 声 を 反 映 し た 。 

○ 読 み 手 が 読 み や す い よ う な 配 慮 。 複 数 の 媒

体 に よ る 補 完 。 

⑥ ・ 文 章 が 多 い と 読 み に く く な る が 、 多 く 削

る と 意 味 が わ か ら な く な る 。 



・ 小 人 数 で の 作 成 。 世 界 各 国 へ の 取 材 、 パ

フ ォ ー マ ン ス デ ー タ ー の 収 集 ・ 検 証 、 短

時 間 で 膨 大 な 量 の 文 章 を チ ェ ッ ク 。 

・ 社 内 関 連 部 門 と の さ ら な る 連 携 と Ｃ Ｓ Ｒ

情 報 の 発 信 ・ 浸 透 。 

・ サ ス テ ナ ビ リ テ ィ ・ レ ポ ー ト に 内 容 を 変

更 し 、 取 材 ・ 情 報 収 集 す べ き 部 門 が 社 内

に 広 が り よ り 労 力 が か か る よ う に な っ

た 。 

・ ス テ ー ク ホ ル ダ ー の ニ ー ズ を 十 分 に 把 握

す る こ と 。 ニ ー ズ を 把 握 し た 上 で 、 効 果

的 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 法 を 見 出 す こ

と 。 限 ら れ た 紙 幅 の 中 で 、 グ ロ ー バ ル な

活 動 の 全 体 像 を 示 し つ つ 、 ア カ ウ ン タ ビ

リ テ ィ を 果 た す の に 適 切 な 情 報 を 選 定 す

る こ と 。 

○ 多 く の デ ー タ の 収 集 や 検 証 。 膨 大 な 情 報 の

中 か ら 選 定 し て 読 み や す い 報 告 書 を 心 掛 け る

こ と 。 幅 広 い ス テ ー ク ホ ル ダ ー の ニ ー ズ を 考

え た 作 成 。 発 行 に 要 す る 時 間 。 

こ の 質 問 に 対 す る 回 答 が 最 も 多 か っ た と い う

こ と は 、 作 成 に 多 大 な 困 難 が 伴 っ て い る と い

う こ と で は な い だ ろ う か 。 

⑦ ・ ガ イ ド ラ イ ン を 遵 守 す る こ と は 一 般 の 消

費 者 に は 、 あ ま り 意 味 の な い こ と で は な

い か と 思 う 。 

・ 読 者 タ ー ゲ ッ ト が 広 す ぎ て テ ー マ が 発 散

し て い る 。 状 況 も 価 値 観 も 異 な る 世 界 を

単 一 の 報 告 書 に 収 め る こ と 。 何 で も 載 っ

て い る 厚 い レ ポ ー ト と 特 定 テ ー マ に 絞 っ



た ダ イ ジ ェ ス ト 版 及 び Ｗ ｅ ｂ ｓ ｉ ｔ ｅ と

の 相 互 補 完 な ど 。 

・ 読 者 層 の 特 定 が 難 し い 。 

・ 環 境 の デ ー タ を グ ロ ー バ ル に 集 め る こ と

は 、 手 間 も コ ス ト も か か り 大 変 な こ と だ

が 、 精 度 を 高 め て い く こ と は こ れ か ら の

課 題 。 

・ 海 外 法 人 の 情 報 公 開 が 遅 れ て い る こ と 。 

・ 発 行 ま で に 時 間 が か か り す ぎ る 。 

・ 企 業 間 の 比 較 が で き な い こ と 。 

・ 社 内 的 な 位 置 付 け は 「 環 境 報 告 書 」 で あ

り な が ら 、 「 サ ス テ ィ ナ ビ リ テ ィ 報 告

書 」 と し て の 作 成 体 制 と な っ て い な い 。 

○ 多 岐 に わ た る ス テ ー ク ホ ル ダ ー 、 読 者 層 の

絞 込 み 。 作 成 体 制 の 転 換 の 問 題 。 

⑧ ・ も と も と の 環 境 負 荷 の 大 き い 自 動 車 会 社

や エ ネ ル ギ ー 会 社 な ど と 弊 社 の よ う な 会

社 と は 、 同 じ ガ イ ド ラ イ ン で は 計 り が た

い 部 分 が あ る 。 

・ 公 的 機 関 や 研 究 機 関 、 大 学 、 業 界 団 体 な

ど が 緩 や か な ガ イ ド ラ イ ン を 示 し つ つ 、

各 社 が 創 意 工 夫 を す る 中 で 優 れ た も の が

生 き 残 っ て い く べ き で あ る 。 

・ ま ず は ひ と つ の 企 業 の 経 年 的 取 り 組 み を

比 較 ・ 評 価 す る こ と が 大 切 で は ？  

・ 先 進 企 業 が イ ニ シ ア チ ブ を と っ て 、 同 業

他 社 と 連 動 し 、 情 報 開 始 す る こ と が 重

要 。 事 業 規 模 、 シ ス テ ム や 情 報 の 精 度 に

差 が あ り 、 企 業 間 で 数 値 を 比 較 す る の は

難 し い の が 現 状 。 



・ 環 境 デ ー タ を 厳 密 に 比 較 す る た め に は 、

報 告 の 対 象 範 囲 や 計 算 方 法 が 財 務 報 告 の

よ う に 確 立 さ れ る さ れ る 必 要 が あ る 。 今

後 は 改 善 さ れ て い く の で は な い か 。 

・ 比 較 で き れ ば い い の だ が 、 現 実 問 題 と し

て 同 じ 競 合 他 社 で も 主 要 事 業 の 範 囲 な ど

が こ と な る た め 一 概 に 比 較 が 難 し い の が

現 状 。 報 告 書 な ど の フ ォ ー マ ッ ト を 統 一

し て 各 社 が 掲 載 す る な ど 、 デ フ ァ ク ト ス

タ ン ダ ー ド が で き る と も っ と デ ー タ を 比

較 し や す く な る と 思 う 。 

・ 比 較 容 易 性 の た め の 安 易 な 標 準 化 は 、 望

ま し く は な い 。 

・ 業 種 に よ る 違 い を 消 費 者 に 理 解 し て 貰 っ

た 上 で 、 同 業 種 内 の 切 磋 琢 磨 の 状 況 を 理

解 し て も ら い た い 。 

○ 現 状 で は 、 業 種 や 事 業 規 模 や 環 境 負 荷 の 違

い な ど に よ り 企 業 間 の 比 較 は 困 難 。 発 展 途 上

の 段 階 で 、 今 後 の 改 善 が 望 ま れ る 。 企 業 ご と

の 特 色 を 出 す べ き で あ る 。 安 易 な 標 準 化 は 必

要 な い 。 

⑨ ・ 確 か に そ う 思 う が 正 直 な 話 、 多 大 な 制 作

費 を 投 じ て ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 並 べ る こ と

は 非 常 に 難 し い 。 

・ ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 誤 解 や 憶 測 を 呼 ば な い

よ う に 公 表 す る こ と は 難 し い が 、 可 能 な

限 り 公 表 す る こ と が 信 頼 を 得 る 道 で あ

る 。 何 を ど こ ま で ど の よ う に 公 表 す る か

を ポ リ シ ー と し て 持 つ こ と 、 線 引 き は あ



く ま で ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 信 頼 関 係 を

ベ ー ス に 決 め た も の で あ る こ と が 大 切 。 

・ 社 内 で ネ ガ テ ィ ブ 情 報 の 出 し 方 に つ い て

の 議 論 は あ っ た が 、 ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 公

開 す る こ と に つ い て の 反 対 は な か っ た 。

今 後 は そ れ を ど の よ う に ス テ ー ク ホ ル ダ

ー と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン す る か と い う の

が 大 事 に な っ て い く の で は 。 

・ 最 近 は 企 業 側 も ポ シ テ ィ ブ な 面 も ネ ガ テ

ィ ブ な 面 も 含 め て 、 誠 実 な 情 報 開 示 を し

よ う と い う 姿 勢 が み ら れ る と 思 う 。 

・ 一 般 消 費 者 も ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 公 開 し た

企 業 を 非 難 す る の で は な く 公 開 し た 行 為

を 認 め る と い う ス タ ン ス も 今 後 は 必 要 。 

・ 環 境 報 告 書 は 企 業 の コ ン プ ラ イ ア ン ス を

始 め と し て 、 環 境 へ の 取 り 組 み 、 社 会 的

な 責 任 に 関 し て 、 社 外 に 真 摯 に 報 告 す る

も の 。 こ れ か ら は ネ ガ テ ィ ブ 情 報 の 記 載

が よ り 一 層 増 え て い く も の と 思 わ れ る 。 

・ リ ス ク が 伴 い 、 簡 単 に は 出 せ な い 場 合 が

多 い 。 自 社 の み な ら ず 、 第 ３ 者 に 迷 惑 が

か か る こ と も あ る 。 

・ 開 示 し さ え す れ ば よ い と い う の で は な

く 、 そ の 内 容 と 原 因 さ ら に 対 応 と い う プ

ロ セ ス を き っ ち り と 理 解 、 納 得 、 安 心 し

て も ら え る と こ ろ ま で も っ て い か な け れ

ば 、 か え っ て 逆 効 果 。 出 し 手 と 受 け 手 の

意 思 疎 通 が 重 要 。 

○ 重 要 な 内 容 の も の に つ い て は ネ ガ テ ィ ブ な

も の で も 開 示 す べ き 。 リ ス ク を 考 え る と 簡 単



に は 開 示 し に く い 。 ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 重 要 で あ る 。 



第 ４ 章  持 続 可 能 性 社 会 へ  

 

第 １ 節  持 続 可 能 性 と は  

（ １ ） 「 環 境 と 開 発 」 か ら 「 持 続 可 能 な 開

発 」 へ (1)  

 「 環 境 と 開 発 」 と い う 概 念 に つ い て は 、 ス

ト ッ ク ホ ル ム 会 議 の 頃 ま で は 、 環 境 保 護 を 優

先 さ せ た い 先 進 国 と 開 発 を 優 先 さ せ た い 途 上

国 の 間 で 激 し く 議 論 さ れ て き た 。 そ の 後 、 2

度 の オ イ ル シ ョ ッ ク で 世 界 的 な 経 済 不 況 に 見

舞 わ れ る と 先 進 国 で も 環 境 ブ ー ム が 去 っ て し

ま っ た 。 1983 年 に 発 足 し た ブ ル ン ト ラ ン ト 委

員 会 に 課 せ ら れ た 課 題 は 、 地 球 環 境 問 題 に 対

す る 国 際 的 な 関 心 を 呼 び 戻 し 、 効 果 的 な 対 応

策 を 取 る た め に 、 「 環 境 と 開 発 」 に 代 わ っ て

先 進 国 に も 途 上 国 に も 受 け 入 れ ら れ る 概 念 を

探 す こ と だ っ た 。 そ こ で 、 生 み 出 さ れ た 言 葉

が 「 持 続 可 能 な 開 発 」 で あ る 。 こ の 言 葉 は 、

前 述 の 「 わ れ ら 共 有 の 未 来 」 で は 「 将 来 の 世

代 の 必 要 性 を 満 た す 能 力 を 害 す る こ と な く 、

現 在 の 世 代 が そ の 必 要 性 を 満 た す こ と が で き

る よ う な 開 発 」 と 定 義 さ れ 、 1991 年 に 公 表 さ

れ た 「 新 ・ 世 界 環 境 戦 略 」 に よ れ ば 、 「 人 々

の 生 活 の 質 的 改 善 を 、 そ の 生 活 基 盤 と な っ て

い る 各 生 態 系 の 収 容 能 力 の 限 度 内 で 生 活 し つ

つ 、 達 成 す る こ と で あ る 」 と 定 義 さ れ て い

る 。 こ れ ら の 定 義 は 少 し 分 か り づ ら い の で 自

分 な り の 解 釈 を 以 下 に 試 み た 。 途 上 国 が 抱 え

                                                 
(1) 内 藤 ・ 加 藤 [16] ４ １ ペ ー ジ  



て い る よ う な 貧 困 の 問 題 を 考 え れ ば 、 環 境 保

全 だ け で は 地 球 的 環 境 の 実 質 的 な 改 善 は 期 待

で き な い 。 経 済 社 会 開 発 と 一 体 の 合 理 的 な 環

境 保 全 を 追 及 す る 必 要 が あ る 。 だ が 、 ま た 一

方 で は 、 開 発 や 経 済 成 長 を 目 指 す あ ま り 、 資

源 の 枯 渇 を 招 い た り 、 過 度 の 利 用 や 開 発 は 許

さ れ な い 。 生 態 系 を 破 壊 す る こ と な く 、 生 活

の 物 的 、 質 的 改 善 を 図 る よ う に 努 力 す る べ き

で あ る の だ 。 

（ ２ ） 「 持 続 可 能 な 発 展 」 と そ の 課 題 (2)  

 こ の 概 念 は 、 1980 年 代 に 入 っ て 急 激 に 世 界

全 体 に 広 が っ て い っ た と 言 え る が 、 こ れ に 大

き な 役 割 を 果 た し た の は 、 元 ノ ル ウ ェ ー 首 相

の ブ ル ン ト ラ ン ト で あ る 。 1986 年 の 演 説 で

「 も し 我 々 の た め に 人 間 お よ び 自 然 の 一 部 を

救 お う と す る な ら ば 、 こ の シ ス テ ム 全 体 を 救

わ な け れ ば な ら な い 。 こ れ が 持 続 可 能 な 発 展

の 本 質 で あ る 」 と 主 張 し た 。 ブ ル ト ラ ン ト 委

員 会 の 報 告 書 で あ る 「 我 ら 共 有 の 未 来 」 で

は 、 持 続 的 な 発 展 の 概 念 か ら 招 来 さ れ る 環 境

と 開 発 の 政 策 に と っ て の 不 可 欠 な 課 題 と し て

次 の ７ 点 が 論 じ ら れ て い る 。 ① 成 長 の 回 復 ：

貧 困 の 改 善 に 効 果 の あ る 最 小 限 の 成 長 率 を 確

保 す る た め 、 第 ３ 世 界 の 成 長 を 回 復 さ せ る こ

と が 重 要 、 ② 成 長 の 質 の 変 更 ： 省 資 源 ・ 省 エ

ネ ル ギ ー 型 へ 、 ③ 基 本 的 な 人 間 の 欲 求 の 満

足 、 ④ 人 口 の 伸 び の 持 続 的 レ ベ ル で の 確 保 、

⑤ 資 源 基 盤 の 保 護 と 強 化 、 ⑥ 技 術 の 方 向 転

                                                 
(2) 内 藤 ・ 加 藤 [16] ８ ８ ペ ー ジ  



換 、 ⑦ 環 境 と 経 済 を 考 慮 に 入 れ た 意 思 決 定 で

あ る 。 

（ ３ ） 持 続 可 能 な 社 会 シ ス テ ム の 構 築  

 で は 、 実 際 に 持 続 可 能 な 社 会 を 構 築 す る た

め に 必 要 な も の は 何 で あ ろ う か 。 21 世 紀 の 文

明 を 人 類 社 会 が 持 続 可 能 に す る た め に は 、 こ

れ ま で の 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 と は 異 な る 新 し

い 社 会 を つ く ら な け れ ば な ら な い 。 戦 後 ５ ０

年 間 の 社 会 で 浸 透 し て し ま っ た 「 経 済 効 率 優

先 、 お 金 が 大 事 」 と い う 価 値 観 の 転 換 と 環 境

倫 理 の 確 立 は 必 要 で あ ろ う 。 ま た 、 憲 法 や 法

律 、 政 治 や 行 政 組 織 と い っ た 制 度 面 の 変 革 も

重 要 で あ ろ う し 、 そ の 制 度 の 上 に 環 境 に 関 す

る 技 術 の 革 新 も 促 進 さ れ な け れ ば な ら な い の

で あ る (3) 。 

  

第 ２ 節  環 境 報 告 書 か ら 持 続 可 能 性 報 告 書 へ  

 サ ス テ ィ ナ ビ リ テ ィ ー 社 の 社 長 で あ る J. エ

ル キ ン ト ン に よ る と 環 境 報 告 書 の 発 展 段 階 と

し て ５ 段 階 が あ る 。 ① Green  Glossy （ パ ン フ レ

ッ ト 、 美 し い 広 告 ） ② One-Off （ 一 回 限 り の 環

境 報 告 書 ） ③ Descriptive （ EMS と 連 携 し た 年 次 報

告 、 経 年 比 較 が 可 能 で 1990 年 代 後 半 よ り 広 ま

っ た ） ④ State-of-the-art （ 年 次 報 告 、 あ る 一 定 の

到 達 基 準 が あ る 。 量 、 質 、 比 較 可 能 性 が 重 要

で あ る ） ⑤ Sustainability （ 持 続 可 能 性 報 告 書 ） で

あ る (4) 。 

                                                 
(3) 内 藤 ・ 加 藤 [16] １ ３ ２ ペ ー ジ  
(4) 住 友 海 上 [23] １ ８ ５ ペ ー ジ  



持 続 可 能 性 報 告 書 に お け る そ れ ぞ れ の 最 優

先 事 項 は 企 業 が レ ス ポ ン シ ビ リ テ ィ 、 政 府 が

ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ 、 市 場 が サ ス テ ィ ナ ビ リ

テ ィ で あ り 、 日 本 で は 2000 年 ６ 月 に 日 興 証 券

が 初 め て 発 行 し た 。 

こ こ で 、 ト リ プ ル ボ ト ム ラ イ ン に つ い て 述

べ て お こ う 。 ト リ プ ル の 意 味 は 、 社 会 は 経 済

に 依 存 し 、 経 済 は グ ロ ー バ ル な エ コ シ ス テ ム

に 依 存 す る と い う こ と 。 社 会 と は 「 社 会 的 公

正 性 」 、 経 済 と は 「 経 済 的 繁 栄 」 、 環 境 と は

「 環 境 の 質 」 を い い 、 そ の 境 界 領 域 は 「 経 済

と 環 境 」 が エ コ ・ エ フ ィ シ エ ン シ ー 、 「 環 境

と 社 会 」 が 環 境 的 構 成 、 「 経 済 と 社 会 」 が 経

営 倫 理 を 指 す 。 こ の 考 え 方 に 影 響 を 受 け GRI で

は 、 持 続 可 能 な 発 展 の た め に は 環 境 の 報 告 だ

け で は 不 十 分 で 、 環 境 と 密 接 に 結 び つ い た 社

会 ・ 経 済 的 側 面 も 取 り 込 ん だ 持 続 可 能 性 報 告

で あ る べ き と の 考 え が 合 意 さ れ た 。 欧 州 で

は 、 95 年 に シ ェ ル 社 が ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の

対 話 や サ ス テ ィ ナ ビ リ テ ィ ー に 関 す る 報 告 を

始 め て か ら 「 サ ス テ ィ ナ ビ リ テ ィ ー 報 告 書 」

に 移 行 し た 。 今 日 の ボ ー ダ ー レ ス 時 代 に お け

る 企 業 活 動 に 伴 う 環 境 負 荷 や 影 響 を よ り 正 確

に 把 握 す る た め に は 、 環 境 ・ 社 会 ・ 経 済 と い

っ た 多 面 的 な 評 価 軸 が 不 可 欠 と な っ て い る 。

そ の 背 景 に は 、 単 に 自 己 完 結 型 の 環 境 保 全 活

動 に 注 力 し 、 限 定 さ れ た 地 域 社 会 へ の 貢 献 を

行 い 、 財 務 的 に も 利 潤 を 上 げ て い る と い う 項

目 だ け を 単 眼 的 に 評 価 す る だ け で は 、 南 北 問

題 に 起 因 す る 環 境 負 荷 物 質 の 移 転 な ど 、 「 持



続 可 能 な 開 発 に 関 す る 世 界 首 脳 会 議 」 環 境 開

発 サ ミ ッ ト で 議 論 さ れ た 課 題 の 恒 久 的 解 決 に

結 び つ か な い と の 危 機 意 識 が あ る 。 

 環 境 省 の 調 査 (5) に よ れ ば 、 「 環 境 報 告 書 を

作 成 し て い る 」 と 回 答 し た 650 社 に お け る 、 環

境 報 告 書 へ の 社 会 ・ 経 済 的 側 面 の 記 載 状 況 に

つ い て は 、 「 既 に 持 続 可 能 性 報 告 書 を 作 成 ・

公 表 し て い る 」 と 回 答 し た 企 業 の 割 合 が

3.1 ％ 、 「 可 能 な 範 囲 で 記 載 し て い る 」 と の 回

答 が 25.7 ％ 、 「 記 載 を 検 討 し て い る 」 と の 回

答 が 45.7 ％ と な っ て お り 、 全 体 の ７ 割 以 上

が 、 社 会 ・ 経 済 的 側 面 を 記 載 ま た は 記 載 を 検

討 し て い る と の こ と だ 。 ソ ニ ー や 富 士 ゼ ロ ッ

ク ス 、 ト ヨ タ 、 損 保 ジ ャ パ ン な ど の 企 業 が こ

れ ま で の 環 境 報 告 書 を 2003 年 度 版 か ら 相 次 い

で 「 社 会 ・ 環 境 報 告 書 」 に 切 り 替 え た 。 人 権

や 雇 用 な ど の 社 会 的 側 面 に つ い て 、 ス テ ー ク

ホ ル ダ ー に 対 し て 積 極 的 に 情 報 を 発 信 す る 企

業 が 増 え て き た 象 徴 と 言 え る だ ろ う 。GRI の ガ

イ ド ラ イ ン に 沿 っ た 報 告 書 を 発 行 し て い る 日

本 の 企 業 ・ 団 体 は 、 今 年 10 月 時 点 で 61 団 体 を

数 え る 。 こ れ は 、 世 界 全 体 の 発 行 団 体 の 約 ５

分 の １ に 及 ぶ (6) 。 短 期 間 で 急 速 に 浸 透 し て き

た 持 続 可 能 性 報 告 書 で あ る が 、 今 後 は ス タ ン

ダ ー ド な モ デ ル と し て 定 着 し て い く で あ ろ う

と 予 測 で き る 。 重 要 な 情 報 ツ ー ル で あ る だ け

で は な く 、 社 会 と の 、 ま た 、 企 業 内 部 で の コ

                                                 
(5) http://www.env.go.jp/policy/j-hiroba/kigyo/index.html  
(6) 「 CSR を 使 い こ な せ 」 PART ３  日 経 エ コ ロ
ジ ー  2003 年 12 月 号  



ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し て 持 続 可 能 な 社

会 の 中 で 生 き て い く こ と が 期 待 さ れ る 。 



第 5 章  今 後 の 展 望 － 結 び に か え て －  

     理 想 的 な 環 境 情 報 開 示 の 姿 と は  

 

 こ の 論 文 に お け る こ れ ま で の 議 論 を 振 り 返

っ て も 、 良 い 環 境 報 告 書 （ 持 続 可 能 性 報 告

書 ） と は ど う い う も の か 、 と い う 問 い に 簡 単

に 答 え を 出 す こ と は 難 し い 。 あ る 表 彰 制 度 で

最 優 秀 賞 を と っ た 報 告 書 で も 、 他 の 表 彰 で は

5 位 に ラ ン ク さ れ る と い う こ と は よ く あ る こ

と だ 。 例 え ば 、 細 か い 項 目 別 に 採 点 し 合 計 点

の 高 い も の を 評 価 す る 方 法 だ と 、 情 報 量 の 多

い も の が 良 い 環 境 報 告 書 と い う こ と に な る 。

評 価 団 体 、 評 価 基 準 に よ っ て 報 告 書 の 良 し 悪

し は 様 々 に 変 わ る も の だ 。 「 理 想 的 」 を 考 え

る 時 に は 「 誰 に と っ て 理 想 的 」 か を 考 え な く

て は な ら な い 。 日 本 の 企 業 で は 「 消 費 者 の た

め に で き る だ け 分 か り や す い も の を 」 と い う

声 を よ く 聞 く し 、 実 際 今 回 の ア ン ケ ー ト で も

そ の 様 な 意 見 は 多 か っ た 。 企 業 と し て は 、 い

ろ い ろ な ス テ ー ク ホ ル ダ ー の ニ ー ズ に 対 し

て 、 い ろ い ろ な 環 境 情 報 開 示 の 方 法 を 組 み 合

わ せ て 対 応 す る こ と が 必 要 に な る 。 環 境 に つ

い て 様 々 に 関 心 を 持 つ 人 々 が そ れ ぞ れ の ニ ー

ズ に も と づ い て 報 告 書 を 利 用 し 、 環 境 情 報 を

意 思 決 定 の 際 の 判 断 資 料 と し 、 企 業 の モ ニ タ

リ ン グ 目 的 で 使 用 す る こ と を 考 慮 す る 必 要 が

あ る 。 こ れ は 一 つ 、 大 事 な 点 と な っ て く る の

で は な い だ ろ う か 。 媒 体 に し て も 、 内 容 に し

て も き め こ ま や か な 配 慮 が 大 事 で あ る 。 「 環

境 報 告 書 」 か ら 「 持 続 可 能 性 報 告 書 」 へ の 移



り 変 わ り は 上 記 の 様 な 流 れ を く ん だ 一 つ の 形

で あ る と も 言 え る 。  

 第 3 章 で 見 た よ う に 、 こ れ ま で の 環 境 報 告

書 の 課 題 は 、 少 し ず つ 克 服 さ れ つ つ あ る 。 企

業 独 自 の 取 り 組 み は 評 価 さ れ る べ き で あ る

が 、 や は り 一 方 で 、 比 較 可 能 な 開 示 内 容 の 共

通 化 、 ガ イ ド ラ イ ン の 統 一 し た 制 定 は 必 要 に

な っ て く る で あ ろ う 。 企 業 の 社 会 的 責 任 が 重

要 視 さ れ 、 社 会 か ら 企 業 へ の 眼 差 し が 厳 し い

も の に な っ て き た 今 日 、 こ れ ま で 以 上 に よ り

多 く の 企 業 が 環 境 へ の 取 り 組 み に 関 心 ・ 危 機

感 を 持 ち 、 環 境 情 報 の 開 示 、 環 境 報 告 書 （ 持

続 可 能 性 報 告 書 ） の 発 行 の レ ベ ル が 少 し ず つ

上 が っ て い け ば 、 自 ず と ガ イ ド ラ イ ン な ど そ

の 周 辺 の 制 度 ・ シ ス テ ム も 向 上 し て い く の で

は な い だ ろ う か 。 そ れ に 伴 っ て 、 報 告 書 の レ

ベ ル も 上 が っ て い く だ ろ う 。  

 「 理 想 的 な 環 境 情 報 開 示 の 姿 」 を 簡 単 に ま

と め て し ま う こ と は で き な い が 、 何 年 か の う

ち に 様 々 な 新 し い シ ス テ ム が 登 場 し 、 企 業

側 ・ 社 会 側 も 真 剣 に 考 え 、 真 剣 に 取 り 組 も う

と し て い る 。 互 い が 互 い を 高 め 合 い 、 巻 き 込

ん で い き 、 「 持 続 可 能 で 」 「 環 境 に 優 し い 」

社 会 の 仕 組 み が 構 築 さ れ て い く こ と を 私 は 期

待 し て い る 。 グ リ ー ン 調 達 や SRI 、 ISO な ど

の 最 近 の 社 会 へ の 浸 透 や 発 展 に 注 目 す れ ば 分

か る よ う に 、 実 際 、 環 境 に 関 す る 制 度 は 社 会

の 多 く の 人 々 に 認 識 さ れ 、 根 付 き つ つ あ る 。

環 境 情 報 の 開 示 が よ り 良 い 環 境 、 社 会 シ ス テ

ム を 生 み 出 す サ イ ク ル の 一 つ の 要 素 と し て 機



能 し 、 発 展 し て い く こ と を 願 っ て 、 こ の 論 文

を 終 え た い と 思 う 。  



資 料 Ⅰ  奪 わ れ し 未 来  序 文  

FOREWORD 

 

Vice President Al Gore  

January 22, 1996  
 

Last year I wrote a foreword to the thirtieth anniversary edition 

of Rachel Carson's classic work, Silent Spring. Little did I realize 

that I would so soon be writing a foreword to a book that is in 

many respects its sequel.  

 

Thanks to Rachel Carson's clarion call, we developed new and 

vital protections for the American public. Now Our Stolen Future 

raises questions just as profound as those Carson raised thirty 

years ago--questions for which we must seek answers.  

 

Silent Spring was an eloquent and urgent warning about the 

dangers posed by manmade pesticides. Carson not only 

described how persistent chemicals were contaminating the 

natural world, she documented how those chemicals were 

accumulating in our bodies. Since then, studies of human breast 

milk and body fat have confirmed the extent of our exposure. 

Human beings in such remote locations as Canada's far 

northern Baffin Island now carry traces of persistent synthetic 

chemicals in their bodies, including s uch notorious compounds 

as PCBs, DDT, and dioxin. Even worse, in the womb and 

through breast milk, mothers pass this chemical legacy on to 

the next generation.  

 

As Carson warned in one of her last speeches, this 



contamination has been an unprecedented experiment: "We are 

subjecting whole populations to exposure to chemicals which 

animal experiments have proved to be extremely poisonous 

and in many cases cumulati ve in their effects. These exposures 

now begin at or before birth and--unless we change our 

methods--will continue through the lifetime of those now living. 

No one knows what the results will be because we have no 

previous experience to guide us."  

 

We are only now beginning to understand the consequences of 

this contamination. Our Stolen Future takes up where Carson 

left off and reviews a large and growing body of scientific 

evidence linking synthetic chemicals to aberrant sexual 

development and b ehavioral and reproductive problems. 

Although much of the evidence these scientific studies review is 

for animal populations and ecological effects, there are 

important implications for human health as well.  

 

A decade ago, the ozone hole provided shocking evidence of the 

atmospheric effects of chlorofluorocarbons (CFCs). Last year, 

scientists declared that human activity is changing the earth's 

climate. Today, reports in leading medical journals point omino 

usly to hormone- disrupting chemicals' effects on our 

fertility--on our children.  

 

Our Stolen Future provides a vivid and readable account of 

emerging scientific research about how a wide range of 

manmade chemicals disrupt delicate hormone systems. These 

systems play a critical role in processes ranging from human 

sexual development to behavior, intelligence, and the 



functioning of the immune system.  

 

Although scientists are just beginning to explore the 

implications of this research, initial animal and human studies 

link these chemicals to myriad effects, including low sperm 

counts; infertility; genital deformities; hormonally triggered 

human cancers , such as those of the breast and prostate 

gland; neurological disorders in children, such as hyperactivity 

and deficits in attention; and developmental and reproductive 

problems in wildlife.  

 

The scientific case is still emerging, and our understanding of 

the nature and magnitude of this threat is bound to evolve as 

research advances. Moreover, because industrial chemicals 

have become a major sector of the global economy, any 

evidence linkin g them to serious ecological and human health 

problems is bound to generate controversy. However, it is clear 

that the body of scientific research underlying Our Stolen 

Future raises compelling and urgent questions that must be 

addressed.  

 

Responding to the mounting evidence, the National Academy of 

Sciences has established an expert panel to assess the threats. 

That is an important first step. We must also expand research 

efforts to learn more about how these chemicals may do their 

damage, to identify how many other synthetic chemicals 

possess such properties, and to discover the extent to which we 

and our children are exposed. We need to understand the often 

invisible damage they may cause. We must find out if there are 

ways to prote ct children, who appear to be at greatest risk for 



birth defects and developmental disorders from such 

hormonally active compounds. We need to explore further the 

links between effects on humans and those on wildlife.  

 

We can never construct a society that is completely free of risk. 

At a minimum, however, the American people have a right to 

know the substances to which they and their children are being 

exposed and to know everything that science can tell us about 

the hazards.  

 

It is now clear that we waited too long to ask the right 

questions about the CFCs that eventually attacked the ozone 

layer, and we are going too slow in addressing the threat of 

climate change. We certainly waited too long to ask the right 

questions abo ut PCBs, DDT, and other chemicals, now banned, 

that presented serious human health risks.  

 

Our Stolen Future is a critically important book that forces us to 

ask new questions about the synthetic chemicals that we have 

spread across this Earth. For the sake of our children and 

grandchildren, we must urgently seek the answers. All of have 

the right to know and an obligation to learn.  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 Ⅱ  ア ン ケ ー ト 結 果  

（ ア ン ケ ー ト を 依 頼 し た 企 業 の 要 請 に よ り 匿

名 と さ せ て い た だ い た 企 業 も あ り ま す ）  

 

－ ア ン ケ ー ト 項 目 －  

☆ 貴 社 の 環 境 へ の 取 り 組 み に つ い て  

① 環 境 に 対 す る 取 り 組 み を 貴 社 で は ど の 様 に

位 置 付 け ら れ て い ま す か ？ （ 例 え ば 、 利 益 な



ど と 比 較 し て 。 ど の 程 度 コ ス ト を か け る こ と

が 可 能 か 。 ）  

② ISO の 認 証 取 得 に 関 し て 。 ISO 認 証 を 取 得 す る

企 業 は 日 本 が 1 番 多 い と 聞 き ま す 。 そ も そ

も 、 取 得 す る 理 由 を お 聞 か せ 下 さ い 。 他 社 と

の 競 争 力 や 会 社 の イ メ ー ジ は ど の 程 度 関 係 し

て い る の で し ょ う か ？  

③ NPO ・ NGO の 存 在 、 連 携 等 は ど の 様 な 意 味

を 持 っ て い る と お 考 え で し ょ う か ？  

☆ 貴 社 の 環 境 報 告 書 に 関 し て  

④ 特 に 読 ん で い た だ き た い 部 分 は ど こ で し ょ

う か ？  

⑤ 特 徴 は ど う い っ た 点 に あ る と 考 え て い ら っ

し ゃ い ま す か ？  

⑥ 作 成 す る に あ た っ て 、 苦 労 さ れ た 点 、 困 難

だ っ た 部 分 は ど こ で し ょ う か ？  

⑦ 貴 社 の 考 え て い る 環 境 報 告 書 の 問 題 点 は ど

う い っ た 点 で あ る と 捉 え て い ら っ し ゃ い  

ま す か ？  

☆ 一 般 的 に 言 わ れ て い る 環 境 報 告 書 の 問 題 点

に つ い て  

⑧ 企 業 間 で の 比 較 が 難 し い と よ く 言 わ れ ま す

が 、 こ の 点 に 関 し て は ど の よ う に お 考 え  

で す か ？  

⑨ ネ ガ テ ィ ブ 情 報 が 少 な い と い う 点 も 一 般 的

に よ く 指 摘 さ れ て い る と 思 い ま す 。 こ の 点 に

関 し て は ど の よ う に お 考 え で す か ？  

 

＜ 某 飲 料 メ ー カ ー ＞  



① 特 に 、 例 題 の よ う な 規 定 は あ り ま せ ん が 、

Ｃ Ｏ ２ 削 減 な ど の 環 境 へ の 取 り 組 み は 、 そ の

活 動 自 体 が コ ス ト 削 減 に つ な が る も の が 多

く 、 両 面 を 考 え て 推 進 し て い る も の も 多 く あ

り ま す 。 ま た 、 そ の 他 の 活 動 に つ い て は 、 当

然 年 間 の 経 費 予 算 が 有 り 、 そ の 範 囲 内 で で き

る こ と を 選 択 し て 取 り 組 ん で い く こ と に な り

ま す 。  

② 今 は 、 ど こ の 企 業 で も Ｉ Ｓ Ｏ を 当 然 の よ う

に 取 得 し て お り 、 以 前 （ 90 年 代 ） ほ ど 取 得 の

メ リ ッ ト は 感 じ ら れ な く な っ て き て い る こ と

は 事 実 で し ょ う 。 環 境 経 営 推 進 の た め の ツ ー

ル の ひ と つ 、 と い う 位 置 付 け で し ょ う か ？ 取

得 す る こ と よ り も 、 形 骸 化 さ せ ず に 維 持 し て

い く こ と の ほ う が 重 要 だ と 思 い ま す 。  

③ 社 外 の 眼 を 取 り 入 れ 、 連 携 し て 活 動 し て い

く こ と は 、 活 動 が 企 業 の ひ と り よ が り に な ら

な い よ う に す る た め 、 不 可 欠 か と 思 い ま す 。

ま た 、 企 業 は ２ ～ ３ 年 で 環 境 の 担 当 が 替 わ っ

て し ま う の で 、 こ う い う 専 門 家 の 人 が 育 ち に

く く 、 そ の 意 味 で も Ｎ Ｐ Ｏ さ ん と の 連 携 は 必

要 と 考 え て い ま す 。  

④ 弊 社 商 品 の 消 費 者 の 皆 様 に 、 弊 社 が ど ん な

取 り 組 み を し て い る か を 知 っ て い た だ き た

い 。  

⑤ 読 み や す さ 、 わ か り や す さ を 追 求 し た 点 。  

⑥ 文 章 が 多 い と 読 み に く く な る が 、 あ ま り 削

る と 意 味 が わ か ら な く な る 。  

⑦ ガ イ ド ラ イ ン を 遵 守 す る こ と は 、 弊 社 の 報

告 書 の 読 み 手 に 想 定 し て い る 一 般 の 消 費 者 の



皆 様 に は 、 あ ま り 意 味 の な い こ と で は な い か

と 思 う 。  

⑧ も と も と の 環 境 負 荷 の 大 き い 自 動 車 会 社 、

エ ネ ル ギ ー 会 社 な ど と 弊 社 の よ う な 会 社 と

は 、 同 じ ガ イ ド ラ イ ン で は 計 り が た い 部 分 が

あ る と 思 う 。  

⑨ 確 か に そ う 思 う 。 で も 正 直 な 話 、 多 大 な 制

作 費 を 投 じ て ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 並 べ る こ と は

非 常 に 難 し い 。  

 

＜ 株 式 会 社 リ コ ー ＞  

① 環 境 綱 領 で も 明 言 し て お り ま す が 、 事 業 活

動 の 重 要 な 柱 の １ つ と 位 置 付 け て お り ま す 。  

② 企 業 に よ り 取 得 理 由 は 違 う と 思 い ま す 。  

弊 社 で は 、 グ ル ー プ 全 体 が 同 じ 考 え 方 、 仕 組

み で 環 境 活 動 を 推 進 す る た め の 基 盤 で あ る と

考 え て お り ま す 。 イ メ ー ジ と の 関 連 は わ か り

ま せ ん 。 取 得 し て い な い よ り は し て い る 方 が

イ メ ー ジ は 良 い だ ろ う と い う 程 度 で す 。  

③ 第 ３ 者 の 視 点 で 企 業 の 活 動 の 方 向 性 を 見 て

も ら う 事 が で き 、 環 境 保 全 活 動 、 社 会 貢 献 活

動 の ノ ウ ハ ウ を 提 供 し て も ら え る 存 在 で す 。  

④ も ち ろ ん 全 部 で す 。 が 、 あ え て 重 点 を 挙 げ

さ せ て 頂 く な ら ば 、 リ コ ー グ ル ー プ の 「 環 境

経 営 」 の 本 質 を ご 理 解 い た だ け る ペ ー ジ で

す 。  

具 体 的 に は 、 以 下 の 通 り で す 。  

１ ） 環 境 経 営 の ビ ジ ョ ン （ ｐ ｐ ． ３ － ４ ） …

経 営 ト ッ プ の コ ミ ッ ト メ ン ト と し て  



２ ） サ ス テ ナ ビ リ テ ィ チ ャ ー ト （ ｐ ｐ ． ７ －

８ ）  

３ ） 地 球 環 境 と 社 会 と の 関 係 （ Ｔ ｈ ｒ ｅ ｅ  

Ｐ ’ ｓ  Ｂ ａ ｌ ａ ｎ ｃ ｅ ） （ ｐ ｐ ． ９ － １

０ ）  

４ ） 社 会 と 事 業 と の 関 係 （ コ メ ッ ト サ ー ク

ル ） （ ｐ ｐ ． １ １ － １ ２ ）  

５ ） ２ ０ ０ ２ 年 度 の ト ピ ッ ク ス （ ｐ ｐ ． １ ５

－ ２ １ ） … ネ ガ テ ィ ブ 情 報 含 む  

６ ） 環 境 会 計 （ ｐ ｐ ． ２ ７ － ３ ２ ）  

７ ） 環 境 行 動 計 画 と 成 果 （ ｐ ｐ ． ３ ３ － ３

４ ）  

⑤ 当 社 「 報 告 書 」 の キ ー ・ コ ン セ プ ト は 次 の

３ つ で す 。  

１ ） 環 境 経 営  

リ コ ー グ ル ー プ の 「 環 境 経 営 」 イ コ ー ル 「 地

球 環 境 保 全 と 経 済 的 価 値 創 出 の 同 時 実 現 」 を

意 味 し ま す 。 （ 環 境 経 営 の ビ ジ ョ ン 参 照 ）  

２ ） グ ロ ー バ ル な 活 動 と 報 告  

地 球 環 境 問 題 は １ 国 内 で の 活 動 で は 解 決 す る

こ と の で き な い 国 境 を 超 え た 問 題 で あ る こ と

か ら 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー （ 利 害 関 係 者 ） が 世

界 中 に 広 く 存 在 す る 。 こ の た め 、 事 業 を 行 う

各 国 で グ ロ ー バ ル な 環 境 保 全 活 動 を 行 い 、 報

告 も ま た グ ロ ー バ ル に 行 う 必 要 が あ る 。  

３ ） 環 境 会 計  

「 地 球 環 境 保 全 と 経 済 的 価 値 創 出 の 同 時 実

現 」 と い う か ら に は そ れ が 達 成 さ れ て い る か

否 か を 検 証 し な け れ ば な ら な い 。 そ の た め の

ツ ー ル と な る も の が 環 境 会 計 で あ る 。  



⑥ ・ 小 人 数 で の 作 成 （ マ ン パ ワ ー の 絶 対 的 不

足 ）  

・ 世 界 各 国 （ 欧 ・ 米 ・ 中 ・ ア ジ ア ・ 昨 年 は オ

セ ア ニ ア ） へ の 取 材  

・ パ フ ォ ー マ ン ス デ ー タ ー の 収 集 ・ 検 証  

・ 短 時 間 で 膨 大 な 量 の 文 章 を チ ェ ッ ク  

・ 株 主 総 会 （ ６ 月 下 旬 ） に 初 め て 配 布 す る こ

と を 目 指 し た 発 行 繰 り 上 げ （ ６ ／ ２ ５ 発 行 ）

（ 参 考 ： 一 昨 年 は ９ 月 末 、 昨 年 は ７ 月 末 発

行 ）  

⑦ ・ 読 者 タ ー ゲ ッ ト が 広 す ぎ て 、 テ ー マ が 発

散 し て い る 。 重 点 読 者 の 絞 込 み が 課 題 。 例 え

ば 読 者 層 に よ っ て 以 下 の 項 目 で い ず れ か を 選

ぶ か の 重 点 が 異 な っ て く る 。  

・ 状 況 も 価 値 観 も 異 な る 世 界 を 単 一 の 報 告 書

に 収 め る こ と （ 現 在 、 日 ・ 英 版 の 記 事 は 同 内

容 だ が 、 地 域 ご と の 特 色 が 出 し に く い ）  

・ 最 新 （ 新 規 ） の 活 動 を 報 告 す べ き か 、 従 来

か ら の 活 動 で も 依 然 レ ベ ル が 高 い も の は 掲 載

を 続 け る か  

・ 何 で も 載 っ て い る 厚 い レ ポ ー ト と 、 特 定 テ

ー マ に 絞 っ た ダ イ ジ ェ ス ト 版 、 及 び Ｗ ｅ ｂ  

ｓ ｉ ｔ ｅ と の 相 互 補 完 な ど 。  

⑧ 環 境 会 計 に つ い て は 統 一 フ ォ ー マ ッ ト が な

く 、 デ ー タ の 収 集 範 囲 ・ 集 計 方 法 ま ま ち ま ち

な た め 、 財 務 会 計 の よ う な 比 較 可 能 性 が 乏 し

い と い う の は そ の 通 り で す 。 し か し な が ら 財

務 会 計 に は 長 年 に 渡 る 実 務 の 蓄 積 の 中 か ら 経

験 の 蒸 留 が な さ れ 、 一 般 に 認 め ら れ た 会 計 原

則 が 形 成 さ れ ま し た 。  



最 も 恐 れ る の は 、 経 験 の 蒸 留 を 省 略 し て 、 上

か ら の 押 し 付 け で 「 頭 で 考 え た だ け の 基 準 」

が 強 制 的 に 適 用 さ れ る こ と で す 。 公 的 機 関 や

研 究 機 関 、 大 学 、 業 界 団 体 な ど  

が 緩 や か な ガ イ ド ラ イ ン を 示 し つ つ 、 各 社 が

創 意 工 夫 を す る 中 で 優 れ た も の が 生 き 残 っ て

い く べ き で あ る と 考 え ま す 。 こ れ に 対 し て 報

告 書 の 「 記 事 」 の 部 分 に つ い て は 企 業 ご と の

特 色 を 競 う こ と こ そ 実 務 の 生 命 と い う べ き で

す 。 各 企 業 の 環 境 報 告 書 が み な 有 価 証 券 報 告

書 の 様 に な る こ と が 最 も 比 較 可 能 性 が 高 い 良

い 状 態 だ と い う の で あ れ ば 別 で す が 、 こ れ に

は 賛 成 で き ま せ ん 。 （ そ う い う 意 見 を 聞 い た

こ と も あ り ま す が ）  

⑨ 企 業 に は 公 開 で き な い 情 報 も 当 然 に あ り ま

す 。  

Ｉ Ｒ （ イ ン ベ ス タ ー ・ リ レ ー シ ョ ン ズ ／ 投 資

家 向 け 広 報 ） の 世 界 で は 、 イ ン タ ビ ュ ー に 来

た ア ナ リ ス ト に 対 し て 「 そ れ は 公 表 し て お り

ま せ ん 」 と 答 え る の は デ ィ  

ス ク ロ ー ジ ャ ー ・ ポ リ シ ー と し て 誠 実 な 答 え

と 認 め ら れ て い ま す 。 一 方 、 た と え 都 合 の 悪

い 情 報 で あ っ て も 、 隠 し て お く こ と が 却 っ て

ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 関 係 を 損 な う も の と な

り 、 公 表 に よ っ て 良 好 な 関 係 を 築 け た 実 例 も

あ り ま す 。 ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 誤 解 や 憶 測 を 呼

ば な い よ う に 公 表 す る こ と は 難 し い こ と で す

が 、 可 能 な 限 り 公 表 す る こ と が 信 頼 を 得 る 道

で あ る と 考 え ま す 。 要 は 何 を ど こ ま で ど の よ

う に 公 表 す る か を ポ リ シ ー と し て 持 つ こ と 。



そ の 線 引 き は あ く ま で ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の

信 頼 関 係 を ベ ー ス に 決 め た も の で あ る こ と が

大 切 で す 。 ち な み に 「 リ コ ー グ ル ー プ 環 境 経

営 報 告 書 ２ ０ ０ ３ 」 で は 、 土 壌 ・ 地 下 水 汚 染

に 関 す る 詳 細 な 情 報 を 公 表 し て い ま す 。  

 

＜ 株 式 会 社 西 友 ＞  

① ・ 環 境 へ の 取 り 組 み は 企 業 の 責 務 で あ り 、

ど の 程 度 の コ ス ト な ど と は 言 え ま せ ん が 、 経

営 全 体 の 構 造 の 中 に 組 み 込 ん で 環 境 へ の 配 慮

を 戦 略 的 に と ら え て 捉 え て い く 必 要 が あ る と

考 え ま す 。  

② ・ 弊 社 で は １ ９ ９ ５ 年 に 環 境 自 主 行 動 計 画

「 西 友  エ コ ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ン 」 を 策 定 し

活 動 を し て お り ま し た が 、 各 部 ご と の 活 動 や

取 り 組 み 状 況 に 差 が あ り 、 目 標 の 達 成 度 や 活

動 の 把 握 へ の 不 備 不 足 が ご ざ い ま し た 。 そ こ

で 、 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 導 入 す る こ

と に よ り  

部 門 ご と の 活 動 を 引 き 上 げ 、 環 境 活 動 の 管 理

精 度 を あ げ る こ と で パ フ ォ ー マ ン ス を 向 上 さ

せ る こ と が 可 能 で あ る と 考 え ま し た 。 取 得 に

よ る 他 社 と の 競 争 力 ・ イ メ ー ジ の ア ッ プ も あ

り ま し た が 、 よ り 社 内 で の 効 果 （ 従 業 員 の 環

境 に 対 す る 意 識 が 向 上 し 環 境 活 動 が 全 社 レ ベ

ル で 活 性 化 さ れ る 。 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト が し

や す く な る 等 ）  

が 先 行 し て き た と 考 え ま す 。  

③ リ サ イ ク ル や 環 境 教 育 な ど の 分 野 で の ド ネ

ー シ ョ ン で は な く 協 働 ・ コ ラ ボ レ ー シ ョ ン と



い う 形 で お 互 い の 利 点 を い か し た 連 携 を 謀 っ

て 参 り た い と 考 え ま す 。  

④ ・ さ ま ざ ま な ス テ ー ク ホ ル ダ ー を 対 象 に し

て い る た め 、 特 に 読 ん で ほ し い と こ ろ と い う

の は 設 定 し て お り ま せ ん 。  

⑤ ・ 重 要 な ス テ ー ク ホ ル ダ ー と し て 店 に 来 て

い た だ け る お 客 様 を 考 え て い ま す の で 、 「 誰

に で も わ か り や す く 

読 み や す い も の に 」 と い う こ と に 意 を 砕 い て

い る 点 （ そ れ が ど こ ま で 実 現 し て い る か は 別

に し て ） と 、 お 客 様 の 視 点 で 、 興 味 を も た れ

て い る 商 品 の 安 全 性 な ど に つ い て も 説 明 し て

い る 点 。 ま た 、 環 境 報 告 と い う 部 分 で は 主

に 、 環 境 マ ネ ジ メ ン ト や 環 境 教 育 、 学 習 会 等

の 啓 発  

活 動 等 、 ソ フ ト 面 で の 報 告 が 多 い の が 特 徴 で

は な い で し ょ う か  

⑥ ・ サ ス テ ナ ビ リ テ ィ ・ レ ポ ー ト に 内 容 を 変

更 し 、 取 材 ・ 情 報 収 集 す べ き 部 門 が 社 内 に 広

が り よ り 労 力 が か か る よ う に な り ま し た 。  

⑦ ・ バ ウ ン ダ リ の 問 題 で す 。 ISO14001 認 証 範 囲

は 元 の ㈱ 西 友 で あ り ま す 、 ㈱ 西 友 、 ㈱ 北 海 道

西 友 、 ㈱ 九 州 西 友  

に 限 ら れ て い る の で す が 、 財 務 情 報 、 人 事 情

報 等 に お い て は 違 う バ ウ ン ダ リ で 報 告 し て お

り 、 い ず れ も 情 報 ソ ー ス が 一 元 化 さ れ て い な

い た め に 起 こ っ て い ま す 。  

今 後 報 告 範 囲 も 子 会 社 、 グ ル ー プ 会 社 へ と 拡

大 す る に あ た り 、 各 部 の 把 握 し て い る デ ー タ

ー の バ ウ ン ダ リ の 整 合 を と り 、 情 報 公 開 を 分



か り や す く し て い く 必 要 が あ る と 考 え て お り

ま す 。  

⑧ ・ 行 政 の 委 員 会 等 で 、 隋 時 新 し い 情 報 が 企

業 に も 決 定 ・ 伝 達 さ れ ま す 。 情 報 公 開 ス タ ン

ス に つ い て も 、 会 計 や 効 率 指 標 等 に お い て

も 、 そ の 情 報 を 利 用 し て 、 先 進 企 業 が イ ニ シ

ア チ ブ を と っ て 、 同 業 他 社 と 連 動 し 、 情 報 開

始 す る こ と が 重 要 だ と 考 え ま す 。 し か し 、 全

社 か ら の 数 字 の 集 め 方 １ つ を と っ て も 事 業 規

模 、 シ ス テ ム や 情 報 の 精 度 に 差 が あ り 、 企 業

間 で 数 値 を 比 較 す る の は 難 し い の が 現 状 で

す 。  

⑨ ・ 弊 社 レ ポ ー ト に お い て も 、 ネ ガ テ ィ ブ 情

報 を 掲 載 し て い る 箇 所 が 多 数 あ り ま す 。 社 内

で ネ ガ テ ィ ブ 情 報 の 出 し 方 に つ い て の 議 論 は

あ り ま し た が 、 ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 公 開 す る こ

と に つ い て の 反 対 は あ り ま せ ん で し た 。 今 後

CO2 の 削 減 等 、 議 論 が フ ォ ー カ ス さ れ て く る

と 、 ネ ガ テ ィ ブ だ か ら パ フ ォ ー マ ン ス を 公 開

し な い と い う ス タ ン ス で は な く 、 今 後 は そ れ

を ど の よ う に ス テ ー ク ホ ル ダ ー と コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン す る か と い う の が 大 事 に な っ て い く

の で は な い で し ょ う か 。  

 

＜ 株 式 会 社 損 保 ジ ャ パ ン ＞  

① 企 業 と し て 必 要 不 可 欠 な 取 り 組 み と 考 え 、

経 営 戦 略 の 一 つ に 位 置 づ け て い ま す 。  

② 下 記 リ リ ー ス を ご 参 照 く だ さ い 。 ９ ７ 年 当

時 当 社 の コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー が は じ め て Ｉ



Ｓ Ｏ を 取 得 し た と き に 発 表 し た も の で す 。 Ｉ

Ｓ Ｏ 取 得 の 理 由 が 書 い て あ り ま す 。  

③ 専 門 性 の 高 い Ｎ Ｐ Ｏ を 連 携 し な が ら 社 会 貢

献 活 動 を 行 う こ と に よ り 、 企 業 だ け で は 実 現

で き な い ミ ッ シ ョ ン を 達 成 で き る と 考 え て い

ま す 。 当 社 の 場 合 は 、 １ ９ ９ ３ 年 か ら 実 施 し

て い る 「 市 民 の た め の 環 境 公 開 講 座 」 が Ｎ Ｐ

Ｏ と の 連 携 の 原 点 と な っ て い ま す 。  

④ ト ッ プ メ ッ セ ー ジ 、 ハ イ ラ イ ト な ど で す 。  

⑤ ・ 組 織 体 制 の 整 備 （ Ｃ Ｓ Ｒ 専 門 窓 口 （ 社

会 ・ 環 境 室 ） の 設 置 ）  

・ レ ポ ー ト 作 成 横 断 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の 設

置  

・ 社 員 参 加 型 の 紙 面 づ く り  

・ パ フ ォ ー マ ン ス デ ー タ の 充 実 （ 社 会 面 も 含

め て ）  

・ ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 対 話 を 重 視  

の ５ つ で す 。 詳 細 は リ リ ー ス を ご 参 照 く だ さ

い 。  

⑥ ⑦ ・ 社 内 関 連 部 門 と の さ ら な る 連 携 と Ｃ Ｓ

Ｒ 情 報 の 発 信 ・ 浸 透 → ト ッ プ の イ ニ シ ア テ ィ

ブ → 社 内 の 理 解 者 づ く り  

・ 日 本 の 社 会 的 背 景 を 含 め た 情 報 発 信 → 他 社

と の 情 報 交 換 → 各 種 ガ イ ド ラ イ ン の 情 報 収 集

→ Ｓ Ｒ Ｉ 調 査 機 関 と の 対 話  

・ 双 方 向 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し て の

活 用 → ま ず 存 在 を 知 っ て も ら う （ 社 内 ・ 社

外 ） → ス テ イ ク ホ ル ダ ー が 求 め て い る 情 報 を

わ か り や す く 掲 載 す る  



⑧ ・ 企 業 間 比 較 は 発 展 途 上 だ と 思 い ま す 。 ま

ず は ひ と つ の 企 業 の 経 年 的 取 り 組 み を 比 較 ・

評 価 す る こ と が 大 切 で は ？  

⑨ ・ 最 近 は 企 業 側 も ポ シ テ ィ ブ な 面 も ネ ガ テ

ィ ブ な 面 も 含 め て 誠 実 な 情 報 開 示 を し よ う と

い う 姿 勢 が み ら れ る と 思 い ま す 。  

 

＜ 凸 版 印 刷 株 式 会 社 ＞  

① 優 先 的 に 設 備 投 資 を 行 っ て い る 。  

② 環 境 管 理 の 効 率 化 。 対 外 的 な 説 明 責 任 を 果

た す ツ － ル と し て の 役 割 も あ り 。  

③ 環 境 活 動 の 取 り 組 み 内 容 の 方 向 性 の 確 認 。

独 り よ が り に な ら な い よ う に 。  

④ 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動  

⑤ 環 境 に 配 慮 し て 印 刷 物 と な っ て い ま す 。  

⑥ 情 報 量 が 多 い た め 、 ペ ー ジ 数 が か さ む こ

と 。  

⑦ 読 者 層 の 特 定 が 難 し い 。  

⑧ ガ イ ド ラ イ ン の 位 置 付 け を 明 確 に す れ ば よ

い 。  

⑨ 定 義 の 明 確 化 。 本 当 に な い 場 合 も 。  

 

＜ ソ ニ ー 株 式 会 社 ＞  

① 地 球 環 境 保 全 は 21 世 紀 に お け る 人 類 の 最 も

重 要 な 課 題 の 一 つ で あ る と 認 識 し て い ま す 。

ソ ニ ー で は 経 済 と 環 境 が 両 立 で き る ビ ジ ネ ス

活 動 を 行 う べ く 、 「 環 境 効 率 」 の 向 上 を 目 指

し て い ま す 。  

② Ｉ Ｓ Ｏ １ ４ ０ ０ １ を 、 ソ ニ ー の 各 事 業 所 に

お け る 環 境 保 全 の た め の 基 本 的 な マ ネ ジ メ ン



ト シ ス テ ム と し て 位 置 づ け 、 活 動 の 結 果 を 評

価 し 、 継 続 的 改 善 を 推 進 す る た め 有 効 に 活 用

し て い ま す 。  

③ 環 境 負 荷 を 減 ら し 、 持 続 可 能 な 社 会 を 作 る

た め に は 、 国 、 地 方 公 共 団 体 、 Ｎ Ｇ Ｏ 、 市 民

の 方 々 と パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 持 つ こ と が 重 要

で す 。 Ｎ Ｇ Ｏ は そ れ ぞ れ 独 自 の 視 点 、 情 報 、

知 識 を 持 っ て お り ま す の で 、 ソ ニ ー に と っ て

も 学 ぶ 所 が 多 く あ り 、 双 方 で 良 い 結 果 を 得 る

関 係 を 構 築 し た い と 考 え て お り ま す 。 そ の た

め の 基 本 と な る の が 適 切 な 情 報 開 示 で あ り 、

環 境 情 報 の 適 切 な 開 示 を 基 に 、 環 境 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を 行 っ て お り ま す 。  

④ ト ッ プ メ ッ セ ー ジ と 環 境 効 率 改 善 に 向 け た

取 り 組 み 内 容 な ど  

⑤ 1994 年 よ り 数 回 に わ た り 発 行 し て き た 環 境

報 告 書 も 2001 年 度 か ら は 毎 年 発 行 し て お り 、

昨 年 度 は 「 社 会 ・ 環 境 報 告 書 」 の 表 題 に 改

め 、 ソ ニ ー と ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 方 々 と の か

か わ り に つ い て 内 容 を 拡 充 し ま し た 。 本 年 度

は 、 企 業 の 社 会 的 責 任 に 対 す る ア カ ウ ン タ ビ

リ テ ィ ー （ 説 明 責 任 ） の 重 要 性 を よ り 強 く 認

識 し 、 表 題 を 「 CSR レ ポ ー ト 」 と 改 め 、 CSR の 基

軸 と な る コ ン プ ラ イ ア ン ス 機 能 の 強 化 に 関 す

る 記 述 を 追 加 し て お り ま す 。 ま た 、 財 務 関 連

情 報 な ど 経 済 的 側 面 を 中 心 に 報 告 す る ア ニ ュ

ア ル レ ポ ー ト と 、 表 紙 デ ザ イ ン を 初 め て 統 一

す る こ と も 含 め 、 両 レ ポ ー ト の 補 完 性 を 高 め

て お り ま す 。  



⑥ ・ ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 皆 さ ん の ニ ー ズ を 十

分 に 把 握 す る こ と  

・ ま た ニ ー ズ を 把 握 し た 上 で 、 効 果 的 に コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 法 を 見 出 す こ と  

・ 限 ら れ た 紙 幅 の 中 で 、 グ ロ ー バ ル な 活 動 の

全 体 像 を 示 し つ つ 、 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 果

た す の に 適 切 な 情 報 を 選 定 す る こ と 。  

・ 必 要 な デ ー タ を 収 集 ・ 集 計 す る こ と  

⑦ 環 境 の デ ー タ を グ ロ ー バ ル に 集 め る こ と

は 、 手 間 も コ ス ト も か か り 大 変 な こ と で す

が 、 精 度 を 高 め て い く こ と は こ れ か ら の 課 題

と 考 え て お り ま す 。  

⑧ 環 境 デ ー タ を 厳 密 に 比 較 す る た め に は 、 報

告 の 対 象 範 囲 や 計 算 方 法 が 財 務 報 告 の よ う に

確 立 さ れ る さ れ る 必 要 が あ る と 思 い ま す 。 温

室 効 果 ガ ス に つ い て は 、 WRI と WBCSD が 共 同 で 作

成 し た GHG プ ロ ト コ ル の よ う な も の も で き は

じ め て い ま す し 、 PRTR 制 度 も 開 始 さ れ ま し

た 。 今 後 は 改 善 さ れ て い く の で は な い で し ょ

う か 。  

⑨ 重 大 な 内 容 に つ い て は 、 た と え ネ ガ テ ィ ブ

な 情 報 で あ っ て も 開 示 す る べ き と 考 え て お り

ま す 。  

 

＜ 株 式 会 社 フ ァ ミ リ ー マ ー ト ＞  

① 環 境 対 策 は 収 益 の 構 造 改 革 に 結 び つ く も の

で な く て は な ら な い と 考 え ま す 。 企 業 の 環 境

対 策 に 取 り 組 み 、 環 境 保 全 活 動 を 推 進 す る こ

と は 、 業 務 の 改 善 ・ コ ス ト 構 造 の 改 革 に 通

じ 、 そ し て 収 益 に つ な が る も の と 考 え ま す 。



「 環 境 経 営 」 の 取 り 組 み を 一 層 推 し 進 め 、 環

境 意 識 の さ ら な る 向 上 と 企 業 体 質 の 改 善 を め

ざ し て い き た い と 考 え ま す 。  

② コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア に と っ て 、 お 客 さ ま

や 地 域 社 会 の 皆 さ ま か ら の 「 信 頼 」 が な け れ

ば こ れ か ら の 持 続 可 能 な 発 展 は あ り ま せ ん 。

株 式 会 社 フ ァ ミ リ ー マ ー ト の 全 店 舗 （ 加 盟

店 ・ 直 営 店 の す べ て ） と 本 部 の 全 事 業 所 を 対

象 と し て 、 １ ９ ９ ９ 年 ３ 月 に 環 境 管 理 の 国 際

規 格 で あ る Ｉ Ｓ Ｏ １ ４ ０ ０ １ の 認 証 を 取 得

し 、 適 切 な 環 境 管 理 体 制 の 下 で 環 境 保 全 活 動

に 取 り 組 む こ と は 「 信 頼 」 さ れ る コ ン ビ ニ エ

ン ス ス ト ア を め ざ す こ と に つ な が る も の 考 え

ま す 。  

③ 環 境 保 全 活 動 に 取 り 組 む Ｎ Ｐ Ｏ ・ Ｎ Ｇ Ｏ の

皆 さ ま と 企 業 の 担 当 者 が 環 境 問 題 に つ い て 、

そ れ ぞ れ の 立 場 で 環 境 に 配 慮 し た 活 動 を 推 進

し 、 共 同 で よ り よ い 社 会 を 築 い て い こ う と す

る 取 り 組 み が 広 が っ て い ま す 。 Ｎ Ｇ Ｏ ・ Ｎ Ｐ

Ｏ の 皆 さ ま の ご 指 摘 や ご 意 見 は 企 業 の 進 む べ

き 方 向 性 を 判 断 す る 上 で 大 変 参 考 に な り ま す

の で 、 こ れ か ら も 真 摯 に 受 け 止 め 、 連 携 を 考

え て い き た い と 思 い ま す 。  

④ 今 回 の 環 境 報 告 書 か ら 持 続 可 能 性 報 告 を め

ざ し た 内 容 と し 、 「 環 境 報 告 」 の 他 に 「 経 済

的 な 側 面 」 、 「 社 会 的 な 責 任 」 に つ い て も 報

告 し て い ま す 。 さ ら に 、 今 ま で よ り も 分 か り

や す い 環 境 報 告 書 を め ざ し て 、 新 た な 事 項 を

追 加 し ま し た 。  



⑤ 一 般 の お 客 さ ま を 想 定 読 者 と し て 、 よ り 分

か り や す い 環 境 報 告 書 づ く り を め ざ し て い ま

す 。 お 客 さ ま が フ ァ ミ リ ー マ ー ト 店 舗 に い ら

っ し ゃ っ た 場 面 を 想 定 し て 、 店 舗 全 体 の イ ラ

ス ト 上 で 環 境 へ の 取 り 組 み を 紹 介 し た ２ ３ ～

２ ４ ペ ー ジ の 図 は 、 大 変 分 か り や す い と 好 評

を 得 て い ま す 。  

⑥ 前 年 の 環 境 報 告 書 よ り も 報 告 す る 範 囲 を 広

げ 、 経 済 的 な 側 面 、 社 会 的 な 責 任 に つ い て 、

さ ら に 詳 し く 掲 載 し ま し た の で 、 デ ー タ や 資

料 を 収 集 す る た め に 多 く の 時 間 を 使 い ま し

た 。  

⑦ 事 業 活 動 に 伴 う 環 境 へ の 影 響 に つ い て 、 数

値 集 計 の 精 度 は 大 分 高 ま っ て は き ま し た が 、

未 だ に 把 握 し き れ て い な い も の が あ り ま す 。

お 取 引 先 に ご 協 力 を い た だ い て い る 事 項 な

ど 、 さ ら に 範 囲 を 広 く 捉 え て い く こ と が 今 後

の 課 題 で あ る と 考 え ま す 。  

⑧ 企 業 が 環 境 報 告 書 の 発 行 に 本 格 的 に 取 り 組

み は じ め た の は １ ９ ９ ９ 年 頃 の こ と で す 。 従

っ て 、 ま だ 数 年 し か 経 っ て い ま せ ん の で 、 環

境 報 告 書 の 歴 史 は 浅 く 、 各 企 業 が そ れ ぞ れ 独

自 に 工 夫 を 凝 ら し な が ら 発 展 途 上 の 段 階 に あ

る も の と 考 え ま す 。 当 初 は ほ と ん ど の 企 業 が

環 境 報 告 書 の 名 称 で 発 行 し て い ま し た が 、 最

近 は サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 報 告 、 環 境 経 営 報 告 を

め ざ す 企 業 も 現 れ て い ま す 。 業 種 に よ っ て 環

境 関 連 の 法 規 制 が 異 な り ま す し 、 環 境 活 動 の

取 り 組 み の 方 向 性 も 違 い ま す の で 、 企 業 間 比



較 が 可 能 と な る の は 今 暫 く 時 間 が か か る も の

と 思 わ れ ま す 。  

⑨ 企 業 の コ ン プ ラ イ ア ン ス （ 法 令 遵 守 ） の 取

り 組 み は 従 来 と 比 較 し て 、 随 分 と 進 ん で 参 り

ま し た 。 Ｃ Ｓ Ｒ や コ ン プ ラ イ ア ン ス に 関 す る

専 門 部 署 を 設 置 す る 企 業 も 見 ら れ ま す 。 当 社

も ２ ０ ０ ３ 年 ９ 月 に コ ン プ ラ イ ア ン ス 推 進 グ

ル ー プ を 設 置 し て お り ま す 。 環 境 報 告 書 は 企

業 の コ ン プ ラ イ ア ン ス を は じ め と し て 、 環 境

へ の 取 り 組 み 、 社 会 的 な 責 任 に 関 し て 、 社 外

に 真 摯 に 報 告 す る も の で す 。 こ れ か ら は ネ ガ

テ ィ ブ 情 報 の 記 載 が よ り 一 層 増 え て い く も の

と 思 わ れ ま す 。  

 

＜ 大 成 建 設 株 式 会 社 ＞  

① 環 境 経 営 の 立 場 か ら 、 環 境 を 重 要 課 題 と 位

置 付 け 、 環 境 方 針 に 沿 っ た 環 境 保 全 活 動 を 積

極 的 に 行 っ て い る 。  

② 日 本 の 企 業 は 企 業 間 の 比 較 に よ る 競 争 、 企

業 イ メ ー ジ の 向 上 と い う 目 的 も さ る こ と な が

ら 、 環 境 と い う 目 に 見 え な い 問 題 を 、 目 に 見

え る 形 に 持 っ て い き た か っ た の だ と 思 う 。 建

設 業 の 場 合 は 数 多 く の 作 業 所 や 協 力 業 者 を シ

ス テ ム 的 、 組 織 的 に 運 営 、 管 理 で き る 手 法 と

し て 導 入 し た ケ ー ス も 多 い と 思 う 。  

③ 環 境 の 場 合 、 各 々 性 格 の 違 う 、 多 く の 利 害

関 係 者 が 存 在 す る 中 、 各 グ ル ー プ ご と の 主 張

や 要 求 、 行 動 と い っ た も の を ま と め て い く と

い う 意 味 で 、 NPO ・ NGO と の 連 携 は 意 義 が あ

る 。  



④ 前 半 で 概 略 を 、 後 半 で 詳 細 説 明 を 行 っ て い

る 。 さ ら に 、 今 回 は 始 め に ト ピ ッ ク ス を も っ

て き て 、 作 業 所 レ ポ ー ト を つ け 、 建 設 業 に 親

し み を も っ て も ら い た い と 考 え た 。  

⑤ 建 設 業 は 一 般 の 人 に な じ み が な い と 思 わ れ

る の で 、 作 業 所 レ ポ ー ト を 載 せ 、 業 態 の 説 明

を 行 い 、 さ ら に ス テ ー ク ホ ル ダ ー ミ ー テ ィ ン

グ に お い て も 、 一 般 の 学 生 さ ん に 建 築 ・ 土 木

の 作 業 所 見 学 の 後 、 ミ ー テ ィ ン グ を 行 っ た 。  

⑥ メ ー カ ー と 違 い 、 建 設 業 （ 当 社 ） の 場 合 、

作 業 所 数 が 千 数 百 、 主 要 な 協 力 業 者 だ け で も

数 千 、 使 用 部 品 １ ０ 万 点 ～ １ ０ ０ 点 に も 及

び 、 し か も 完 成 品 は 全 て 特 注 品 で あ り 、 定 量

的 な 把 握 が 非 常 に 困 難 で あ る 。  

⑦ 利 害 関 係 者 が 多 岐 に わ た り 、 読 者 層 の 絞 込

み が 困 難 。 内 容 も 多 岐 に わ た り 、 専 門 的 知 識

を 要 し 、 時 間 と コ ス ト が か か る 。  

⑧ 業 界 ご と の ガ イ ド ラ イ ン 、 及 び 第 ３ 者 や ス

テ ー ク ホ ル ダ ー に よ る 検 証 が 必 要 で あ る 。  

⑨ ネ ガ テ ィ ブ 情 報 の 開 示 は リ ス ク が 伴 い 、 簡

単 に は 出 せ な い 場 合 が 多 い 。 自 社 の み な ら

ず 、 第 ３ 者 に 迷 惑 が か か る こ と も あ る 。  

 

＜ 某 電 機 メ ー カ ー ＞  

① 経 営 理 念 の 一 つ で あ る 「 私 た ち が 大 切 に す

る こ と 」 の 2 番 目 に 「 環 境 」 を 位 置 づ け て い

ま す 。 ま た 、 現 在 で は 、 環 境 改 善 を 実 現 す る

と 環 境 負 荷 が 削 減 さ れ る と 同 時 に 、 商 品 性

能 、 生 産 性 や コ ス ト 低 減 な ど に 結 び つ い て き

て い ま す 。  



② 環 境 基 本 戦 略 に 基 づ く 環 境 経 営 基 盤 整 備 の

一 環 と し て ISO14001 の 取 得 に 取 り 組 ん で い ま

す 。 他 社 と の 競 争 力 に つ い て は 、 ほ と ん ど の

会 社 が 取 得 を し て い る の で 表 面 的 に は 一 緒 。

し か し 、 取 り 組 み 内 容 や 顧 客 へ の 展 開 方 法 に  

に よ っ て 、 大 き な 差 に な る も の と 思 わ れ ま

す 。  

③ 社 会 を 形 成 す る 多 様 な ス テ ー ル ホ ル ダ ー と

企 業 が 、 様 々 な 形 で 手 を 携 え て い か な け れ

ば 、 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 は 困 難 で は な い で

し ょ う か 。  

④ 特 に 「 こ こ 」 と い っ た 箇 所 は あ り ま せ ん 。

報 告 書 全 体 の 構 成 か ら 、 当 社 が 「 企 業 の 社 会

に 対 す る 責 任 」 に つ い て 、 バ ラ ン ス の よ い 経

営 を 目 指 し て い る 総 合 的 な 視 点 を ご 理 解 く だ

さ い 。  

⑤ ④ に 同 じ  

⑥ 今 年 度 よ り い わ ゆ る サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 報 告

書 を 指 向 し 、 「 社 会 ・ 環 境 報 告 書 」 と し て 編

集 し た が 、 社 会 性 項 目 の 採 択 ・ 表 現 方 法 に つ

い て の 社 内 合 意 形 成 に 、 時 間 を 要 し ま し た 。  

⑦ 発 行 ま で に 時 間 が か か り す ぎ る 。 網 羅 性 を

優 先 す る と 内 容 が 複 雑 に な り 、 シ ン プ ル に す

る と 、 情 報 不 足 に な る 。 報 告 書 の み で は 多 様

な 読 者 の 要 求 に 応 え る こ と  

難 し い 。  

⑧ 基 本 的 に は 、 各 企 業 の 考 え 方 に 基 づ い て 報

告 が さ れ る べ き で 、 比 較 容 易 性 の た め の 安 易

な 標 準 化 は 、 望 ま し く は な い と 考 え ま す 。 但

し 、 環 境 省 ガ イ ド ラ イ ン な ど で 、 必 須 項 目 の



絞 込 み と 表 示 方 法 の 標 準 化 が 提 示 さ れ る こ と

も 必 要 か と 考 え ま す  

⑨ 当 社 は 、 情 報 は 原 則 開 示 の 基 本 方 針 で 、 ス

テ ー ク ホ ル ダ ー に ネ ガ テ ィ ブ 情 報 も 積 極 的 に

公 開 し て い ま す 。 但 し 、 情 報 の 開 示 範 囲 は 、

各 社 の 方 針 に よ っ て 決 定 さ れ る も の で 、 ネ ガ

テ ィ ブ 情 報 の 開 示 が 、 必 ず し も そ の 企 業 の 公

明 性 を 表 す も の で は な い と 考 え ま す 。  

 

＜ 某 電 機 メ ー カ ー ＞  

① 経 営 に お け る 最 重 要 課 題 と 位 置 づ け 、 専 門

の 組 織 を 設 置 し 、 全 社 を あ げ て 取 り 組 ん で い

ま す 。  

② 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 構 築 の た め の ツ

ー ル と し て 、 ISO を 活 用 し て い ま す 。 他 社 と の

競 争 力 と い う 点 で は 、 グ リ ー ン 調 達 の 一 項 目

と さ れ て い る こ と が 多 い た め 、 有 効 で あ る と

考 え ま す 。  

③ 弊 社 で は 、 現 在 の と こ ろ NPO ・ NGO と の 連

携 は と っ て お り ま せ ん 。 検 討 中 の 事 項 で す 。  

④ ⑤ 当 社 の 基 本 姿 勢 及 び 商 品 を 特 集 し て い る

下 記 ペ ー ジ で す 。   

「 人 と 地 球 へ の メ ッ セ ー ジ 」 ・ ・ ・ 3 ～ 4 ペ

ー ジ   

「 環 境 に 対 す る 基 本 姿 勢 」 ・ ・ ・ 9 ～ 10 ペ ー

ジ   

「 創 エ ネ 商 品 」 「 省 エ ネ ・ 省 資 源 化 商 品 」

「 清 潔 な 生 活 環 境 を つ く る 商 品 」 ・ ・ ・ 21 ～

26 ペ ー ジ  



⑥ 幅 広 い 読 者 層 に わ か り や す く 情 報 を お 伝 え

す る こ と で す 。  

⑦ 企 業 間 の 比 較 が で き な い こ と で す 。  

⑧ バ ウ ン ダ リ ー が 統 一 さ れ て お ら ず 、 ま た 明

確 に 表 示 さ れ て い な い 企 業 も あ り 、 各 社 バ ラ

バ ラ な 状 態 で は 比 較 が で き な い と 思 い ま す 。

統 一 ル ー ル が 必 要 で あ る と 思 い ま す 。  

⑨ 弊 社 で は 、 ネ ガ テ ィ ブ 情 報 も 隠 さ ず 報 告 し

て お り ま す 。 ネ ガ テ ィ ブ 情 報 こ そ 、 き ち ん と

掲 載 し 、 そ の 対 処 方 法 を ご 理 解 し て 頂 く 必 要

が あ る と 思 っ て お り ま す 。  

 

＜ 富 士 通 株 式 会 社 ＞  

① 経 営 上 の 最 重 要 課 題 の 一 つ と し て 位 置 づ け

て お り ま す 。 環 境 取 り 組 み は コ ス ト が か か る

の み で は な く 、 省 エ ネ ル ギ ー 、 廃 棄 物 削 減 等

コ ス ト 削 減 に も つ な が る も の と 考 え て お り ま

す 。  

② 環 境 へ の 負 荷 を 継 続 的 に 低 減 し て い く こ

と 、 環 境 汚 染 を 未 然 に 防 止 す る こ と 、 従 業 員

の 環 境 意 識 を 高 め る こ と が 目 的 で す 。  

③ NGO の 皆 さ ん は 、 企 業 内 で は な か な か 気 づ

か な い よ う な 「 消 費 者 」 と し て の 観 点 か ら の

意 見 を 提 供 し て 下 さ い ま す の で 、 今 後 と も 積

極 的 に 連 携 し て い き た い と 存 じ ま す 。  

④ す べ て の ペ ー ジ に お き ま し て 、 当 社 の サ ス

テ ナ ビ リ テ ィ に 関 す る 取 り 組 み を 余 す と こ ろ

な く 紹 介 し て お り ま す 。 従 っ て 、 す べ て の ペ

ー ジ が 重 要 で あ り ま す の で 、  



「 特 に 読 ん で い た だ き た い 部 分 」 と い も の は

存 在 し て お り ま せ ん 。  

⑤ 本 年 か ら 、 従 来 の 環 境 的 側 面 に 加 え 、 経 済

的 側 面 、 社 会 的 側 面 も 加 え た サ ス テ ナ ビ リ テ

ィ 報 告 書 と し て 作 成 し 、 当 社 の 目 指 す べ き サ

ス テ ナ ビ リ テ ィ 像 を 盛 り 込 み  

ま し た 。  

⑥ 新 た な 要 素 を 盛 り 込 み ま し た た め 、 デ ー タ

の 収 集 等 部 門 間 の 調 整 に 工 数 が か か り ま し

た 。  

⑦ 環 境 省 ガ イ ド ラ イ ン ・ GRI ガ イ ド ラ イ ン 等 の

誕 生 で 環 境 報 告 書 に 盛 り 込 む 内 容 が 明 確 化 さ

れ た 反 面 、 各 社 と も 一 律 な 内 容 の 報 告 書 と な

り 各 社 の 特 色 が 反 映 さ れ な く な っ た こ と 、 コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 対 象 が 専 門 家 な の か 一 般

な の か 不 明 な 報 告 書 が 増 え た こ と 、 等 が 考 え

ら れ る と 考 え ま す 。  

⑧ 業 種 ・ 業 態 、 各 社 の 環 境 活 動 の 重 点 項 目 は

全 て 異 な り ま す の で 、 企 業 間 比 較 と い う も の

は あ ま り 意 味 が 無 い の で は な い か と 考 え て お

り ま す 。  

⑨ 各 社 と も ネ ガ テ ィ ブ 情 報 で も 積 極 的 に 開 示

さ れ て お ら れ る と 思 い ま す 。 当 社 も た と え ネ

ガ テ ィ ブ 情 報 で あ っ て も 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー

に 積 極 的 に 開 示 し て い く べ き だ と 考 え て お

り 、 も し ネ ガ テ ィ ブ 情 報 が あ れ ば 報 告 書 に 記

載 し て い き ま す 。  

 

＜ 某 電 機 メ ー カ ー ＞  



① 企 業 経 営 に お け る 最 重 要 課 題 の ひ と つ と 考

え て い ま す 。 ど こ ま で コ ス ト を か け る の か に

つ い て 基 準 は あ り ま せ ん 。 ケ ー ス バ イ ケ ー ス

で す が 、 達 成 す べ き 目 標 に 対 し て は 必 要 な 投

資 を 行 っ て い ま す 。  

② 環 境 活 動 を 企 業 活 動 の 仕 組 み の う え で 着 実

に 進 め る た め 。  

③ 当 社 で は 現 時 点 に お い て 、 原 則 と し て

NGO ・ NPO と の 連 携 は 行 っ て い ま せ ん 。 広 い

意 味 で の NPO （ つ ま り 利 益 追 求 を 目 的 と し な

い 団 体 ） と の 連 携 は い く つ か 行 っ て い ま す 。

こ れ は 、 NGO ・ NPO と 連 携 す る 必 要 が な い と

考 え て い る わ け で は な く 、 ど う い っ た 団 体 と

連 携 す る こ と が よ い の か 、 そ の こ と に つ い て

の 会 社 と し て の 判 断 基 準 が 明 確 で な い こ と に

よ り ま す 。 今 後 は 、 社 会 に お け る 企 業 の 存 在

に 対 し て 建 設 的 な 提 言 や 分 析 能 力 を 持 っ た  

NGO ・ NPO と の 連 携 を 進 め て い く こ と を 考 え

て い ま す 。  

NGO ・ NPO の 存 在 に つ い て は 、 今 後 の 社 会 に

お い て 、 ひ と つ の セ ク タ ー を 形 成 す る 重 要 な

存 在 だ と 考 え ま す 。  

④ 特 集 。 世 界 連 結 で の デ ー タ 。  

⑤ 世 界 連 結 で の デ ー タ を 掲 載 し た こ と 。  

⑥ い か に わ か り や す く 情 報 を 表 現 す る か 。  

⑦ 記 載 内 容 の 正 確 さ 、 詳 細 性 な ど と 、 読 者 に

対 し て の わ か り や す さ は な か な か 両 立 し な い

こ と 。  

⑧ 報 告 書 が 、 企 業 間 で の 比 較 が 可 能 な も の で

あ る べ き か ど う か 、 ま ず そ の 点 を 考 え る 必 要



が あ る 。 報 告 書 は 企 業 が 自 ら の 姿 を 伝 え る た

め の 手 段 の ひ と つ で あ り 、 ま だ 各 社 か ら 発 行

が 始 ま っ た ば か り の も の で あ る 。 独 自 性 を 尊

重 し 、 各 社 の 自 己 表 現 の 工 夫 を 促 す 段 階 に あ

る の で は な い か 。 ま ず は 報 告 書 そ の も の の 普

及 を 優 先 さ せ て い け ば 、 お の ず か ら 望 ま れ る

報 告 書 の ス タ イ ル が 淘 汰 さ れ て い く も の と 思

う 。 環 境 デ ー タ に 関 し て 、 主 体 者 間 の 比 較 で

き る よ う な も の と す べ き も の に つ い て は 、 環

境 報 告 書 と は 関 係 な く 、 法 律 な り 、 規 格 な り

で 明 確 に 定 義 す べ き と 考 え る 。  

⑨ ネ ガ テ ィ ブ 情 報 も き ち ん と 報 告 す べ き で あ

る 。  

 

＜ 某 エ ネ ル ギ ー 関 連 会 社 ＞  

① 環 境 に 対 す る 取 り 組 み は 企 業 の 社 会 的 責 任

の 一 環 と し て 捉 え て お り 、 企 業 存 立 の 基 本 的

条 件 と し て 位 置 付 け て い ま す 。 ど の 程 度 の コ

ス ト を か け る か は 、 環 境 負 荷 の 多 さ と 重 大 性

に よ っ て 異 な る た め 、 一 概 に は 言 え ま せ ん 。

弊 社 は 、 環 境 会 計 や 環 境 経 営 指 標 を 導 入 し 、

効 率 的 な 環 境 活 動 を 行 う よ う 努 力 し て い る と

こ ろ で す 。  

② 環 境 経 営 の 一 環 と し て 、 環 境 活 動 を 事 業 活

動 の 中 に 組 み 入 れ て い く ツ ー ル と し て 導 入 し

て い ま す 。 ま た ISO の 規 格 に 沿 っ て 活 動 す る こ

と に よ り 統 一 的 な 環 境 活 動 の 遂 行 が 可 能 と な

り 、 着 実 な 成 果 が 期 待 で き ま す 。 官 公 庁 を は

じ め と し て 取 引 条 件 の ひ と つ に な り つ つ あ る

こ と も 理 由 の ひ と つ で す 。  



③ 環 境 活 動 を 自 社 本 位 の 考 え 方 の み で 推 進 す

る の で は な く 、 多 様 な ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 考

え 方 を 参 考 に し な が ら 推 進 し て い く と い う 観

点 か ら 重 要 と 考 え て い ま す 。   

④ 社 長 、 副 社 長 の コ ミ ッ ト メ ン ト ／ 環 境 会

計 ・ 環 境 経 営 指 標 ／ 中 長 期 目 標 社 内 で の Ｃ Ｏ

２ 排 出 抑 制 ／ ガ ス 工 事 に お け る 掘 削 土 の 発 生

抑 制 と 再 生 利 用  

お 客 様 先 で の CO2 抑 制 活 動 ： 天 然 ガ ス コ ー ジ

ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム の 普 及 ／ ガ ス 機 器 ・

シ ス テ ム の 高 効 率 化 技 術 の 開 発 と 普 及 / 報 告

書 の 第 三 者 レ ビ ュ ー 。   

⑤ 全 体 を 、 環 境 経 営 ／ 環 境 行 動 ／ 社 会 行 動 に

大 き く 分 け て 、 体 系 だ っ た 報 告 書 に し ま し

た 。 環 境 経 営 で は 、 環 境 経 営 指 標 、 環 境 会

計 、 中 長 期 目 標 、 Ｉ Ｓ Ｏ な ど 環 境 経 営 の 軸 と

な る 内 容 を 記 載 、 ま た 環 境 行 動 に つ い て は 行

動 指 針 Ⅰ 、 Ⅱ 、 Ⅲ に 分 け て 内 容 を 詳 細 に 記 載

し ま し た 。 さ ら に 社 会 行 動 に つ い て は 、 ガ ス

事 業 者 と し て の 社 会 的 責 任 の 特 徴 を 反 映 さ

せ 、 ５ つ の 視 点 か ら 情 報 開 示 を 行 い ま し た 。

第 三 者 レ ビ ュ ー に つ い て は 専 門 家 の 意 見 と 50

人 ア ン ケ ー ト で 対 応 し ま し た 。 以 上 、 詳 細 は

環 境 社 会 行 動 レ ポ ー ト を 参 照 願 い ま す 。   

⑥ デ ー タ 収 集 ／ 社 会 性 報 告 に つ い て は 内 容 が

多 部 署 に ま た が る た め 、 報 告 内 容 の 調 整 と 記

事 収 集 に 苦 労 ／   

⑦ ① 環 境 省 や Ｇ Ｒ Ｉ の ガ イ ド ラ イ ン を 参 考 に

作 成 し て い る が 、 そ れ ら の ガ イ ド ラ イ ン に 従

う と ペ ー ジ 数 が 増 え る 一 方 に な る こ と 。 ② 数



多 い 環 境 ・ 社 会 行 動 デ ー タ お よ び 内 容 を 、 な

る べ く 判 り や す く 読 者 （ 特 に 一 般 の 方 々 ） に

伝 え る 工 夫 を ど の よ う に す る の か 。 ③ グ ル ー

プ と し て の 環 境 社 会 行 動 レ ポ ー ト を ど の よ う

に 構 成 す べ き か 。  

⑧ 環 境 へ の 影 響 度 合 い の 大 き い 化 学 物 質 の 排

出 等 を 除 く と 、 異 業 種 間 で の 数 値 デ ー タ の 比

較 は 、 ほ と ん ど 意 味 を 持 た な い よ う な 気 が し

ま す 。 売 上 高 や 従 業 員 数 な ど を 用 い て 原 単 位

比 較 も 出 来 ま す が 、 業 態 が 異 な れ ば 良 し 悪 し

の 判 断 は 出 来 ま せ ん 。 ま た 、 同 一 業 種 間 で も

集 計 範 囲 や 、 環 境 負 荷 を 集 計 す る と き の 計 算

基 礎 数 値 な ど を 統 一 す る 必 要 が あ る た め 、 か

な り 困 難 を 伴 う と 思 い ま す 。  こ の 対 策 と し

て は 難 し い で す が 、 同 一 業 種 で し っ か り と し

た 環 境 報 告 書 作 成 ガ イ ド ラ イ ン を 作 る 必 要 が

あ る と 思 い ま す 。  

⑨ 現 時 点 で は 、 ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 本 当 に 全 て

開 示 し て い る 企 業 は な い と 思 い ま す 。 そ も そ

も 、 ど こ ま で を 開 示 す べ き な の か 、 コ ン セ ン

サ ス が 得 ら れ て い な い の が 現 状 だ と 思 い ま

す 。 ま た 、 日 本 に お い て は ネ ガ テ ィ ブ 情 報 開

示 を 積 極 的 に 評 価 す る 社 会 的 な し く み ・ 風 土

も ま だ 醸 成 さ れ て い な い の で は な い で し ょ う

か 。 海 外 に お い て は こ の 点 は 進 ん で い る と 聞

き ま す が 、 本 当 に 全 て の 情 報 を 開 示 し て い る

の で し ょ う か 。 む し ろ 、 海 外 企 業 の ほ う が 株

主 か ら の 圧 力 が 強 い た め 、 出 せ る 情 報 を 極 力

絞 っ て 、 上 手 に Ｐ Ｒ し て い る と い う こ と は な

い の で し ょ う か 。  



 

＜ 株 式 会 社 サ ン ト リ ー ＞  

① 企 業 の 社 会 的 責 任 は 、 「 品 質 保 証 」 、 「 コ

ン プ ラ イ ア ン ス 」 、 「 環 境 保 全 」 の 三 つ の ボ

ト ム ラ イ ン に 基 く も の と 考 え て い ま す 。  

② 日 本 で の 取 得 件 数 が 世 界 中 の 半 分 を 超 え て

い る と 聞 い て い ま す 。 日 本 で の 環 境 意 識 の 高

ま り と 、 国 民 性 に よ る も の で は な い で し ょ う

か 。 今 で は 企 業 間 取 り 引 き の 条 件 に ま で な っ

て い る 場 合 が あ る よ う で す 。  

③ 様 々 な 立 場 か ら 環 境 を 考 え る た め に 必 要 な

存 在 だ と 考 え ま す 。 必 要 に 応 じ て 連 携 す る こ

と も 考 え ら れ る で し ょ う 。  

④ 全 部 で す が 、 敢 え て 挙 げ れ ば 品 質 保 証 、 エ

コ フ ァ ク ト リ ー 、 自 然 保 護 等 で し ょ う か 。  

⑤ 品 質 保 証 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス 、 第 三 者 意

見 、 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ ボ ー ド 等 の 記 載 で し ょ

う か 。  

⑥ Ｇ Ｒ Ｉ ガ イ ド ラ イ ン 等 で 環 境 報 告 書 に 要 求

さ れ る 記 載 項 目 が 増 え て い る た め 実 情 に 合 っ

た 項 目 の 選 択 に 苦 労 し ま し た 。  

⑦ ⑥ に 同 じ  

⑧ 特 に 異 業 種 間 で の 比 較 が 困 難 に 思 っ て い ま

す 。 将 来 的 に は 何 ら か の 指 標 が あ る べ き と 考

え ま す 。  

⑨ 弊 社 で は ネ ガ テ ィ ブ 情 報 に つ い て も 、 で き

る 限 り 記 載 す る よ う 努 力 し て お り ま す 。  

 

＜ ア ン ケ ー ト に ご 協 力 い た だ い た 各 社 担 当 部

署 及 び 担 当 者 の 方 ＞  



・ 株 式 会 社 リ コ ー  社 会 環 境 本 部  環 境 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 推 進 室  中 村 様  

・ 株 式 会 社 西 友  コ ー ポ レ ー ト ア フ ェ ア ー ズ  

社 会 環 境 グ ル ー プ  

・ 株 式 会 社 損 害 保 険 ジ ャ パ ン  コ ー ポ レ ー ト

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 企 画 部  社 会 ・ 環 境 室  

室 長 代 理  酒 井 様  

・ ソ ニ ー 株 式 会 社  環 境 ・ CSR 戦 略 グ ル ー プ  

橘 高 様  

・ 株 式 会 社 フ ァ ミ リ ー マ ー ト  お 客 様 相 談 室  

知 見 様  

・ 大 成 建 設 株 式 会 社  環 境 マ ネ ジ メ ン ト 部  

篠 原 様  

・ 富 士 通 株 式 会 社  環 境 本 部 SD 企 画 室 マ ネ ジ

メ ン ト 規 格 部  青 木 様  

・ サ ン ト リ ー 株 式 会 社  環 境 部  
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[w17] 株 式 会 社 損 害 保 険 ジ ャ パ ン ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.sompo-japan.co.jp/  

[w18] 株 式 会 社 竹 中 工 務 店  http://www.nec.co.jp/ 

[w19] 環 境 goo   http://eco.goo.ne.jp/ 

[w20] 環 境 省  http://www.env.go.jp/ 

[w21] 環 境 省 「 環 境 に や さ し い 企 業 行 動 調 査 結

果  平 成 １ ４ 年 度 」  

http://www.env.go.jp/policy/j-hiroba/kigyo/index.html  

[w22] 監 査 法 人 ト ー マ ツ  http://www.tohmatsu.co.jp/  



[w23] 麒 麟 麦 酒 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.kirin.co.jp/  

[w24] コ ク ヨ 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.kokuyo.co.jp/  

[w25] 松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.matsushita.co.jp/  

[w26] 三 菱 商 事 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.mitsubishicorp.com/jp/index.html  

[w27] 三 井 物 産 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.mitsui.co.jp/  

[w28] 日 本 電 気 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.nec.co.jp/ 

[w29] 日 本 ア イ ・ ビ ー ・ エ ム 株 式 会 社 ホ ー ム ペ

ー ジ  http://www.ibm.com/jp/  

[w30] 日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.nissay.co.jp/  

[w31] 日 産 自 動 車 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.nissan.co.jp/  

[w32] 大 阪 ガ ス グ ル ー プ ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.osakagas.co.jp/index.html  

[w33] セ イ コ ー エ プ ソ ン 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.epson.co.jp/  

[w34] 積 水 化 学 工 業 株 式 会 社  http://www.sekisui.co.jp/  

[w35] シ ャ ー プ 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.sharp.co.jp/  

[w36] ソ ニ ー 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.sony.co.jp/  

[w37] サ ン ト リ ー 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.suntory.co.jp/  

[w38] 大 成 建 設 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  



http://www.taisei.co.jp/  

[w39] 東 京 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.tokiomarine.co.jp/  

[w40] 東 京 電 力 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.tepco.co.jp/  

[w41] 東 京 ガ ス 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.tokyo-gas.co.jp/  

[w42] 凸 版 印 刷 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.toppan.co.jp/index_f.html  

[w43] ト ヨ タ 自 動 車 工 業 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  

http://www.toyota.co.jp/index.html  

[w44]NEC プ レ ス リ リ ー ス  

http://www.nec.co.jp/press/ja/0306/1101.html  

[w45] 財 団 法 人 日 本 規 格 協 会  http://www.jsa.or.jp/default.asp 

 


